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助
成
研
究
企
画
　
審
査
所
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
助
成
審
査
委
員
長
　
古
谷
　
稔

　
書
文
化
の
実
態
を
研
究
課
題
と
し
て
捉
え
、
そ
の
本
質
を
い
か
に
考
察
し
追
求
す
る
か
は
、
研
究
者
本
人
の
自
由
に
任
さ
れ
ま
す
。

研
究
課
題
の
構
築
は
容
易
な
ら
ざ
る
作
業
で
あ
り
、
先
行
研
究
を
も
と
に
事
前
の
着
実
な
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
二
年
を
迎
え
た
い
ま
、
私
た
ち
の
周
辺
に
は
、
書
文
化
に
対
す
る
様
々
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
実
際
に
学

校
の
現
場
に
お
け
る
書
写
・
書
道
教
育
、
ま
た
社
会
生
活
の
中
で
実
践
さ
れ
て
い
る
書
道
に
関
す
る
芸
術
活
動
、
書
文
化
育
成
へ
と

展
開
し
、
他
方
、
書
学
書
道
史
研
究
と
し
て
も
幅
広
い
テ
ー
マ
が
対
象
と
な
っ
て
開
拓
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
範
囲
も
、
国
際

交
流
を
契
機
と
し
て
日
本
や
中
国
に
限
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
、
世
界
全
体
に
視
野
を
広
げ
て
の
資
料
的
考
察
も
可
能
性
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
こ
う
し
た
書
文
化
に
対
す
る
国
家
の
関
心
が
き
わ
め
て
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
乗
り

越
え
て
使
命
感
を
国
内
外
に
広
く
啓
示
す
べ
き
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
年
度
も
ま
た
、
各
領
域
担
当
の
先
生
方
に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
か
つ
査
読
委
員
に
よ
る
査
読
に
よ
り
成
果
論
文
集
上

梓
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
研
究
成
果
を
通
覧
し
ま
す
と
、
国
外
日
本
人
学
校
の
書
写
教
育
の
実
態
、
戦
後
書
道
に
お
け
る
高
等
教

育
や
研
究
機
関
な
ど
の
活
動
、
教
育
現
場
に
お
け
る
児
童
の
書
字
活
動
、
さ
ら
に
近
現
代
史
上
の
篆
刻
界
重
鎮
の
基
礎
資
料
を
駆
使

し
た
年
譜
作
成
な
ど
、
多
様
な
試
論
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
今
後
に
課
題
を
残
し
つ
つ
も
、
一
定
の
到
達
地
点
を
維
持

し
、
書
文
化
発
展
を
見
据
え
た
貴
重
な
礎
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
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査
読
審
査
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
査
読
委
員
長
　
大
橋
修
一

　
こ
の
度
、『
公
益
財
団
法
人 

日
本
習
字
教
育
財
団
　
学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集vol.5

』
が
刊
行
さ
れ
る
。
四
編
の
研
究
成
果

が
載
録
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
の
所
感
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
松
本
貴
子
「
日
本
人
学
校
に
お
け
る
書
写
教
育
―
ア
ジ
ア
州
及
び
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
調
査
を
も
と
に
―
」
は
、
書
字
に
関
す

る
情
報
に
止
ま
ら
ず
、
歴
史
も
含
め
周
辺
状
況
を
丁
寧
に
記
す
こ
と
で
、
在
外
教
育
施
設
の
現
状
等
を
理
解
し
や
す
く
示
し
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
分
野
を
研
究
す
る
者
の
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
②
柳
田
さ
や
か
「
戦
後
の
書
道
界
に
お
け
る
高
等
教
育
・
研
究
機
関

の
整
備
と
そ
の
背
景
」
は
、
一
次
資
料
を
丁
寧
に
探
求
し
、
論
考
の
目
的
と
論
証
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、

結
論
に
至
る
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
さ
れ
、
堅
実
な
論
考
と
な
っ
た
。
③
芹
澤
麻
美
子
「
児
童
の
書
字
活
動
に
お
け
る
安
定
し
た
運

筆
力
の
習
得
を
目
指
し
た
実
践
研
究
―
横
画
の
右
上
が
り
の
角
度
に
注
目
し
て
―
」
は
、
小
学
生
が
書
く
横
画
に
着
目
し
た
実
践
研

究
で
あ
る
。
粗
削
り
な
部
分
も
あ
る
が
、
多
く
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
数
字
化
及
び
可
視
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
今
後
、

実
践
研
究
を
重
ね
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
成
果
を
期
待
し
た
い
。
④
権
田
瞬
一「
河
井
荃
廬
研
究
年
表
　
附
河
井
荃
廬
著
作
目
録
」は
、

河
井
荃
廬
の
実
像
に
迫
ら
ん
と
年
譜
を
作
成
し
た
。
一
見
、
地
味
な
基
盤
研
究
で
あ
る
が
、
膨
大
な
資
料
を
渉
猟
し
た
と
推
察
で
き
、

若
手
研
究
者
の
姿
勢
と
し
て
好
感
の
も
て
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
機
に
助
成
対
象
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
さ
ら
に
深
め
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。



4

　
　
　
目
　
次

　
助
成
研
究
企
画
　
審
査
所
感
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

研
究
助
成
審
査
委
員
長	

古
谷
　
稔

　
査
読
審
査
を
終
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

査
読
委
員
長	

大
橋
修
一

〈
論
考
〉

日
本
人
学
校
に
お
け
る
書
写
教
育

　
　
　
　
　
　
　
―
ア
ジ
ア
州
及
び
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
調
査
を
も
と
に
―
　	

 

松
本
貴
子      

5 
戦
後
の
書
道
界
に
お
け
る
高
等
教
育
・
研
究
機
関
の
整
備
と
そ
の
背
景	

 

柳
田
さ
や
か      

60 
	

 

〈
実
践
報
告
〉

児
童
の
書
字
活
動
に
お
け
る
安
定
し
た
運
筆
力
の
習
得
を
目
指
し
た
実
践
研
究

　
　
　
　
　
　
　
―
横
画
の
右
上
が
り
の
角
度
に
注
目
し
て
―
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
芹
澤
麻
美
子
　	

92	

〈
年
譜
作
成
研
究
〉

河
井
荃
廬
研
究
年
表
　
附
河
井
荃
廬
著
作
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	

権
田
瞬
一
　	

129 

　
英
文
タ
イ
ト
ル

　
研
究
助
成
審
査
委
員
一
覧





13 日本人学校における書写教育

【資料 3】実態調査依頼時に添えた文書
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【資料 4】書写に関するアンケート調査用紙例（小 3）

書写指導に関するアンケート調査 (小３)

学  校  名 日本人学校

校 部

学校名に関して，本研究論文のあとがきなどに協力校名として掲載させていただく
ことは可能でしょうか。右の欄の内，該当欄を青色で塗りつぶしてください。 諾 否

複数学年を掛け持ちの場合，先生が担当されている学年 学年

複数学年を掛け持ちをされている先生の中で、回答に関する連絡事項がございまし
たら，記入してください。

以下，質問に移ります。ご回答は実線より右側の該当欄を青色で塗りつぶす，または必要な事項を記入する方法でお願いいたします。特に指示のない限り，
順に回答してください。また，可能な範囲でのご回答で構いません。それでは，よろしくお願い申し上げます。

質　　問 回　　答
①小学校３年生で書写の授業はありますか？ a. ある　　　　 b. ない

（→④へ）

②書写の授業は，年間に何時間程度行われていますか。数字を右に記入してください。　　 時間程度

③書写の授業は，時間割上にどのように示されていますか。 a. 国語 b. 国語 ( 書写 ) c. 国語 ( 書き方 )

d. 国語 ( 毛筆 ) e. 国語 ( こう筆 ) f. 国語 ( 毛筆・こう筆 )

g. 書写 h. 書き方 i. 毛筆

j. 毛筆・こう筆 k. 習字 l. その他 (　)

④書き初めには何らかの形で取り組んでいますか。 a. 取り組んでいる b. 取り組んでいない
（→⑩へ）

⑤書き初めは，授業内で学習時間を設定していますか。 a. 設定している b. 設定していない
（→⑦へ）

⑥書き初め学習を授業内で設定している場合は，年間に何時間程度ですか。数字を
右に記入してください。

時間程度

（→⑧へ）
⑦書き初め学習を授業内で設定していない場合は，冬期休業の課題として提示し，
休業明けに提出させる形ですか。 a. はい b. いいえ

⑧児童の書き初めを展示及び鑑賞する機会はありますか。 a. ある b. ない
（→⑪へ）

⑨児童の書き初めを展示及び鑑賞の機会がある場合は，どこに展示していますか。
右から選択してください。( 複数選択可 )

a. 各教室内の壁面 b. 空き教室内の壁面 c. 廊下の壁面

d. ホールなどにおい
て立てたパネル e. 体育館の壁面 f. 校外の施設

g. その他 (　　)

⑩児童の書き初めを保護者が鑑賞することは可能ですか。 a. 可能である
（→⑫へ）

b. 可能ではない
（→⑫へ）

⑪児童の書き初めの展示及び鑑賞の機会がない場合は，外部の展覧会やコンクール
に出品の機会をもつためですか。 a. はい b. いいえ

⑫いわゆる通知表に書写を評価する欄はありますか。 a. ある b. ない
（→⑭へ）

⑬書写の評価欄の観点はどのように示されていますか。右の欄に記入してください。

⑭児童は書写に関する用具・用材を大切に扱っていると思われますか。 a. 扱っていると思わ
れる

b. 扱っていないと思
われる

（→⑯へ）
⑮用具・用材を大切に扱う点は，具体的にはどのような状況で感じられますか。右
の欄に記入してください。

⑯授業内，カードなどにおいて自己評価の場面はありますか。 a. ある b. ない
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⑰授業内，口頭やカードなどにおいて，児童同士で評価し合う ( 相互評価 ) 場面はあ
りますか。 a. ある b. ない

⑱児童の提出物を先生が評価する方法を，右の中から選択してください。( 複数選択
可 )

a. 書 写 カ ー ド ( 評 価
カード ) に記号で書く

b. 書 写 カ ー ド ( 評 価
カード ) に文章で書く

c. 硬筆用紙の余白に記
号で直接書く

d. 硬筆用紙の余白に
文章で直接書く

e. 書写用のドリルに
記号で書く

f. 書写用のドリルに文
章で書く

g. 書写用のノートに
記号で書く

h. 書写用のノートに
文章で書く

i. 返却時などに口頭で
伝える

j. チェックのみ行う k．その他 (　　)
⑲先生からみて，書写の学習が，他教科や総合的な学習に，生かされていると感じ
られることはありますか。

a. ある b. ない
（→㉑へ）

⑳書写が生かされていると感じられる学校内での場面を，右の中から選択してくだ
さい。( 複数選択可 )

a. 各教科のノート ( 表
紙を含む ) に書く，ま
とめる

b. 授業で発表すると
きの資料 ( ノート又
はレポート用紙 ) に
書く，まとめる

c. 授業で発表するとき
の資料 ( 模造紙 ) に書
く，まとめる

d. 絵日記や観察日記
を書く

e. 原稿用紙 ( 作文・
感想文 ) に書く

f. 手紙やはがき，ポス
トカードを書く

g. メッセージカード
を書く

h. 各教科または学級
や学校で発行する新
聞にまとめる

i. 校 内 に 向 け た ポ ス
ター ( 掲示物 ) を作成
する

j. 校外に向けたポス
ター ( 掲示物 ) を作成
する

k. 各行事における案
内状を書く

l. 学習発表会などに向
けて，調査や実験を
し，整理して，レポー
ト用紙や模造紙にまと
めて，書く

m. 日直や当番活動，
授業内での発表時な
どに，板書する

n. その他 (　　)

㉑現地校との交流はありますか。 a. ある b. ない
（→㉓へ）

㉒現地校との交流に書写が関わる場面がありましたら，右の欄に具体的に記入して
ください。
㉓保護者から書写や文字指導，漢字指導に関して要望が寄せられることはあります
か。

a. ある b. ない
（→㉕へ）

㉔どのような要望ですか。具体的に記入してください。

㉕在外教育施設であることの長所，短所がありましたら，右の欄に記入してください。
書写に関することではなくても構いません。
㉖上記の質問以外に，本調査へのご意見やご質問，ご要望などがございましたら，
右の欄に自由に記入してください。

調査は以上です。貴重なお時間を割いて回答していただき，誠にありがとうございました。		
データやご意見を今後の研究に生かしてまいります。			 
今後もご指導ご鞭撻のほど，よろしくお願い申し上げます。			 
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文
化
に
接
す
る
機
会
と
し
て
、
大
変
に
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
た
。
④
で
は
書
き
初
め
へ
の
取
り
組
み
の
有
無
、
⑤
で
は
授

業
内
で
の
書
き
初
め
の
学
習
の
有
無
、
⑥
で
は
書
き
初
め
の
配
当
時
間
、
⑦
で
は
書
き
初
め
を
授
業
内
で
学
習
し
な
い
場
合
、

冬
期
休
業
中
課
題
と
し
て
の
提
出
の
有
無
、
⑧
で
は
書
き
初
め
の
展
示
・
鑑
賞
の
機
会
の
有
無
、
⑨
で
は
書
き
初
め
の
展
示
・

鑑
賞
の
場
所
、
⑩
で
は
保
護
者
が
書
き
初
め
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
有
無
、
⑪
で
は
展
示
・
鑑
賞
の
機
会
の
な
い
場
合
、
外
部

の
展
覧
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
す
る
た
め
か
否
か
が
質
問
の
主
旨
で
あ
る
。
⑨
に
関
し
て
、
予
備
調
査
の
結
果
や
各
学
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
、
想
定
さ
れ
る
全
て
に
場
所
を
選
択
肢
と
し
て
設
定
し
た
。
⑪
に
関
し
て
、
予
備
調
査
の
段
階

で
は
、
展
覧
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
す
る
回
答
は
な
か
っ
た
が
、
筆
者
が
携
わ
っ
て
い
る
展
覧
会
審
査
の
際
に
は
、
海
外

か
ら
の
出
品
が
時
期
を
問
わ
ず
に
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
書
き
初
め
の
展
覧
会
に
関
し
て
も
、
日
本
人
学
校
内
で
整
理
し

て
出
品
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
想
定
し
て
本
質
問
を
設
定
し
た
。

4
．
通
知
表
に
関
し
て

　

質
問
⑫
、
⑬
が
該
当
す
る
。
⑫
で
は
指
導
者
か
ら
児
童
・
生
徒
及
び
保
護
者
に
向
け
て
、
学
期
ご
と
の
評
価
欄
の
有
無
、

⑬
で
は
評
価
欄
の
観
点
、
が
質
問
の
主
旨
で
あ
る
。
通
知
表
内
に
評
価
欄
が
あ
る
こ
と
は
、
学
習
の
振
り
返
り
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ま
た
学
習
す
る
児
童
・
生
徒
の
み
な
ら
ず
、
保
護
者
か
ら
書
写
へ
の
意
識
も
高
ま
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
質
問
を
設
定
し
た
。

5
．
書
写
の
用
具
・
用
材
へ
の
児
童
・
生
徒
の
意
識
に
関
し
て

　

質
問
⑭
、
⑮
が
該
当
す
る
。
⑭
で
は
児
童
・
生
徒
が
書
写
の
用
具
・
用
材
を
大
切
に
扱
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
か
、
⑮

で
は
⑭
の
具
体
的
な
場
面
を
質
問
の
主
旨
と
し
た
。
在
外
教
育
施
設
で
学
習
す
る
に
あ
た
り
、
児
童
・
生
徒
の
用
具
・
用
材

へ
の
意
識
は
、
書
写
へ
の
興
味
・
関
心
や
意
欲
に
直
結
す
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

6
．
授
業
に
お
け
る
評
価
に
関
し
て

　

質
問
⑯
、
⑰
、
⑱
が
該
当
す
る
。
⑯
で
は
自
己
評
価
の
場
面
の
有
無
、
⑰
で
は
相
互
評
価
の
場
面
の
有
無
、
⑱
で
は
提
出

物
に
対
し
て
指
導
者
か
ら
の
評
価
の
方
法
が
質
問
の
主
旨
で
あ
る
。
自
己
評
価
及
び
相
互
評
価
は
、
い
ず
れ
の
学
年
に
お
い

て
も
児
童
・
生
徒
が
自
分
自
身
の
書
写
学
習
に
対
し
て
振
り
返
る
機
会
で
あ
り
、
友
人
の
書
写
学
習
に
触
れ
て
お
互
い
に
批

評
し
認
め
合
う
場
面
で
あ
る
。
次
時
学
習
や
次
の
単
元
へ
の
準
備
と
い
う
機
会
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
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質
問
内
容
の
厳
選
の
た
め
具
体
的
な
場
面
を
た
ず
ね
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
⑱
に
関
し
て
、
指
導
者
か
ら
の
評
価
方
法

は
選
択
式
で
あ
る
が
、
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
想
定
さ
れ
る
方
法
を
選
択
肢
と
し
て
設
定
し
た
。

7
．
書
写
と
他
教
科
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の
関
連

　

質
問
⑲
、
⑳
が
該
当
す
る
。
書
写
は
言
う
ま
で
も
な
く
日
本
語
の
文
字
及
び
言
葉
の
学
習
に
直
結
し
て
お
り
、
学
習
面
で

い
え
ば
全
て
の
教
科
に
関
連
し
て
い
る
。
⑲
で
は
他
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
書
写
が
生
か
さ
れ
る
と
感
じ

る
場
面
の
有
無
、
⑳
で
は
書
写
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
校
内
で
の
場
面
の
想
起
が
質
問
の
主
旨
で
あ
る
。
な
お
、

各
教
科
の
ノ
ー
ト
、
授
業
で
の
発
表
資
料
（
ノ
ー
ト
・
レ
ポ
ー
ト
用
紙
、
模
造
紙
）、
絵
日
記
や
観
察
日
記
、
原
稿
用
紙
、
手

紙
や
は
が
き
・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
、
各
教
科
・
学
級
・
学
校
で
発
行
す
る
新
聞
作
成
、
校
内
向
け
ポ
ス

タ
ー
（
掲
示
物
）
作
成
、
校
外
向
け
ポ
ス
タ
ー
（
掲
示
物
）
作
成
、
各
行
事
に
お
け
る
案
内
状
作
成
、
学
習
発
表
会
等
に
向
け

て
の
発
表
資
料
（
レ
ポ
ー
ト
用
紙
や
模
造
紙
）
作
成
、
板
書
（
日
直
、
当
番
活
動
、
授
業
内
で
の
発
表
）
を
も
と
に
選
択
肢
を
細

か
く
設
定
し
て
、
学
校
内
で
の
場
面
を
容
易
に
想
定
し
や
す
く
し
た
。
選
択
肢
に
際
し
て
は
、
日
本
で
発
行
さ
れ
て
い
る
全

て
の
書
写
の
教
科
書
を
閲
覧
し
、
共
通
す
る
学
習
場
面
を
中
心
に
設
定
し
た
。

8
．
現
地
校
と
の
交
流
に
関
し
て

　

質
問
㉑
、
㉒
が
該
当
す
る
。
在
外
教
育
施
設
の
大
き
な
特
徴
は
現
地
校
と
の
交
流
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
国
内
に

お
い
て
は
、
学
校
全
体
で
海
外
の
学
校
と
交
流
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
厳
し
い
状
況
下
で
あ
る
の
に
対
し
、
学
校
の

立
地
に
も
よ
る
が
、
在
外
教
育
施
設
は
そ
の
交
流
の
機
会
を
得
や
す
い
学
校
が
比
較
的
多
い
。
㉑
で
は
現
地
校
と
の
交
流
の

有
無
、
㉒
で
は
そ
の
交
流
に
書
写
が
関
わ
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
具
体
的
な
場
面
の
想
起
を
主
旨
と
し
た
。
予
備
調
査
に
お
い

て
は
、
書
写
は
現
地
校
と
の
交
流
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
回
答
し
た
学
校
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
日
本
の
伝
統
文

化
に
関
わ
る
書
写
が
、
現
地
校
と
の
交
流
に
役
立
っ
て
い
る
学
校
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
、
調
査
対
象
を
広
げ

る
実
態
調
査
に
お
い
て
も
質
問
項
目
と
し
て
設
定
し
た
。

9
．
保
護
者
か
ら
の
要
望
（
書
写
・
文
字
指
導
・
漢
字
指
導
）
に
関
し
て

　

質
問
㉓
、
㉔
が
該
当
す
る
。
㉓
で
は
書
写
や
文
字
指
導
・
漢
字
指
導
に
対
し
て
の
保
護
者
か
ら
の
要
望
の
有
無
、
㉔
で
は

㉓
の
具
体
的
な
内
容
が
主
旨
で
あ
る
。
在
外
教
育
施
設
に
子
供
を
通
わ
せ
て
い
る
保
護
者
と
し
て
は
、
子
供
が
日
本
語
に
触
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れ
る
機
会
は
学
校
内
及
び
家
庭
に
限
ら
れ
て
お
り
、
正
し
い
日
本
語
の
習
得
に
期
待
を
寄
せ
る
、
ま
た
要
望
を
寄
せ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
在
外
教
育
施
設
で
は
学
校
、
児
童
・
生
徒
、
そ
し
て
保
護
者
（
家
庭
）
が
深
く
連
携
し
て
い
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
書
写
は
文
字
指
導
及
び
漢
字
指
導
に
大
き
く
関
連
し
て
い
る
。
保
護
者
の
要
望
を
具
体

的
に
理
解
す
る
こ
と
も
書
写
の
授
業
運
営
に
関
わ
る
と
考
え
、
本
項
目
を
設
定
し
た
。

10
．
在
外
教
育
施
設
の
長
所
・
短
所
、
及
び
実
態
調
査
へ
の
意
見
・
質
問
・
要
望
に
関
し
て

　

質
問
㉕
、
㉖
が
該
当
す
る
。
㉕
で
は
書
写
に
限
ら
ず
、
在
外
教
育
施
設
と
い
う
環
境
下
に
お
い
て
の
具
体
的
な
長
所
及
び

短
所
、
㉖
で
は
実
態
調
査
へ
の
意
見
・
質
問
・
要
望
が
主
旨
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

5
　
調
査
結
果
の
分
析
及
び
考
察

　

ま
ず
、
実
態
調
査
の
依
頼
に
関
し
て
、
対
象
と
な
る
四
八
校
の
内
、
三
五
校
よ
り
返
信
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
回
答
が
可

能
と
返
信
が
あ
り
、
締
め
切
り
ま
で
に
実
際
に
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
二
五
校
、
回
収
率
52
％
と
な
っ
た
。
地
域
に
よ
っ

て
は
一
校
の
み
で
場
合
に
よ
っ
て
は
特
定
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
地
域
ご
と
の
回
収
率
は
記
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
回
答
が

寄
せ
ら
れ
た
52
％
の
学
校
の
中
で
も
さ
ら
に
校
種
や
学
年
に
分
け
、
か
つ
、
質
問
項
目
に
沿
っ
て
分
析
を
試
み
る
こ
と
と
す

る
。
な
お
、
書
写
の
中
で
も
日
本
の
伝
統
文
化
に
関
わ
り
の
深
い
「
毛
筆
」
に
焦
点
を
あ
て
る
た
め
、
小
学
校
三
年
生
以
降

中
学
校
三
年
生
ま
で
の
回
答
を
対
象
と
し
た
。

1
．
学
校
情
報
に
関
し
て

　

回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
52
％
の
学
校
の
内
、
協
力
校
と
し
て
掲
載
許
可
を
得
た
学
校
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

•

コ
タ
キ
ナ
バ
ル
日
本
人
学
校

•

ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校

•

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校
チ
ャ
ン
ギ
校
小
学
部

•

ダ
ッ
カ
日
本
人
学
校

•

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
日
本
人
学
校

•

バ
ハ
レ
ー
ン
日
本
人
学
校
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•

ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校

•

メ
ル
ボ
ル
ン
日
本
人
学
校

•

マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校

•

ヤ
ン
ゴ
ン
日
本
人
学
校

の
各
校
（
五
十
音
順
）
で
あ
る
。
学
年
別
で
は
、
小
学
校
三
年
生
は
二
三
校
、
小
学
校
四
年
生
は
二
五
校
、
小
学
校
五
年
生

は
二
三
校
、
小
学
校
六
年
生
は
二
五
校
、
中
学
校
一
年
生
は
二
〇
校
、
中
学
校
二
年
生
は
一
八
校
、
中
学
校
三
年
生
は
二
〇

校
の
担
当
し
て
い
る
指
導
者
よ
り
回
答
が
あ
っ
た
。

　

調
査
依
頼
に
快
諾
し
た
上
で
回
答
を
寄
せ
た
学
校
の
指
導
者
だ
け
で
は
な
く
、
調
査
依
頼
の
段
階
で
「
教
員
が
多
忙
の
た

め
個
人
の
研
究
及
び
調
査
に
協
力
は
で
き
な
い
」「
校
長
と
し
て
一
言
添
え
る
な
ら
ば
、書
写
の
調
査
に
意
味
は
あ
る
の
か
と

感
じ
る
」「
防
犯
の
面
か
ら
協
力
で
き
な
い
」
と
い
う
返
信
を
寄
せ
た
日
本
人
学
校
の
数
が
多
く
、実
態
調
査
が
予
想
以
上
に

難
航
し
た
。
日
本
国
内
と
同
様
の
教
育
課
程
で
あ
る
も
の
の
在
外
と
い
う
地
の
中
で
、
書
写
が
国
際
交
流
や
日
常
生
活
に
生

か
さ
れ
る
部
分
は
多
々
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
点
を
含
め
て
の
基
礎
調
査
を
行
い
た
い
と
の
思
い
で
研
究
を
進
め
て
い

る
旨
を
添
え
て
、
丁
重
に
そ
の
都
度
返
信
を
し
た
。
書
写
の
調
査
研
究
に
関
し
て
は
な
か
な
か
学
校
現
場
で
理
解
を
得
に
く

い
と
い
う
現
状
が
あ
る
よ
う
に
考
え
た
。

　

以
下
、
そ
の
担
当
学
年
内
で
の
比
率
を
も
と
に
グ
ラ
フ
化
し
、
分
析
・
考
察
す
る
。

2
．
年
間
に
お
け
る
書
写
の
授
業
の
設
定
に
関
し
て

　
【
グ
ラ
フ
1
】
よ
り
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
中
学
校
一
年
生
ま
で
、
書
写
の
授
業
が
設
定
さ
れ
て
い
る
学
校
は
100
％
、
中
学

校
二
年
生
で
は
86
％
、
中
学
校
三
年
生
で
は
75
％
と
上
学
年
に
な
る
に
つ
れ
て
微
減
し
た
。

　
【
グ
ラ
フ
2
】
よ
り
、
小
学
校
三
か
ら
六
年
生
に
お
い
て
三
〇
時
間
、
ま
た
は
三
五
時
間
以
上
設
定
し
て
い
る
学
校
が
多

か
っ
た
。
三
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
全
体
で
見
る
な
ら
ば
、
三
五
時
間
以
上
は
45
％
（
内
訳
：
三
年
生
67
％
、
四
年
生
50
％
、
五

年
生
33
％
、
六
年
生
33
％
）、
三
〇
時
間
は
42
％
（
内
訳
：
三
年
生
33
％
、
四
年
生
50
％
、
五
年
生
44
％
、
六
年
生
44
％
）
と
な
り
、

若
干
で
は
あ
る
が
三
五
時
間
の
方
が
多
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
軸
の
目
盛
に
三
五
時
間
以
上
と
し
た
が
、
六
年
生
で
三
六
時

間
の
学
校
が
一
校
あ
る
の
み
で
他
は
全
て
三
五
時
間
の
学
校
だ
っ
た
。
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【
グ
ラ
フ
（
】
よ
り
、
中
学
校
一
か

ら
三
年
生
に
お
い
て
は
、
中
学
校
一

年
生
で
は
多
い
時
間
数
の
順
で
み
る

と
、一
四
時
間
及
び
二
〇
時
間
が
（（
％
、

一
三
時
間
・
一
五
時
間
・
三
〇
時
間
・

三
五
時
間
が
（（
％
と
な
っ
た
。
中
学
二

年
生
で
は
、
一
四
時
間
・
二
〇
時
間
が

（（
％
、
一
五
時
間
・
三
〇
時
間
・
三
五

時
間
が
（（
％
、
一
三
時
間
・
一
五
時
間

は
0
％
で
あ
っ
た
。
中
学
校
三
年
生
で

は
二
〇
時
間
が
（（
％
、
五
時
間
・
一
四

時
間
・
三
〇
時
間･

三
五
時
間
が
（（
％
、

一
三
時
間
・
一
五
時
間
は
0
％
で
あ
っ

た
。

　
【
グ
ラ
フ
（
】
よ
り
、
小
学
校
の
時

間
割
で
の
「
書
写
」
の
表
記
方
法
に
関

し
て
、
三
年
生
で
は
「
書
写
」
と
示
し

て
い
る
学
校
が
（（
％
、
次
い
で
「
国
語

（
書
写
）」
（（
％
、「
国
語
」・「
国
語
（
毛
筆
・
こ
う
筆
）」
各
（（
％
で
あ
っ
た
。
四
年
生
で
は
「
国
語
（
書
写
）」
（0
％
、「
書
写
」

（0
％
、「
国
語
」
（0
％
で
あ
っ
た
。
五
年
生
で
は
「
書
写
」
（（
％
、「
国
語
（
書
写
）」
（（
％
、「
国
語
」
（（
％
で
あ
っ
た
。
六

年
生
で
は
「
書
写
」
（0
％
、「
国
語
」・「
国
語
（
書
写
）」
各
（0
％
で
あ
っ
た
。
小
学
校
全
体
で
考
え
る
な
ら
ば
、「
書
写
」
は

（（
％
、「
国
語
（
書
写
）」
は
（（
％
で
あ
っ
た
。

　
【
グ
ラ
フ
（
】
よ
り
、
中
学
校
の
時
間
割
で
の
「
書
写
」
の
示
し
方
に
関
し
て
は
小
学
校
と
違
い
、「
国
語
」
と
「
書
写
」

0%	

20%	

40%	

60%	

80%	

100%	

120%	

小学校３年生 小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生 

a.ある b.ない

【グラフ 1】小・中学校で書写の授業は設定されているか

0%	

10%	

20%	

30%	

40%	

50%	

60%	

70%	

80%	

13時間 20時間 30時間 35時間以上 

３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

【グラフ 2】小学校書写の授業は年間に何時間程度設定されているか

0%	

5%	

10%	

15%	

20%	

25%	

30%	

35%	

5時間 13時間 14時間 15時間 20時間 30時間 35時間 

１年生 ２年生 ３年生 

【グラフ 3】中学校書写の授業は年間に何時間程度設定されているか
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に
二
分
さ
れ
た
。「
国
語
」
は
一
年
生
（（
％
、
二
年
生
（（
％
、
三
年
生
（（
％
、「
書

写
」
は
一
年
生
（（
％
、
二
年
生
（（
％
、
三
年
生
（（
％
と
な
っ
た
。
小
学
校
で
は
約

半
数
に
近
い
学
校
で
「
書
写
」
と
表
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、
中
学
校
で
は
「
国

語
」
と
表
記
し
て
い
る
学
校
が
（（
％
と
四
分
の
三
強
の
比
率
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、【
グ
ラ
フ
（
】
の
分
析
に
よ
り
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
中
学
校
一
年
生
ま

で
は
回
答
し
た
全
て
の
日
本
人
学
校
に
お
い
て
、
学
習
指
導
要
領
に
そ
っ
て
書
写

の
授
業
が
設
定
さ
れ
て
い
る
実
態
が
把
握
で
き
る
。中
学
校
二
・
三
年
生
に
つ
い
て

は
微
減
す
る
も
の
の
、
日
本
国
内
の
同
学
年
よ
り
も
日
本
人
学
校
の
方
が
書
写
の

授
業
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
関
わ
り
の
深
い
書
写
を
重
要
に

と
ら
え
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
書
写
の
授
業
時
間
数
に
つ
い

て
は
【
グ
ラ
フ
（
】
の
分
析
に
よ
り
、
三
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
学
習
指
導
要
領

に
準
拠
し
た
三
〇
時
間
程
度
、
ま
た
は
三
五
時
間
を
設
定
し
て
い
る
学
校
が
合
わ

せ
て
（（
％
で
あ
り
、
書
写
の
学
習
時
間
を
確
保
し
て
い
る
と
い
え
る
。
中
学
校
の

授
業
時
間
数
に
つ
い
て
は
【
グ
ラ
フ
（
】
の
分
析
に
よ
り
、
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
た
一
年
生
の
二
〇
時
間
程
度
（
（（
％
）
や
そ
れ
よ
り
も
多
い
時
間
数
（
三
〇

時
間
（（
％
・
三
五
時
間
（（
％
）
を
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
（（
％
と
な
り
、
半
数
以

上
の
学
校
で
書
写
の
授
業
時
間
が
学
習
指
導
要
領
の
時
間
以
上
に
確
保
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る
。
二
年
生
で
は
、
学
習
指
導
要
領
上
の
時
間
数
二
〇
時
間
（
（（
％
）

ま
た
は
そ
れ
以
上
に
設
定
し
て
い
る
（
三
〇
時
間
（（
％
、
三
五
時
間
（（
％
）
を
合
わ

せ
る
と
（（
％
で
あ
り
、
一
年
生
と
同
様
に
半
数
以
上
の
学
校
で
書
写
の
時
間
は
学

習
指
導
要
領
の
時
間
以
上
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
一
方
、
三
年
生
で
は

学
習
指
導
要
領
上
の
一
二
、一
三
時
間
程
度
は
皆
無
で
あ
り
、
一
・
二
年
生
と
同
様

の
二
〇
時
間
（
（（
％
）
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
時
間
数
（
三
〇
時
間
（（
％
、
三
五
時
間
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（（
％
）
を
合
わ
せ
る
と
（（
％
と
な
り
、
手
厚
く
書
写
の
時
間

を
確
保
し
て
い
る
状
況
が
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
、
義
務
教

育
段
階
に
お
い
て
書
写
を
軽
視
せ
ず
に
授
業
を
設
定
し
て
い

る
傾
向
で
あ
り
、
書
写
へ
の
理
解
が
あ
る
指
導
者
が
多
い
と

も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
時
間
割
上
で
の
示
し

方
に
つ
い
て
も
【
グ
ラ
フ
（
】
の
分
析
に
よ
り
、
小
学
校
全

体
で
は
「
書
写
」
ま
た
は
「
国
語
（
書
写
）」
と
示
し
て
い
る

学
校
が
（（
％
で
あ
っ
た
。「
習
字
」と
示
す
学
校
は
皆
無
で
あ

り
、
用
語
と
し
て
「
書
写
」
が
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
中
学
校
全
体
で
は
「
国
語
」
と
表
記
す
る
学
校

が
（（
％
と
な
り
、
授
業
時
間
数
を
手
厚
く
確
保
し
て
い
る
中

で
「
国
語
の
中
に
書
写
が
含
ま
れ
る
」
と
理
解
し
て
い
る
指

導
者
が
多
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
．
書
き
初
め
に
関
し
て

　
【
グ
ラ
フ
（
】
及
び
【
グ
ラ
フ
（
】
よ
り
、
全
小
・
中
学
校
に

お
い
て
、
授
業
内
で
書
き
初
め
の
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。【
グ
ラ
フ
（
】
で
は
小
学
校
に
お
け
る
配

当
時
間
が
全
学
年
に
わ
た
っ
て
二
時
間
が
最
も
多
か
っ
た
。

そ
の
内
訳
は
、
三
年
生
（（
％
、
四
年
生
（0
％
、
五
年
生
（（
％
、
六
年
生
（0
％
で
あ
る
。
た
だ
し
、
六
年
生
に
限
定
す
る
と
一

時
間
・
四
時
間
・
五
時
間
が
（0
％
、
六
時
間
（0
％
で
あ
り
、
時
間
数
の
分
散
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。【
グ
ラ
フ
（
】

で
は
中
学
校
に
お
け
る
配
当
時
間
が
全
学
年
に
わ
た
っ
て
二
時
間
が
最
も
多
か
っ
た
。
一
年
生
（（
％
、
二
年
生
（（
％
、
三
年

生
（0
％
で
あ
る
。
二
年
生
で
は
五
時
間
も
同
率
の
（（
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
三
年
生
で
も
五
時
間
は
（0
％
に
の
ぼ
っ
た
。
一
年

生
に
限
定
す
る
と
、
五
時
間
が
（（
％
、
一
時
間
・
三
時
間
・
四
時
間
が
（（
％
で
あ
り
、
配
当
時
間
は
分
散
し
て
い
る
。
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【
グ
ラ
フ
（0
】
よ
り
、小
学
校
及
び
中
学
校
全
学
年
に
お
い
て
約
（0
％
（
最
小
値
は
中
学
校
三
年
生
（（
％
、最
大
値
は
小
学
校
四

年
生
と
小
学
校
六
年
生
で
（0
％
）
の
学
校
で
児
童
・
生
徒
の
書
き
初
め
を
鑑
賞
す
る
機
会
が
あ
る
。【
グ
ラ
フ
（（
】
よ
り
、
小
学

校
の
全
学
年
に
お
い
て
、「
学
校
内
の
廊
下
の
壁
面
」
が
書
き
初
め
の
展
示
及
び
鑑
賞
の
場
所
に
多
く
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が

い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
空
き
教
室
の
壁
面
」
や
「
校
外
の
施
設
」
は
選
ば
れ
て
い
な
い
。「
各
教
室
内
の
壁
面
」「
ホ
ー

ル
な
ど
に
立
て
た
パ
ネ
ル
」「
体
育
館
の
壁
面
」
は
（0
％
か
ら
（（
％
ま
で
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。【
グ
ラ
フ
（（
】
よ
り
、
中
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学
校
で
は
二
・
三
年
生
に
お
い
て
、「
学
校
内
の
廊
下
の
壁
面
」
と
「
ホ
ー
ル
な
ど
に
立
て
た
パ
ネ
ル
」

が
書
き
初
め
の
展
示
及
び
鑑
賞
の
場
所
に
多
く
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
い
え
る
。
中
学
校
一
年
生
で

は
「
廊
下
の
壁
面
」「
ホ
ー
ル
な
ど
に
立
て
た
パ
ネ
ル
」
が
同
率
の
（（
％
と
な
っ
た
が
、「
各
教
室
内

の
壁
面
」「
体
育
館
の
壁
面
」
も
（（
％
で
あ
り
、
大
き
な
差
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
小
学

校
と
同
様
に
「
空
き
教
室
の
壁
面
」「
校
外
の
施
設
」
は
選
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
。【
グ
ラ
フ
（（
】
は
、

児
童
・
生
徒
の
書
き
初
め
を
保
護
者
が
鑑
賞
す
る
機
会
が
あ
る
か
に
つ
い
て
の
グ
ラ
フ
だ
が
、
小
学

校
三
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
の
全
学
年
に
わ
た
っ
て
、（（
％
（
中
学
校
三
年
生
）
か
ら
（00
％
（
小
学

校
三
年
生
）
ま
で
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。【
グ
ラ
フ
（（
】
か
ら
、
書
き
初
め
の
展
示
及
び
鑑
賞
の
機

会
が
な
い
の
は
、外
部
の
展
覧
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
の
機
会
を
も
つ
た
め
で
は
な
い
と
い
え
る
。

書
き
初
め
に
関
し
て
は
、【
グ
ラ
フ
（
、
（
、
（
、
（
】
の
分
析
よ
り
日
本
の
伝
統
文
化
の
一
つ
で
あ

る
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
が
、
全
小
・
中
学
校
の
全
学
年
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全

学
年
に
わ
た
っ
て
二
時
間
を
配
当
す
る
学
校
が
多
い
。

　

展
示
・
鑑
賞
の
機
会
は
非
常
に
多
く
の
学
校
・
学
年
で
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、【
グ
ラ
フ
（0
】

の
分
析
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
【
グ
ラ
フ
（（
】
の
分
析
よ
り
、
展
示
場
所
と
し
て
小
学
校
全
学

年
に
わ
た
っ
て
「
学
校
内
の
廊
下
の
壁
面
」
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
中
学
生
全
体
と
し
て
は
【
グ
ラ

フ
（（
】
の
分
析
よ
り
、
小
学
校
全
体
と
同
様
に
「
学
校
内
の
廊
下
の
壁
面
」、
そ
し
て
「
ホ
ー
ル
な
ど

に
立
て
た
パ
ネ
ル
」
が
や
や
多
く
選
ば
れ
て
い
る
。
小
学
校
と
中
学
校
と
で
、
校
舎
が
違
う
学
校
も

あ
る
た
め
、
中
学
校
で
「
パ
ネ
ル
に
展
示
」
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
一
方
で
「
校
外
の
施
設
」
は
選
択
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
小
学
校
・
中
学
校
全
体
に
お
い
て
校
内

で
の
展
示
に
限
定
し
て
い
る
学
校
が
大
変
に
多
い
現
状
と
考
え
る
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
と
も
に
在
外
教
育
施
設
に
通
う
児

童
・
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
空
き
教
室
」
そ
の
も
の
が
な
く
展
示
場
所
に
は
な
ら
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
展
示
・
鑑
賞
の
機
会
が
な
い
の
は
、「
外
部
の
展
覧
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
す
る
た
め
で
は
な
い
」
こ
と
が
把
握
で
き

る
た
め
、
時
間
的
な
制
約
、
ま
た
は
展
示
場
所
が
な
い
こ
と
が
そ
の
要
因
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
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（
．
通
知
表
に
関
し
て

　
【
グ
ラ
フ
（（
】
よ
り
、
小
学
校
で
は
平
均
（（
％
（
最
小
値
五
年
生
（（
％
、
最
大
値
三
年
生
（（
％
）、
中
学
校
で
は
平
均
（（
％
（
最

小
値
一
年
生
（（
％
、
最
大
値
二
年
生
（（
％
）
の
学
校
で
い
わ
ゆ
る
通
知
表
に
書
写
の
評
価
欄
が
な
い
。
評
価
欄
が
あ
る
場
合
で

も
【
表
（
】
よ
り
上
学
年
に
な
る
に
つ
れ
て
観
点
が
不
明
瞭
な
文
言
が
散
見
さ
れ
る
。

（
．
書
写
の
用
具
・
用
材
へ
の
児
童
・
生
徒
の
意
識
に
関
し
て
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a.扱っている b.扱っていない

　
【
グ
ラ
フ
（（
】
よ
り
、
小
学
校
三
・
四
年
生
で
は

用
具
・
用
材
を
大
切
に
扱
う
様
子
が
見
受
け
ら
れ

る
と
い
う
指
導
者
の
回
答
が
（00
％
あ
っ
た
。
同
様

に
、
五
年
生
以
降
中
学
校
三
年
生
ま
で
、
（（
％
以

上
の
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
お
い
て
大
切
に
扱
う

様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
と
い
え
る
。
具
体
的
な
回

答
を
内
容
に
よ
っ
て
分
別
し
た
【
表
（
】。

　
「
筆
や
硯
の
手
入
れ
（
拭
き
取
る
、
水
で
洗
う
）」

が
（（
％
と
突
出
し
て
い
た
。
次
い
で
、「
筆
や
そ

の
他
の
用
具
の
保
管
状
況
」「
準
備
・
片
付
け
の

様
子
」「
半
紙
や
墨
の
残
り
を
気
に
か
け
て
い
る
」

「
作
品
の
整
理
・
保
管
」
の
順
と
な
っ
た
。
小
学
校

三
・
四
年
生
で
は
、ほ
ぼ
全
て
の
児
童
が
書
写
の
用

具
・
用
材
を
大
切
に
扱
い
、
小
学
校
五
年
生
以
降

に
関
し
て
も
、
そ
の
傾
向
は
持
続
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
．
授
業
に
お
け
る
評
価
に
関
し
て

　

児
童
・
生
徒
に
よ
る
評
価
と
し
て
自
己
評
価
、

【グラフ 15】いわゆる通知表での書写の評価欄

【グラフ 16】児童・生徒は書写に関する用具・用材を
　　　　　　大切に使っていると思われるか

【表 1】通知表での書写の評価

小３
文字を正しく書く。
とめ，はね，はらい等に留意して，文字を正しく書くことができる。

小４
とめ，はね，はらい等に留意して，文字を正しく書くことができる。
文字を正しく覚え，形を整えて書く。

小５
言語事項の評価に含めて評価している。
国語の技能

小６
国語の技能
国語の技能

中１ 言語事項
中２ 言語事項
中３ 言語事項
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相
互
評
価
が
あ
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
自
己
評
価
の
機
会
に
関
し
て
【
グ
ラ
フ
17
】
よ
り
、
小
・
中
学
校
あ
わ
せ
て

考
え
る
と
、
小
学
校
五
年
生
を
除
い
て
半
数
ま
た
は
そ
れ
よ
り
や
や
多
い
学
校
で
、
自
己
評
価
の
機
会
が
設
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
中
学
校
三
年
生
で
は
67
％
に
及
ん
で
い
た
。【
グ
ラ
フ
18
】
よ
り
相
互
評
価
の
機
会
に
関
し
て
、
小
・
中
学
校

と
も
に
取
り
入
れ
て
い
る
学
校
は
多
か
っ
た
（
最
大
値
：
小
学
五
年
生
100
％
、
最
小
値
：
中
学
三
年
生
67
％
）。

　

次
に
指
導
者
に
よ
る
評
価
で
あ
る
が
、【
グ
ラ
フ
19
】
よ
り
小
学
校
で
は
「
返
却
時
な
ど
に
口
頭
で
伝
え
る
」
方
法
を
と
っ

て
い
る
指
導
者
は
多
い
よ
う
で
あ
る
（
最
大
値
：
五
年
生
67
％
、
最
小
値
：
四
年
生
50
％
）。
次
い
で
高
い
数
値
と
な
っ
た
の
は

【表 2】児童・生徒が用具・用材を大切に扱っていると感じられる点
学年 分類 具体的な行動や様子

小３

1 準備・後片付け
2 大半の児童が常に墨汁や半紙の残りを気にしているように感じる
3 作品の整理
4 筆の後始末
4 筆を水につけて洗う
4 筆を洗う
4 筆を洗う
4 毛筆の筆の手入れ
5 （洗い終わったら）筆に巻いて保管する
5 道具の保管
5 筆やすずりの保管状態
5 筆の保管状況がよい

小４

1 準備や片付けがきちんと自分で行えることから
1 準備・後片付け
1 準備・後片付け
2 大半の児童が常に墨汁や半紙の残りを気にしているように感じる
4 筆の後始末
4 筆をペットボトルに入れて丁寧に洗わせている
4 硯や墨のふきとり
4 毛筆の筆の手入れ
5 作品の保管
5 筆の保管状況がよい
5 道具の保管など

小５

2 大半の児童が常に墨汁や半紙の残りを気にしているように感じる
3 作品の整理
4 授業後，家庭に使用した書写道具を持ち帰り，手入れをしている点
4 毛筆の筆の手入れ
4 筆の後始末
4 大筆を洗って準備している点
5 道具の保管など
5 筆の保管状況がよい

小６

3 作品の管理
4 授業ごとに持って帰り，筆の手入れをしている児童が多いから
4 大筆を洗って準備している点
4 筆の後始末
4 大筆を洗って準備している点
4 毛筆の筆の手入れ
5 道具の保管など
5 筆の保管状況がよい

中１

1 準備・後片付け
2 大半の生徒が常に墨汁や半紙の残りを気にしているように感じる
3 作品の整理
4 筆の手入れ
4 毛筆の筆の手入れ
4 筆の後始末
5 筆の保管状況がよい
5 道具の保管など

中２

1 準備・後片付け
2 大半の生徒が常に墨汁や半紙の残りを気にしているように感じる
3 作品の整理
4 筆の手入れ
4 毛筆の筆の手入れ
4 筆の後始末
5 筆の保管状況がよい
5 道具の保管など

中３

1 準備・後片付け
2 大半の生徒が常に墨汁や半紙の残りを気にしているように感じる
3 作品の整理
4 毛筆の筆の手入れ
4 筆の手入れ
5 道具の保管など

番号 行動・様子の分類
1 準備・片付けの様子
2 半紙や墨の残りを気にかけている
3 作品の整理・保管
4 筆や硯の手入れ ( 拭き取る，水で洗う )
5 筆やその他の用具の保管状況
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「
書
写
カ
ー
ド(

評
価
カ
ー
ド)

に
文
章
で
書
く
」（
最
大
値
：
三
年
生
（（
％
、
最
小
値
：
六
年
生
（0
％
）、「
硬
筆
用
紙
の
余
白
に

文
章
で
直
接
書
く
」（
最
大
値
：
四
年
生
（0
％
、
六
年
生
（0
％
）
で
あ
る
。【
グ
ラ
フ
（0
】
よ
り
中
学
校
で
は
、「
返
却
時
な
ど
に

口
頭
で
伝
え
る
」
が
高
か
っ
た
（
最
大
値
：
二
年
生
（（
％
、
最
小
値
：
三
年
生
（0
％
）。
次
い
で
「
硬
筆
用
紙
の
余
白
に
文
章
で

直
接
書
く
」（
一
・
二
年
生
（0
％
、
三
年
生
（（
％
）、「
書
写
カ
ー
ド(

評
価
カ
ー
ド)

に
文
章
で
書
く
」（
一
年
生
（（
％
、
二
・
三
年

生
（（
％
）
と
な
っ
た
。
小
学
校
と
違
い
、「
書
写
用
の
ド
リ
ル
に
記
号
で
書
く
」「
書
写
用
の
ド
リ
ル
に
文
章
で
書
く
」「
書
写

用
の
ノ
ー
ト
に
記
号
で
書
く
」「
書
写
用
の
ノ
ー
ト
に
文
章
で
書
く
」
は
0
％
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
自
己
評
価
と
相
互
評
価
の
導
入
に
関
し
て
【
グ
ラ
フ
（（
、
（（
】
の
分
析
よ
り
、
自
己
評
価
よ
り
も
相
互
評
価
の
方
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が
高
い
比
率
で
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
小
規
模
校
で
あ
る
学

校
が
多
く
、
児
童
・
生
徒
同
士
の
交
流
を
し
や
す
い
、
教
室
で
の
授

業
時
に
も
生
か
し
や
す
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
相
互
評
価

の
比
率
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
学

年
進
行
に
伴
い
自
己
評
価
の
機
会
は
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
学
習

の
振
り
返
り
を
自
ら
で
進
め
や
す
く
な
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い

か
。

　
【
グ
ラ
フ
（（
】
の
分
析
よ
り
、小
学
校
で
は
書
写
カ
ー
ド
（
評
価
カ
ー

ド
）
が
機
能
し
て
お
り
、
そ
こ
に
評
価
を
記
入
す
る
指
導
者
は
多
い

と
い
え
る
。
在
外
教
育
施
設
で
は
、
小
学
校
に
お
い
て
も
書
写
用
ド

リ
ル
は
購
入
が
難
し
く
、
そ
れ
へ
の
評
価
記
入
は
少
な
い
。
指
導
者

自
身
の
資
料
や
プ
リ
ン
ト
で
授
業
を
進
め
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。
特
に
三
・
四
年
生
で
書
写
カ
ー
ド
や
硬
筆
用
紙
の
余
白
を
活
用

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。【
グ
ラ
フ
（0
】
に
お
い
て
、
中
学
校

で
は
、
書
写
用
の
ド
リ
ル
や
ノ
ー
ト
へ
の
評
価
記
入
は
な
い
状
況
か

ら
、
書
写
用
の
ド
リ
ル
や
ノ
ー
ト
の
活
用
自
体
が
な
い
の
か
も
し
れ

【グラフ 17】授業内での自己評価の機会

【グラフ 18】授業内での相互評価の機会
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【グラフ 19】児童の提出物を指導者が評価する方法（複数選択可）

【グラフ 20】生徒の提出物を指導者が評価する方法（複数選択可）



29 日本人学校における書写教育

0%	

20%	

40%	

60%	

80%	

100%	

120%	

小学校３年生
 

小学校４年生
 

小学校５年生
 

小学校６年生
 

中学校１年生
 

中学校２年生
 

中学校３年生
 

a.ある b.ない

な
い
。

（
．
書
写
と
他
教
科
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の
関
連

　
【
グ
ラ
フ
（（
】
よ
り
、
回
答
し
た
全
て
の
指
導
者
が
「
書
写
学
習
は
他
教
科
や
総
合
的
な
学
習
に
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
感

じ
て
い
る
こ
と
が
い
え
る
。
小
学
校
に
お
い
て
書
写
が
生
か
さ
れ
る
場
面
は
【
グ
ラ
フ
（（
】
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
高
学
年
と
さ

れ
る
五
・
六
年
生
で
は
「
校
内
に
向
け
た
ポ
ス
タ
ー
（
掲
示
物
）
を
作
成
す
る
」（
五
年
生
（（
％
、
六
年
生
（0
％
）、「
各
教
科
の

ノ
ー
ト
（
表
紙
を
含
む
）
に
書
く
、
ま
と
め
る
」（
五
年
生
（（
％
、
六
年
生
（0
％
）
が
高
い
数
値
と
な
っ
た
。
一
方
で
、「
各
行

事
に
お
け
る
案
内
状
を
書
く
」
は
各
学
年
で
大
変
に
低
い
数
値
と
な
っ
た
（
三
・
五
年
生
（（
％
、
四
・
六
年
生
0
％
）。【
グ
ラ
フ

（（
】
よ
り
、各
学
年
と
も
に
「
校
内
に
向
け
た
ポ
ス
タ
ー
（
掲
示
物
）
を
作
成
す
る
」
が
大
変
に
高
い
数
値
と
な
っ
た
（
一
年

生
（（
％
、
二
年
生
（（
％
、
三
年
生
（（
％
）。
次
い
で
数
値
と
し
て
高
か
っ
た
の
は
、「
各
教
科
の
ノ
ー
ト
（
表
紙
を
含
む
）
に
書

く
、
ま
と
め
る
」（
全
学
年
（0
％
）
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
顕
著
に
数
値
が
低
か
っ
た
の
は
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
書
く
」

「
日
直
や
当
番
活
動
、
授
業
内
で
の
発
表
時
な
ど
に
板
書
す
る
」（
全
学
年
と
も
に
0
％
）、「
各
教
科
、
学
級
、
学
校
で
発
行
す

る
新
聞
に
ま
と
め
る
」（
一
年
生
（（
％
、
二
・
三
年
生
0
％
）
で
あ
っ
た
。

　
【
グ
ラ
フ
（（
、
（（
】
に
お
い
て
「
校
内
に
向
け
た
ポ
ス
タ
ー(

掲
示
物)

を
作
成
す
る
」
が
四
年
生
以
降
で
急
増
す
る
の
は
、

日
本
人
学
校
に
お
い
て
も
四
年
生
ま
た
は
五
年
生
以
降
で
委
員
会
活
動
が
始
ま
る
こ
と
、
そ
の
活
動
に
伴
っ
て
校
内
に
向
け

た
ポ
ス
タ
ー
（
掲
示
物
）
を
作
成
す
る
必
要
が
多
く
な
る
こ
と
が
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
絵
日
記
や
観
察
日
記
は
、
小

学
生
が
中
心
の
学
習
活
動
で
あ
る
た
め
、
小
学
校
で
比
率
が
高
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
．
現
地
校
と
の
交
流
に
関
し
て

　
【
グ
ラ
フ
（（
】
よ
り
、大
変
に
高
い
比
率
で
現
地
校
と
の
交
流
機
会
が
あ
る
と
い
え
る
。
特
に
小
学
校
三
・
六
年
生
で
は
（00
％

で
あ
っ
た
。
小
学
校
よ
り
教
科
数
や
授
業
時
間
が
増
え
る
中
学
校
で
も
高
か
っ
た
（
最
大
値
：
二
年
生
（（
％
、
最
小
値
：
一
年
生

（（
％
）。【
表
（
】
に
お
い
て
は
、現
地
校
と
の
交
流
の
中
で
書
写
が
関
わ
る
場
面
が
あ
る
学
校
は
、記
述
式
で
「
な
い
」
と
回

答
し
た
学
校
が
多
か
っ
た
（
最
大
値
：
小
学
校
四
年
生
（0
％
、
最
小
値
：
中
学
校
一
年
生
（（
％
）。
具
体
的
な
回
答
と
し
て
、「
日

本
文
化
を
伝
え
る
目
的
で
、
子
ど
も
達
が
教
え
に
行
き
ま
す
」「
文
化
交
流
と
し
て
書
写
を
体
験
し
て
も
ら
う
」「
イ
ン
ド
の

子
ど
も
に
書
写
を
体
験
し
て
も
ら
う
」「
現
地
校
の
生
徒
に
書
道
を
体
験
し
て
も
ら
う
」「
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
書
く
」
な

【グラフ 21】書写学習が他教科や総合的な学習に生かされていると感じるか
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ど
の
様
子
が
寄
せ
ら
れ
た
。
記
述
回
答
の
あ
っ
た
学
校
は
少
な
い
も
の
の
、
書
写
が
国
際
交
流
に
生
か
さ
れ
て
い
る
学
校
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
グ

ラ
フ

22】
書

写
が

生
か

さ
れ

て
い

る
と

感
じ

ら
れ

る
学

校
内

で
の

場
面

（
小

学
校

）
【

グ
ラ

フ
22】

書
写

が
生

か
さ

れ
て

い
る

と
感

じ
ら

れ
る

学
校

内
で

の
場

面
（

小
学

校
）

0%
	

10%
	

20%
	

30%
	

40%
	

50%
	

60%
	

70%
	

80%
	

90%
	

a.各教科のノート
(表紙を含む

)に書く，まとめる
 

b.授業の発表資料
(ノート又はレポート用紙

)に書く，まとめる
 

ｃ
.授業での発表資料

(模造紙
)に書く，まとめる

 

ｄ
.絵日記や観察日記を書く

 

e.原稿用紙
(作文・感想文

)に書く
 

ｆ
.手紙やはがき，ポストカードを書く

 

ｇ
.メッセージカードを書く

 

ｈ
.各教科，学級，学校で発行する新聞にまとめる

 

i.校内に向けたポスター
(掲示物

)を作成する
 

ｊ
.校外に向けたポスター

(掲示物
)を作成する

 

ｋ
.各行事における案内状を書く

 

ｌ
.調査や実験をし，学習発表会等に向けてレポート用紙や模造紙にま

m.日直や当番活動，授業内での発表時などに，板書する
 

ｎ
.その他

(　
)	

３
年
生

 
４
年
生

 
５
年
生

 
６
年
生

 

Ｉ
．調
査
や
実
験
を
し
, 学
習
発
表
会
等
に
向
け
て
レ
ポ
ー
ト
用
紙
や
模
造
紙
に
ま
と
め
る

【
グ

ラ
フ

22】
書

写
が

生
か

さ
れ

て
い

る
と

感
じ

ら
れ

る
学

校
内

で
の

場
面

（
小

学
校

）
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（
．
保
護
者
か
ら
の
要
望
（
書
写
・
文
字
指
導
・
漢
字
指
導
）
に
関
し
て

　
【
グ
ラ
フ
（（
】
で
は
、保
護
者
か
ら
の
要
望
の
有
無
の
偏
り
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、全
学
年
の
平
均
値
を
出
し
た
。「
要
望

【
グ

ラ
フ

23】
書

写
が

生
か

さ
れ

て
い

る
と

感
じ

ら
れ

る
学

校
内

で
の

場
面

（
中

学
校

）
【

グ
ラ

フ
23】

書
写

が
生

か
さ

れ
て

い
る

と
感

じ
ら

れ
る

学
校

内
で

の
場

面
（

中
学

校
）

0%
	

10%
	

20%
	

30%
	

40%
	

50%
	

60%
	

70%
	

80%
	

90%
	

a.各教科のノート
(表紙を含む

)に書く，まとめる
 

b.授業での発表資料
(ノート又はレポート用紙

)に書く，まとめる
 

ｃ
.授業での発表資料

(模造紙
)に書く，まとめる

 

ｄ
.絵日記や観察日記を書く

 

e.原稿用紙
(作文・感想文

)に書く
 

ｆ
.手紙やはがき，ポストカードを書く

 

ｇ
.メッセージカードを書く

 

ｈ
.各教科，学級，学校で発行する新聞にまとめる

 

i.校内に向けたポスター
(掲示物

)を作成する
 

ｊ
.校外に向けたポスター

(掲示物
)を作成する

 

ｋ
.各行事における案内状を書く

 

ｌ
.調査や実験をし，学習発表会等に向けてレポート用紙や模造紙にま

m.日直や当番活動，授業内での発表時などに板書する
 

ｎ
.その他

(　
)	

 

１
年
生

 
２
年
生

 
３
年
生

 

Ｉ
．調
査
や
実
験
を
し
, 学
習
発
表
会
等
に
向
け
て
レ
ポ
ー
ト
用
紙
や
模
造
紙
に
ま
と
め
る

【
グ

ラ
フ

23】
書

写
が

生
か

さ
れ

て
い

る
と

感
じ

ら
れ

る
学

校
内

で
の

場
面

（
中

学
校

）
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が
あ
る
」
は
（（
％
、「
な
い
」
は
（（
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
要
望
の
内
容
を
【
表
（
】
に
ま
と
め
た
。「
字
を
書
く
機
会
が
減
っ

て
い
る
た
め
、
正
し
い
字
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」「
筆
順
、
丁
寧
に
書
く
よ
う
に
声
か
け
を
し
て
ほ
し
い
」「
漢

字
を
正
し
く
書
け
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

在
外
の
地
に
お
い
て
は
、
母
国
語
で
あ
る
日
本
語
に
触
れ
る
機
会
は
学
校
と
家
庭
に
限
定
さ
れ
る
。
書
写
や
、
書
写
が
密

0%	

20%	

40%	

60%	

80%	

100%	

120%	

小学校３年生 小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生 

a.ある b.ない

0%	

10%	

20%	

30%	

40%	

50%	

60%	

70%	

小学校３年生 小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生 

a.ある b.ない

【グラフ 24】現地校との交流

【グラフ 25】保護者から書写や文字指導、漢字指導へ要望

【表 3】現地校との交流に関わる書写の場面（原文ママ）
学年 現地校との交流に関わる書写の場面

小３

ない（14 校）
メッセージカードを書く。
現地校の生徒に書道を体験してもらう。
書写の体験活動を相手校の児童と一緒に行う。

小４ ない（15 校）
現地校の生徒に書道を体験してもらう。

小５
ない（13 校）
交流内容に書写が含まれている。
他校の児童生徒に本校の児童生徒が書写を教える。

小６

ない（13 校）
交流内容に書写が含まれている。
日本文化を伝える目的で、子ども達が教えに行きます。
現地校の児童生徒に本校の児童生徒が書写を教える。
交流内容に書写が含まれている。
現地の生徒に書道を体験してもらう。

中１

ない（8 校）
文化交流として書写を体験してもらう。
インドの子どもに書写を教える ( 交流会 )
現地校の生徒に書道を体験してもらう。

中２
ない（8 校）
文化交流として書写を体験してもらう。
インドの子どもに書写を教える ( 交流会 )

中３
ない（8 校）
インドの子どもに書写を教える ( 交流会 )
文化交流として書写を体験してもらう。
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接
に
関
連
す
る
文
字
指
導
や
漢
字
指
導
に
期
待
を
寄
せ
る
保
護
者
が
多
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
指
導
者
を
中

心
に
、
学
校
内
の
掲
示
物
も
見
や
す
く
豊
か
に
ま
と
め
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（0
．
在
外
教
育
施
設
の
長
所
・
短
所
、
及
び
実
態
調
査
へ
の
意
見
・
質
問
・
要
望
に
関
し
て

　
【
表
（
】
に
ま
と
め
た
回
答
を
書
写
に
関
わ
る
長
所
や
短
所
に
分
別
し
、
そ
の
比
率
を
示
し
た
。【
グ
ラ
フ
（（
】
よ
り
、
長
所

と
し
て
高
い
数
値
と
な
っ
た
の
は
「
日
本
の
文
化
に
対
す
る
興
味
・
関
心
・
意
識
が
高
い
、
日
本
の
文
化
を
大
切
に
す
る
」

【表 4】書写や文字指導、漢字指導に対する保護者からの要望

4%	

20%	

2%	
2%	

45%	

23%	

2%	 2%	

1.（長所）海外の学校との交流，海外の文化を学びやすい（４％）

２.（長所)日本の文化に対する興味・関心・意識が高い，日本文化を大切にする（20％）

３.（長所)保護者が協力的（2％）

４.（長所)小規模のため，細部にわたり支援・指導が伝わりやすい（2％）

５.（短所)書写道具の入手が困難（45％）

６.（短所)関税がかかり，教材教具が非常に高価になる（23 ％）

７.（短所)日本の文字を見る機会が少ないため，誤った書き方を多く見る（2％）

８.その他（2％）

【グラフ 26】指導者が感じる在外教育施設の長所・短所

学年 要望の内容

小３

漢字を正しく書けるようにしてほしい。
字を書く機会が減っているため，正しい字を書けるようになってほしい。
筆順，丁寧に書くように声かけをしてほしい。
字の形をきれいに書かせてほしい。

小４

字を書く機会が減少しているため，正しい字を書けるようになってほしい。
文字が乱雑であること。
漢字を正しく書けるようにしてほしい。
丁寧に書かせてください，というもの。
文字を正しく書くよう指導を願う。

小５

字をきれいに書かせたい。
漢字を正確に覚えさせたい。など
字を書く機会が減少しているため，正しい字を書けるようになってほしい。
字の形をきれいに書かせてほしい。

小６

文字を丁寧に書くように。
字をきれいに書かせたい。
漢字を正確に覚えさせたい。
字を書く機会が減っているため，正しい字を書けるようになってほしい。
字の形をきれいに書かせてほしい。

中１

字を書く機会が減っているため，正しい字を書けるようになってほしい。
字をきれいに書かせたい。
漢字をきれいに書かせたい。
漢字を正確に覚えさせたい。

中２ 字を書く機会が減っているため，正しい字を書けるようになってほしい。
字をきれいに書かせたい。

中３
字をきれいに書かせたい。
漢字を正確に覚えさせたい。
字を書く機会が減少しているため，正しい字を書けるようになってほしい。
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で
あ
り
20
％
を
占
め
た
。
ま
た
短
所
と
し
て
は
「
書
写
道
具
の
入
手
が
困
難
」
は
45
％
、「
関
税
が
か
か
る
た
め
、
教
材
・
教

具
が
非
常
に
高
価
に
な
る
」
は
22
％
と
な
っ
た
。

　

長
所
と
し
て
は
前
項
の
要
望
に
重
な
る
が
、
日
本
語
に
触
れ
る
機
会
が
学
校
及
び
家
庭
以
外
に
な
い
た
め
、
日
本
語
そ
し

て
日
本
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、「
日
本
の
文
化
に
対
す
る
興
味
・
関
心
・
意
識
が
高
い
」、
ま
た
「
日

【表 5】在外教育施設であることの長所・短所（原文ママ）
学年 長所・短所 分類

小３

海外の学校と交流しやすい。 1
海外の文化を学びやすい。 1
保護者の目が行き届いていて協力的。 3
日本の道具や教材をそろえにくい。現地の物で代用することがある。 5
子ども達が道具を入手するのが困難である。 5
書道の道具が揃いにくい。 5
書写に使用する教材教具はどうしても現地で手に入りにくいため，学校での準備
( 日本での購入，持込 ) の際，関税によって非常に高価になってしまう。 6

小４

書写，百人一首等，日本ならではの取り組みに対する関心や意識が高い。 2
日本に比べ，学級人数が少ない。→そのため，細部にわたり，支援・指導が伝わり
やすい。 4

子ども達が道具を入手するのが困難である。 5
良質の書道用紙の入手が難しい。 5
書写に使用する教材教具はどうしても現地では手に入りにくいため，学校での準備
( 日本での購入，持込 ) の際，関税によって非常に高価になってしまう。 6

日本の文字を見る機会がやや少ないためカタカナをひらがなで書くような誤りが多
く見られる。 7

小５

書写，百人一首等，日本ならではの取り組みに対する関心や意識が高い。 2
書写用具の入手が困難である。 5
書道用具の購入場所が限られている。 5
児童が使用してる筆や墨液など，必要な道具の買い替えを保護者に対して簡単に要
望できない点。 5

書道の道具が揃いにくい。 5
書写に使用する教材教具はどうしても現地では手に入りにくいため，学校での準備
( 日本での購入，持込 ) の際，関税によって非常に高価になってしまう。 6

小６

長所…日本を外から見ることで，日本の良さを感じることができる点。 2
書写，百人一首等，日本ならではの取り組みに対する関心や意識が高い。 2
書道の道具が揃いにくい。 5
書道用具の購入場所が限られている。 5
書写用具の入手が困難である。 5
書道用具の購入場所が限られている。 5
短所…日本で当たり前のことが，当たり前にできない点。 ５・６
ほしい教材がすぐに手に入らないことがある。 6
書写に使用する教材教具はどうしても現地では手に入りにくいため，学校での準備
( 日本での購入，持込 ) の際，関税によって非常に高価になってしまう。 6

英語に強い子が多いので，パソコン入力が早い。 8

中１

書写，百人一首等，日本ならではの取り組みに対する関心や意識が高い。 2
長所：海外だからこそ日本の文化を大切にする。 2
書道の道具が揃いにくい。 5
短所：書写用具が高い。 5
書写用具の入手が困難である。 5
書写に使用する教材教具はどうしても現地で手に入りにくいため，学校での準備
( 日本での購入，持込 ) の際，関税によって非常に高価になってしまう。 6

用具・教材が現地では揃わないため，発注にコストがかかる。 6

中２

書写，百人一首等，日本ならではの取り組みに対する関心や意識が高い。 2
長所：海外だからこそ日本の文化を大切にする。 2
書道の道具が揃いにくい。 5
短所：書写用具が高い。 5
書写用具の入手が困難である。 5
書写に使用する教材教具はどうしても現地で手に入りにくいため，学校での準備
( 日本での購入，持込 ) の際，関税によって非常に高価になってしまう。 6

用具・教材が現地では揃わないため，発注にコストがかかる。 6

中３

長所：海外だからこそ日本の文化を大切にする。 2
書写，百人一首等，日本ならではの取り組みに対する関心や意識が高い。 2
書写用具の入手が困難である。 5
短所：書写用具が高い。 5
書写に使用する教材教具はどうしても現地で手に入りにくいため，学校での準備
( 日本での購入，持込 ) の際，関税によって非常に高価になってしまう。 6

用具・教材が現地では揃わないため，発注にコストがかかる。 6
※複数学年を担当している指導者が回答し，内容が重複しているケースがある。

在外教育施設であることの長所，短所の観点
番号 観　　点

1 ( 長所 ) 海外の学校との交流，海外の文化を学びやすい
2 ( 長所 ) 日本の文化に対する興味・関心・意識が高い，日本文化を大切にする
3 ( 長所 ) 保護者が協力的
4 ( 長所 ) 小規模のため，細部にわたり支援・指導が伝わりやすい
5 ( 短所 ) 書写道具の入手が困難
6 ( 短所 ) 関税がかかり，教材教具が非常に高価になる
7 ( 短所 ) 日本の文字を見る機会が少ないため，誤った書き方を多く見る
8 その他
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本
の
文
化
を
大
切
に
す
る
」
態
度
が
養
わ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
実
態
調
査
へ
の
意
見
・
質
問
・
要

望
に
関
し
て
は
回
答
と
し
て
無
か
っ
た
た
め
、
分
析
は
割
愛
す
る
。

　
　
　

第
三
章
　
実
地
調
査
「
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
の
視
察
」
を
中
心
に

　

実
地
調
査
と
し
て
、
研
究
計
画
段
階
で
は
平
成
三
十
年
一
月
に
中
国
国
内
の
日
本
人
学
校
を
視
察
す
る
許
諾
を
得
て
い
た

が
、
平
成
三
十
年
十
一
月
末
の
段
階
で
視
察
受
け
入
れ
が
不
可
能
に
な
っ
た
旨
の
連
絡
が
メ
ー
ル
で
届
い
た
。
そ
の
た
め
、

急
遽
受
け
入
れ
先
を
探
す
こ
と
と
な
っ
た
。
研
究
計
画
段
階
よ
り
協
力
的
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
橋
本

匠
司
校
長
（
以
下
、
橋
本
校
長
）
に
視
察
の
打
診
を
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
を
得
た
。
平
成
三
十
一
年
三
月
に
現
地
訪
問
す
る
ま

で
の
間
に
数
回
の
連
絡
を
メ
ー
ル
で
入
念
に
行
っ
た
。
本
章
で
は
、
イ
ン
ド
西
部
の
都
市
ム
ン
バ
イ
の
歴
史
に
つ
い
て
概
観

し
た
後
、
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
視
察
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
書
写
書
道
及
び
日
本
の
伝
統
文
化
の
関
わ
り
、
と
い
う
項
目
に

分
け
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　

1
　
ム
ン
バ
イ
の
歴
史

　

西
イ
ン
ド
の
海
岸
地
帯
で
は
紀
元
前
後
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
海
を
越
え
て
、
イ
ン
ド
と
ロ
ー
マ
の
間
で
季
節
風
を
使
っ
た
交
易

が
行
わ
れ
て
き
た
。
十
世
紀
に
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
西
イ
ン
ド
に
逃
れ
て
き
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
が
の
ち
に
ム
ン
バ
イ
の
発
展

に
寄
与
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
十
六
世
紀
に
は
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
が
イ
ン
ド
航
路
を
使
っ
て
イ
ン
ド
西
海
岸
に
、
ム

ン
バ
イ
の
南
方
に
あ
る
ゴ
ア
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
拠
点
が
構
え
ら
れ
た
【
資
料
5
】。
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
設
立
さ
れ
た

後
に
は
、
ム
ン
バ
イ
が
台
頭
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、「
海
を
制
す
る
者
が
世
界
を
制
す
る
」
と
言
わ
れ
た
十
九
世

紀
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
ピ
ー
・
オ
ー
汽
船
会
社
が
イ
ン
ド
と
日
本
と
を
往
来
す
る
綿
花
や
工
業
製
品
の
運
搬
を
行
っ
て
い

た
。
一
八
六
九
年
、
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
地
の
利
を
生
か
し
て
、
ム

ン
バ
イ
は
主
要
製
品
で
あ
る
綿
花
の
積
み
出
し
を
担
う
港
と
し
て
繁
栄
を
続
け
て
い
る
。
一
九
四
七
年
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独

立
し
た
後
も
イ
ン
ド
を
代
表
す
る
港
湾
都
市
、
金
融
や
商
業
が
盛
ん
な
経
済
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
お
り
、
二
十
一
世
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紀
に
入
っ
て
急
成
長
を
続
け
る
イ
ン
ド
経
済
の
象
徴
と
も
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

名
称
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
に
二
度
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ム
ン
バ
イ
の
地
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
来
航
す
る
以
前
、

七
つ
の
島
嶼
が
浮
か
ぶ
場
所
で
あ
り（
現
在
は
埋
め
立
て
地
）、漁
師
を
生
業
と
す
る
コ
ー
リ
ー
族
の
土
俗
神
ム
ン
バ
デ
ー
ヴ
ィ

女
神
に
ち
な
み
、「
ム
ン
バ
イ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
一
五
三
四
年
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
・
ス
ル
タ
ン
朝
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
に

ム
ン
バ
イ
が
譲
渡
さ
れ
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
初
代
イ
ン
ド
副
王
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
こ
の
港
を
「
ボ
ン
・
バ
イ
ア
（
美
し
い

港
）」
と
た
た
え
、「
ボ
ン
ベ
イ
」
と
い
う
都
市
名
が
定
着
し
た
。
し
か
し
一
九
九
五
年
、
地
元
で
あ
る
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州

の
公
用
語
マ
ラ
ー
テ
ィ
ー
語
で
使
わ
れ
て
い
た
「
ム
ン
バ
イ
」
に
改
称
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
を
経
て
、
現
地
語
の
都
市
名
に
戻
っ
た
と
も
い

え
る（

（1
（

。

　
　
　
　
　

2
　
ム
ン
バ
イ
と
日
本
と
の
関
わ
り

　

ム
ン
バ
イ
と
日
本
と
の
関
わ
り
は
明
治
時
代
に
遡
る
。
日
本
は
、
明
治
政
府
の

殖
産
興
業
の
方
針
の
下
、
紡
績
業
で
第
一
次
産
業
革
命
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
紡

績
業
で
ど
こ
の
綿
花
を
原
材
料
と
し
て
使
う
の
か
、
そ
し
て
安
価
に
買
い
付
け
る

方
法
が
探
ら
れ
て
い
た
。
当
時
は
イ
ギ
リ
ス
が
そ
の
物
品
移
動
の
実
権
を
握
っ
て

お
り
、
前
述
し
た
と
お
り
日
本
で
も
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ー
・
オ
ー
汽
船
会
社
が
高
値

で
商
売
を
行
っ
て
い
た
。
明
治
十
九
年
（
一
八
九
三
）
十
一
月
、
現
在
も
イ
ン
ド

最
大
財
閥
「
タ
タ
財
閥
」
の
創
始
者
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
の
イ
ン
ド

の
産
業
育
成
に
尽
力
し
た
ジ
ャ
ム
シ
ェ
ド
ジ
ー
・
メ
ッ
セ
ル
ワ
ン
ジ
ー
・
タ
タ（

（1
（

が

来
日
。「
私
利
を
追
わ
ず
、公
益
を
図
る
」
を
信
条
と
す
る
渋
沢
栄
一
に
面
会
。
紡

績
業
の
原
材
料
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
綿
で
は
な
く
自
国
デ
カ
ン
高
原
産
綿
花
の
直

接
取
引
を
し
た
い
タ
タ
と
、
関
税
自
主
権
も
な
く
人
件
費
は
安
い
の
に
高
い
原
料

費
と
運
搬
費
に
よ
っ
て
、
綿
製
品
が
高
価
に
な
っ
て
し
ま
う
現
象
を
打
破
し
、
中

【資料5】インド全体地図　『小学校総復習　社会科地図帳　5版　特装版』株式
会社帝国書院　平成31年3月11日発行より転載
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国
市
場
を
開
拓
し
た
い
渋
沢
栄
一
、
そ
の
二
人
の
思
惑
が
重
な
っ
た
。
日
本
の
国
策
会
社
で
あ
り
三
菱
系
の
日
本
郵
船
の
広

島
丸
が
神
戸
よ
り
出
航
し
、日
本
最
初
の
国
際
定
期
遠
洋
航
路
で
あ
る
「
ボ
ン
ベ
イ
～
神
戸
航
路（

（1
（

」
の
運
行
が
開
始
さ
れ
た
。

ム
ン
バ
イ
か
ら
は
、
デ
カ
ン
高
原
か
ら
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
鉄
道
で
運
ば
れ
た
綿
花
が
運
ば
れ
日
本
の
紡
績
業
の
原
材
料
と
な

り
、
神
戸
か
ら
は
大
阪
や
神
戸
周
辺
で
製
造
さ
れ
た
マ
ッ
チ
・
石
け
ん
・
洋
が
さ
・
ラ
ン
プ
な
ど
日
用
の
生
活
雑
貨
品
が
、

香
港
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
や
英
領
イ
ン
ド
に
向
け
て
大
量
に
輸
出
さ
れ
た（

（1
（

。

　

明
治
二
十
二
年
（
一
八
九
六
）
三
月
に
は
、
土
佐
丸
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
航
路
「
横
浜
～
神
戸
～
下
関
～
香
港
～
コ
ロ

ン
ボ
～
ボ
ン
ベ
イ
～
ポ
ー
ト
・
サ
イ
ド
～
ロ
ン
ド
ン
～
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
」
が
開
設
さ
れ
た（

（1
（

。
そ
の
後
二
度
の
世
界
大
戦
を
経

て
も
な
お
も
、
ム
ン
バ
イ
（
ボ
ン
ベ
イ
）
と
日
本
は
貿
易
面
か
ら
結
び
つ
き
が
強
く
、
人
物
間
の
交
流
も
多
い
。
ま
た
、
現

在
で
は
第
一
次
産
業
の
み
な
ら
ず
、第
二
次
産
業
や
第
三
次
産
業
で
の
日
系
企
業
の
進
出
が
著
し
く
駐
在
者
も
増
え
て
い
る
。

日
系
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
現
地
の
人
々
も
多
く
、
親
日
家
の
人
々
が
多
い
都
市
と
言
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

3
　
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
視
察

　
（
1
）
視
察
日
程

　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
六
日
土
曜
日
朝
、
成
田
空
港
を
発
ち
、
空
路
に
て
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
空
港
へ
向
か
っ
た
。
約
9

時
間
半
ほ
ど
の
飛
行
時
間
で
、三
月
十
六
日
夜
（
現
地
時
間
）
ム
ン
バ
イ
空
港
に
到
着
。
三
月
十
七
日
は
一
日
を
か
け
て
、市

内
及
び
近
郊
に
あ
る
複
数
の
世
界
遺
産
や
、
マ
ニ
・
バ
ワ
ン
（
珠
玉
館
、
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
博
物
館（

（1
（

）
な
ど
を
視
察
し
た
。
三
月

十
八
日
午
前
十
時
、
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
に
到
着
し
、
同
校
橋
本
校
長
と
予
定
通
り
面
会
し
た
。
許
可
を
い
た
だ
い
た
録

音
を
開
始
を
し
た
上
で
、
①
同
校
の
現
況
、
②
イ
ン
ド
に
在
住
在
勤
さ
れ
る
中
で
の
体
験
に
基
づ
く
話
題
、
③
筆
者
か
ら
の

質
問
を
も
と
に
し
た
意
見
交
換
、
な
ど
を
行
っ
た
後
、
校
内
を
可
能
な
限
り
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
予
定
時
間
よ
り
も

超
過
し
て
視
察
を
終
え
、
市
内
の
書
店
な
ど
を
視
察
後
、
同
日
夜
（
現
地
時
間
）
の
便
で
空
路
日
本
へ
発
ち
、
三
月
十
九
日

火
曜
日
朝
成
田
空
港
着
と
な
っ
た
。
現
地
で
は
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
不
安
な
時
間
も
あ
っ
た
が
、
視
察
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
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（
2
）
ム
ン
バ
イ
の
現
在
の
様
子

　

西
イ
ン
ド
の
主
要
都
市
の
一
つ
（
人
口
・
経
済
都
市
・
商
業
都
市
と
し
て
イ
ン
ド
国
内
第
一
位（

（1
（

）
で
あ
り
、
南
ア
ジ
ア
を
代
表

す
る
都
市
が
ム
ン
バ
イ
で
あ
る
が
、
現
在
は
埋
め
立
て
地
も
含
み
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
都
市
で
あ
る
。
恵
ま
れ
た
立
地
を

生
か
し
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
金
融
経
済
及
び
商
業
の
都
市
と
し
て
は
最
も
発
展
し
て
お
り
、
世
界
中
か
ら
大
手
商
社
や
銀
行
、

郵
船
会
社
が
進
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
世
界
有
数
の
富
裕
層
が
生
活
を
す
る
一
方
、
隣
接
し
て
ス
ラ
ム
街
が
広
が
っ
て

い
る
。
歴
史
的
遺
産
の
面
で
は
、大
英
帝
国
時
代
（
植
民
地
時
代
）
の
建
築
物
を
中
心
と
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
、ま
た
そ
れ
に

イ
ン
ド
の
建
築
様
式
を
折
衷
さ
せ
た
建
築
物
、
イ
ス
ラ
ム
式
の
建
築
物
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
を
彷
彿
と
さ
せ
、
世
界
遺

産
及
び
そ
れ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
建
築
物
や
石
窟
も
中
心
部
か
ら
車
で
1
時
間
以
内
に
多
数
存
在
し
て
い
る（

（1
（

。
歴
史
と
豊
か

な
芸
術
文
化
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
【
写
真
1
】。
ま
た
、
カ
ー
ス
ト
制
は
イ
ン
ド
に
根
強
く
残
る
身
分
制
度（

（2
（

で
あ

る
が
、
都
市
部
で
は
そ
の
概
念
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
の
、
職
業
を
意
味
す
る
ジ
ャ
ー
テ
ィ
は
二
千
か
ら
三
千
あ

る
と
さ
れ
、
現
在
も
伝
統
的
に
世
襲
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
【
写
真
2
】。
空
港
か
ら
市
内
ま
で
は
、
黒
色
が
主
体

の
タ
ク
シ
ー
が
無
数
に
存
在
し
、
車
間
距
離
が
五
セ
ン
チ
も
な
い
よ
う
な
状
況
下
で
縦
横
無
尽
に
走
行
し
、
信
号
待
ち
や
交

差
点
で
は
恐
怖
を
感
じ
る
よ
う
な
往
来
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
地
区
に
よ
っ
て
も
様
子
が
異
な
り
、
金
融
関
係
の
商
社
が
多
い
地
区
、
文
教
地
区
、
住
宅
地
と
分
か
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
の
円
借
款
に
よ
り
「
ム
ン
バ
イ
・
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
間
の
高
速
鉄
道
建
設
計

画
」、ム
ン
バ
イ
初
と
な
る
地
下
鉄
「
ム
ン
バ
イ
メ
ト
ロ
3
号
線
建
設
計
画
【
写
真
3
】」、「
ム
ン
バ
イ
湾
横
断
道
路
建
設
」
が

進
め
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
市
内
至
る
所
で
地
下
鉄
や
メ
ト
ロ
、
高
速
道
路
の
建
設
が
行
わ
れ
て
お
り
、

発
展
し
続
け
て
い
る
都
市
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。現
地
ガ
イ
ド
と
し
て
行
程
中
お
世
話
に
な
っ
たShivaji 

D
huri

氏
（
以
下
、Shivaji 

氏
）
も
、
メ
ト
ロ
建
設
現
場
付
近
を
通
過
す
る
度
に
「
メ
ト
ロ
の
建
設
に
日
本
が
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
。
大
変
に
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

言
語
に
関
し
て
は
、
現
地
語
は
「
ム
ン
バ
イ
」
と
い
う
地
名
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
マ
ラ
ー
テ
ィ
ー
語
で
あ
る
が
、
日

常
的
に
は
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
や
英
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
人
々
は
仕
事
で
あ
っ
て
も
時
間
に
関
し
て
は
大
ら
か
に
と
ら
え
て

お
り
、
日
本
の
時
間
厳
守
と
い
う
感
覚
が
通
じ
な
い
こ
と
も
多
い
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
ア
の
な
い
電
車
で
郊

【
写
真
1
】世
界
遺
産
Ｃ
Ｓ
Ｔ
駅
に
隣
接
す
る
ム
ン
バ

イ
市
庁
舎
（
２
０
1
９
年
3
月
17
日
筆
者
撮
影
）



39 日本人学校における書写教育

外
か
ら
二
時
間
か
け
て
通
勤
す
る
人
が
大
半
で
あ
り
、
大
変
に
勤
勉
な
面
も

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
とShivaji 

氏
は
話
し
て
い
た
。
勤
勉
と
い
う
国
民
性

は
、
日
本
と
イ
ン
ド
と
で
共
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　
（
3
）
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
の
様
子

　

学
校
は
、
前
身
で
あ
る
「
ボ
ン
ベ
イ
日
本
人
学
校
」
と
し
て
昭
和
四
十
五

年
（
一
九
七
一
）
創
立
以
来
四
十
年
間
、
ボ
ン
ベ
イ
（
ム
ン
バ
イ
）
北
西
部
の

ワ
ー
リ
ー
に
あ
っ
た
が
、二
度
の
移
転
を
経
て
、ポ
ワ
イ
と
い
う
住
宅
街
に
移

転
、現
在
に
至
る
。
そ
の
間
、校
名
を
地
名
の
変
更
に
あ
わ
せ
て
「
ム
ン
バ
イ

日
本
人
学
校
」
と
し
た
。
ポ
ワ
イ
の
中
で
も
、Hiranandani Know

ledge 

Park

（
（2
（

が
住
所
に
含
ま
れ
る
ほ
ど
の
文
教
地
区
に
位
置
し
て
い
る
ビ
ル
の
二

階
に
あ
る
【
写
真
4
、
5
】。
同
じ
ビ
ル
の
別
の
階
に
は
幼
稚
園
な
ど
学
校
施

設
が
入
っ
て
い
る
。
ム
ン
バ
イ
の
中
で
も
安
全
な
場
所
に
位
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
人
学
校
だ
け
で
は
な
い
が
、
イ
ン
ド
で
は
学
校
と
自
宅
近
辺
の

間
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
送
迎
を
す
る
の
が
一
般
的
で
、
そ
の
車
体
が
黄
色
で

統
一
さ
れ
て
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
街
中
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
遺
産
の
中
で
も
見
か
け
た
。

　

前
述
し
た
通
り
、
急
な
依
頼
を
快
諾
し
て
い
た
だ
き
、
橋
本
校
長
と
筆
者

と
の
連
絡
で
三
月
中
旬
の
訪
問
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
視
察
時
は
学
校
と

し
て
は
修
了
式
を
終
え
た
直
後
、
児
童
・
生
徒
の
姿
は
な
か
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
児
童
・
生
徒
の
書
い
た
掲
示
物
な
ど
は
残
っ
て
お
り
、
書
写
学
習

が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
手
書
き
の
掲
示
物
は
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、

卒
業
制
作
と
し
て
谷
川
俊
太
郎
の
詩
を
合
作
で
書
い
た
も
の
、
新
年
度
に
向

【
写
真
2
】ド
ー
ビ
ー
・
ガ
ー
ト
（
大
洗
濯
場
）
と
高

層
ビ
ル
建
設
（
映
っ
て
は
い
な
い
が
写
真
左
方
に
は

マ
ハ
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
駅
が
あ
る　
２
0
１
9
年
3
月

17
日
筆
者
撮
影
）

【写真 3】ムンバイメトロ３号線建設現場（2019年3月18
日筆者撮影）

【
写
真
4
】
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
の
入
る
ビ
ル
全

景
、
下
部
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
２
０
１
９
年
3
月

18
日
筆
者
撮
影
）

【写真５】ムンバイ日本人学校のあるビル内のエントラン
ス〔0 階〕（2019年3月18日筆者撮影）
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け
て
新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
も
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
半
紙
用
の
筆
の
穂

先
を
活
用
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
た
【
写
真
6
、7
】。
文
字
の
大
き
さ
、

配
置
、
余
白
が
含
ま
れ
る
配
列
（
字
配
り
）
に
留
意
し
て
書
か
れ
た
紙
面
で
あ
っ

た
。
掲
示
物
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、
新
聞
作
成
に
つ
い
て
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
面
の
割
り
付
け
を
経
て
、
用
具
を
選
択

し
て
書
い
て
ま
と
め
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
【
写
真
8
、9
、10
】。
平
成
三
十

年
七
月
三
日
の
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
学
校
生
活
風
景
」（
学
校
ブ
ロ
グ
）
に
は
写

真
と
と
も
に
次
の
よ
う
な
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

7
月
3
日
。
4
年
生
が
、
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
を
紹
介
す
る
新
聞
を
作
っ

て
、
掲
示
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
見
出
し
が
あ
り
ま
す
。「
安
全
な
学

校
」Fun!English

」「
楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動
！
」「
ヨ
ガ
を
や
る
と
ど
ん
な
効

果
が
？
」「
バ
ス
に
の
ろ
う
よ
」
ピ
ン
ク
の
付
箋
に
は
、
児
童
生
徒
や
職
員
か

ら
の
感
想
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
図
や
絵
、写
真
な
ど
を
使
っ
て
見
や
す
く
読

み
や
す
い
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
て
い
る
感
想
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
校
の
際
に
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
写
真
10
】（
棒
線
は
筆
者
。

以
下
同
様
） 

　

な
お
、
小
学
校
の
書
写
指
導
に
は
橋
本
校
長
が
、
中
学
校
の
書
写
指
導
に
は
国

語
科
主
任
が
あ
た
っ
て
い
る
。
令
和
元
年
度
児
童
・
生
徒
数
計
三
八
名（

（2
（

の
小
規
模

校
で
あ
る
た
め
教
科
担
任
制
で
あ
る
こ
と
、
教
師
に
よ
る
児
童
・
生
徒
一
人
一
人

に
寄
り
添
っ
た
指
導
の
も
と
に
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
力
が
結
集
さ
れ
る
こ
と

が
、
橋
本
校
長
の
話
や
掲
示
物
か
ら
も
強
く
感
じ
ら
れ
た
【
写
真
11
】。

【写真６】卒業制作―生徒による詩の揮毫〔合作〕
（2019年3月18 筆者撮影）

【写真７】新入生を歓迎する掲示物（2019年3月
18日筆者撮影）

【写真８】新聞作成の様子　2019
年 6月20日（学校提供）

【写真９】キャッチコピー　タイト
ル「5 年生おすすめの本」　2018
年6月29 日（学校提供）

【写真10】新聞作成の様子  2018
年7月3 日（学校提供）
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ま
た
、
学
校
行
事
と
し
て
七
月
中
旬
に
グ
ル
モ
ハ
ル
祭（

（2
（

、
一
月
中
旬
に
日
本
文
化
体
験
デ
ー
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
グ
ル

モ
ハ
ル
祭
は
、
学
習
発
表
会
の
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
特
徴
的
な
の
は
、
印
日
協
会
交
流
の
一
つ
と
し
て
現
地

校KEN
D

RIYA VIDYALAYA IIT PO
W

AI

の
児
童
・
生
徒
と
の
文
化
交
流
機
会
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
グ

ル
モ
ハ
ル
祭
に
関
し
て
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
学
校
生
活
風
景
」
よ
り
一
部
引
用
す
る
と
、

…
…
、
昼
休
み
に
は
縁
日
の
顔
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
グ
ル
モ
ハ
ル
祭
の
第
一
部
で
は
、
現
地
校
の
児
童
を
招
き
、
日

本
の
文
化
を
伝
え
る
た
め
に
縁
日
を
催
し
ま
す
。
今
年
は
「
こ
ま
・
け
ん
玉
」「
射
的
」「
ヨ
ー
ヨ
ー
・
輪
投
げ
」「
プ
ラ

【写真11】卒業生へのメッセージ
ボード　（2019年3月18 日筆者
撮影）

板
」
の
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
す（

（2
（

。 

7
月
に
入
り
、今
朝
は
全
校
朝
会
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
朝
会
の
中
で
、文
化
委

員
よ
り
グ
ル
モ
ハ
ル
祭
で
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、「
楽
し
ん
で
協
力
し
よ
う
～Let's Share Japanese Culture

～
」
で

す
。
行
事
の
成
功
の
た
め
に
、
ま
ず
は
自
分
自
身
が
楽
し
む
こ
と
、
日
本
の
文
化

の
良
さ
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
準
備
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す（

（2
（

。

第
一
部
で
は
、
縁
日
形
式
で
日
本
の
遊
び
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
日
で
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
、
ま
た
そ
の
過
程
で
日
本
の
文
化
を

伝
え
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
事
前
の
本
部
役
員
の
話
し
合
い
の

段
階
か
ら
そ
れ
を
意
識
し
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、各
出
店
の

景
品
に
折
り
紙
で
作
成
し
た
も
の
を
準
備
し
た
り
、
日
本
ら
し
さ
の
あ
る
飾
り
を

用
意
し
た
り
、
日
本
の
文
化
を
伝
え
る
工
夫
を
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
り
と
、
要

所
要
所
に
全
員
の
姿
勢
が
感
じ
取
ら
れ
ま
し
た
。
縁
日
後
に
は
、
現
地
校
の
子
ど

【写真12】グルモハル祭　太鼓演
奏　2019年7月11日（学校提供）

【写真13】グルモハル祭  縁日風景
1　2019年7月11日（学校提供）

【写真14】グルモハル祭  縁日風景
2　2019年7月11日（学校提供）

【写真15】日本文化体験デー　百
人一首　2019年1月11日（学校
提供）
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も
た
ち
が
充
実
し
た
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。（

（2
（

【
写
真
12
、
13
、
14
】

　

同
様
に
、
日
本
文
化
体
験
デ
ー
に
関
し
て
は
、

本
日
は
、
日
本
文
化
体
験
デ
ー
、
そ
し
て
5
年
生
以
上
の
書
初
め
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
本
文
化
体
験
で
は
、「
煎
茶
道
」「
日
本
音
楽
」「
剣
道
」「
五
色
百
人
一
首
」

「
カ
ル
タ
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
煎
茶
道
で
は
、「
ち
ょ
う
だ
い
し
ま
す
。」「
お
い

し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
な
ど
と
上
品
な
作
法
を
体
験
し
た
り
、「
日
本
音
楽
」
で

は
、
琴
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
弾
い
て
み
た
り
、
剣
道
で
は
、
実
際
に
竹
刀
を

振
っ
て
み
た
り
し
ま
し
た
。「
五
色
百
人
一
首
」
や
「
い
ろ
は
か
る
た
」
で
も
、
読

み
あ
げ
ら
れ
る
札
を
注
意
深
く
聞
き
、
瞬
発
力
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
以

上
に
、
日
本
を
感
じ
る
一
日
に
。（

（2
（

【
写
真
15
、
16
、
17
、
18
、
19
】

　

在
外
と
い
う
環
境
下
、
学
校
教
職
員
だ
け
で
は
な
く
現
地
イ
ン
ド
の
人
々
の
協
力
も

得
な
が
ら
、
子
供
た
ち
が
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
設
定
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
。
児
童
・
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
の
児
童
も
参
加
し
て
の
日
本
文
化

体
験
で
あ
る
た
め
、
交
流
を
通
し
て
日
本
及
び
イ
ン
ド
の
文
化
を
お
互
い
が
感
じ
あ
う

相
互
作
用
が
見
受
け
ら
れ
る
。
訪
日
外
国
人
が
十
年
ほ
ど
の
間
に
約
二
千
万
人
と
激
増（

（2
（

し
て
い
る
中
に
お
い
て
も
、
日
本
国
内
の
学
校
現
場
に
お
い
て
国
際
交
流
を
す
る
、
お

互
い
の
文
化
を
伝
え
合
う
、
そ
れ
ら
の
場
面
を
設
定
す
る
の
は
難
し
い
の
が
現
状
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
の
視
点
に
お
い
て
も
、
在
外
教
育
施
設
が
担
う
役
割
は
大
き
い
と
考

え
る
。

【写真16】日本文化体験デー　書き初め 2　2019 年
1月11日（橋本校長提供）

【写真17】日本文化体験デー　書き初め 1　2019 年
1月11日（橋本校長提供）

【写真18】日本文化体験デー　書き初め 2（中央は
橋本校長）　2019年1月11日（橋本校長提供）

【写真19】日本文化体験デー　書き初め 3　2019 年
1月11日（橋本校長提供）
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4
　
イ
ン
ド
に
お
け
る
書
写
書
道
及
び
日
本
の
伝
統
文
化
の
関
わ
り

　

訪
印
前
と
訪
印
後
と
で
は
、
筆
者
自
身
の
中
で
イ
ン
ド
に
お
け
る
書
写
書
道
及
び
日
本
文
化
の
関
わ
り
に
対
す
る
印
象
が

【写真20】チャトラパティ・シヴァジー・マハラジ・
ヴァッツ・サングラハラヤ（別名、プリンス・オブ・
ウェールズ博物館）正門前（2019年3月17日筆者
撮影）

【写真21】蒔絵で装飾された軍配（2019年3月17日
筆者撮影）

【
写
真
23
】つ
け
ペ
ン
の
一
種（
２
０
１
９
年
3
月
17

日
筆
者
撮
影
）

【写真22】蒔絵で装飾された文箱・手提げ重箱（2019
年3月17日筆者撮影）

大
き
く
変
化
し
た
。
訪
印
前
は
日
本
の
文
化
で
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
は
あ
る
の
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
い
た
。日
本
人
学
校
を
視
察
す
る
前
後
に
立
ち
寄
っ
た
場
所
の
中
の
一
つ
、

チ
ャ
ト
ラ
パ
テ
ィ
・
シ
ヴ
ァ
ジ
ー
・
マ
ハ
ラ
ジ
・
ヴ
ァ
ッ
ツ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
ラ
ヤ
（
別

名
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
博
物
館（

（3
（

）【
写
真
20
】
二
階
に
は
、
タ
タ
財
閥
ト
ッ
プ

が
収
集
し
寄
贈
し
た
タ
タ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
品
々
）
を
中
心
と
し
た
文

物
が
展
示
・
一
般
公
開
さ
れ
て
い
た
。
日
本
及
び
中
国
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（Chinese &

 

Japanese G
allery

）
も
あ
っ
た
。
中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
技
術
が
独
自
に
開
花

し
た
漆
器
に
お
け
る
伝
統
技
法
の
一
つ
「
蒔
絵
」
が
施
さ
れ
た
も
の
が
数
多
く
展
示
さ

れ
て
い
た
。
例
え
ば
軍
配
【
写
真
21
】、
文
箱
、
手
提
げ
重
箱
【
写
真
22
】、
杯
等
が
あ
っ

た
。
財
閥
関
係
者
が
、
同
時
に
展
示
さ
れ
て
い
た
兜
や
日
本
人
形
と
同
様
に
日
本
の
伝

統
文
化
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
つ
け
ペ
ン
の
一

種
【
写
真
23
】
と
も
い
え
る
筆
記
具
や
、
生
地
の
染
色
に
使
わ
れ
る
面
相
筆
の
展
示
も

さ
れ
て
い
た
。
広
大
な
敷
地
の
出
入
り
口
付
近
に
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
プ
に

は
、
一
般
的
な
マ
グ
カ
ッ
プ
や
タ
オ
ル
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
、
バ
ッ
グ
な
ど
が
販
売
さ
れ
て

い
た
が
、
書
物
コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
折
り
紙
」
の
本
が
あ
っ
た
。
発
行
さ
れ
て
間
も
な
い

と
分
か
る
表
紙
の
本
で
、
折
り
紙
の
基
本
的
な
折
り
方
で
あ
る
「
鶴
」
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、「
舟
」
や
「
百
合
」
な
ど
が
折
り
図
と
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
の
文
章
で
紹
介
さ
れ
て

い
た
。「
折
り
紙
」
は
「O

rigam
i

」
と
表
記
さ
れ
て
世
界
で
通
用
す
る
ほ
ど
に
日
本
の

伝
統
文
化
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
欧
米
で
は
な
い
地
域
で
も
折
り

紙
の
本
が
あ
る
こ
と
を
知
り
驚
い
た
。
他
に
も
日
本
の
伝
統
に
関
わ
る
書
物
が
あ
る
の



44

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
市
内
の
書
店
や
中
古
書
店
を

Shivaji

氏
に
紹
介
し
て
も
ら
い
日
本
の
文
化
、
伝
統
文
化
の
書

物
を
探
す
こ
と
と
し
た
。
四
、五
店
に
入
店
し
探
し
た
中
で
、『
窓

際
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』
の
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
訳
に
続
い
て
、
中
古
書

店
で
は
「
折
り
紙
」
の
本
を
発
見
し
購
入
し
た
。
出
版
社
に
よ
る

英
訳
タ
イ
ト
ル
は
『Ek Aadhar Anek Akar

（
（3
（

』
で
あ
る
【
写
真

24
・
25
】。
内
容
と
し
て
は
「
箱
」【
写
真
26
】
や
「
花
」【
写
真
27
】

な
ど
の
折
り
図
22
種
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
の
た

め
筆
者
は
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
日
折
り
図
を
た
ど
り
な

が
ら
作
品
を
折
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
折
り
紙
の
本
が
あ
る

の
な
ら
ば
書
写
書
道
や
毛
筆
に
関
わ
る
書
物
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
各
店
内
を
探
し
た
も
の
の
見
当
た
ら
ず
、
さ
ら
に
書

店
員
に
確
認
し
た
が
、
扱
い
が
な
い
と
の
返
答
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
「
毛
筆
」
を
現
地
の
書
店
員
に
伝
え
る
こ
と
が
大
変
に
難
し
く
、

な
か
な
か
想
像
で
き
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

イ
ン
ド
で
は
日
本
と
直
接
関
わ
る
こ
と
が
な
い
人
々
に
と
っ

【写真24】インド国内発行の折り
紙（本表紙）

【写真26 】インド国内発行の折り
紙本（「箱」の折り図例）

【写真27】インド国内発行の折り
紙本（「花」の折り図例）

【写真25 】インド国内発行の折り
紙本（裏表紙）

て
は
毛
筆
は
認
知
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
世
界
的
に
「O

rigam
i

」
が
通
用
す
る
と
は
い
え
な
ぜ
「
折
り
紙
」
の
本
が

書
店
な
ど
に
並
ん
で
い
る
の
か
、
疑
問
に
思
い
現
地
の
人
に
た
ず
ね
た
。
回
答
は
「『O

rigam

』
は
イ
ン
ド
の
人
な
ら
ば
皆

知
っ
て
い
る
し
、
折
れ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
幼
い
頃
に
皆
よ
く
折
っ
て
い
て
人
気
の
遊
び
だ
か
ら
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

Shivaji

氏
に
も
確
認
す
る
と
、
少
な
く
と
も
五
十
年
近
く
前
に
は
既
に
、
幼
児
の
遊
び
の
一
つ
と
し
て
一
般
家
庭
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
源
に
は
、
前
項
「
2　

ム
ン
バ
イ
と
日
本
と
の
関
わ
り
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、

紡
績
業
に
お
け
る
タ
タ
と
渋
沢
栄
一
に
よ
る
日
本
最
初
の
国
際
定
期
遠
洋
航
路
「
ボ
ン
ベ
イ
～
神
戸
航
路
」
の
運
行
開
始
に

始
ま
り
、
二
度
の
世
界
大
戦
を
経
て
も
な
お
も
、
ム
ン
バ
イ
（
ボ
ン
ベ
イ
）
と
日
本
と
は
貿
易
面
か
ら
結
び
つ
き
が
強
く
、
人



45 日本人学校における書写教育

物
間
の
交
流
も
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
明
治
時
代
か
ら
の
物
的
及
び
人
的
な
つ
な
が
り
の
中
で
、
持
ち
運
び
が

容
易
で
、言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
指
の
動
き
を
見
な
が
ら
折
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
「O

rigam
i

」
が
日
本
か
ら
伝
わ
り
、

イ
ン
ド
の
文
化
の
中
に
根
付
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
毛
筆
は
使
用
す
る
た
め
に
は
文
房
四
宝
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
最
低
限
四
種
の
用
具
・
用
材
が
必
要
で
あ
り
、
明
治
時
代
の
日
本
で
は
日
常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
貿
易

を
介
し
た
場
面
で
は
ム
ン
バ
イ
の
人
々
に
は
毛
筆
は
馴
染
ま
ず
、
一
般
家
庭
に
も
同
様
の
傾
向
が
続
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
、
日
本
と
ム
ン
バ
イ
は
空
路
で
も
直
行
便
で
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
的
に
も
物
的
に
も
往
来
は
容
易
に
な
っ
た
。

そ
の
中
で
、
日
本
人
に
直
接
関
わ
る
人
々
も
増
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
橋
本
校
長
に
よ
る
と
、
ム
ン
バ
イ
日
本
人
会
「
桜
会
」

が
あ
り
、
ま
た
隔
週
日
曜
日
に
書
道
と
将
棋
を
学
習
す
る
「
和
風
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
書

道
」
も
書
道
と
墨
絵
に
分
け
て
学
習
す
る
機
会
が
あ
り
、
橋
本
校
長
自
ら
書
道
を
、
現
地
ム
ン
バ
イ
の
人
が
墨
絵
を
各
々
指

導
し
て
い
る
こ
と
、
日
本
人
だ
け
で
は
な
く
会
の
活
動
を
知
っ
た
現
地
ム
ン
バ
イ
の
人
々
も
関
心
を
持
ち
、
書
道
を
学
習
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
学
校
と
は
ま
た
違
う
雰
囲
気
の
中
で
、
日
本
人
学
校
に
通
っ
て
い
な
い
日
本
人
の
子
女
も
参
加

し
て
い
る
。
貴
重
な
話
を
う
か
が
い
、「O

rigam
i

」
の
伝
播
と
は
異
な
る
が
、
少
し
ず
つ
ム
ン
バ
イ
の
人
々
に
も
日
本
の
伝

統
文
化
の
一
つ
「
書
道
」
が
浸
透
し
て
い
く
よ
う
に
と
願
う
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
　
　

第
四
章
　
実
態
調
査
と
ム
ン
バ
イ
視
察
の
考
察

　

本
章
で
は
、
第
三
章
の
項
目
に
そ
っ
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

1
．
学
校
情
報
に
対
し
て

　

実
態
調
査
の
依
頼
に
対
し
返
信
の
な
い
学
校
や
、
調
査
受
け
入
れ
拒
否
の
学
校
が
多
数
あ
っ
た
。
快
諾
の
上
で
調
査
協
力

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
学
校
の
対
応
と
相
対
し
て
い
た
。「
書
写
」と
い
う
言
葉
に
対
し
て
よ
い
思
い
が
な
い
指
導
者
が
い
る
よ

う
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
主
要
教
科
に
お
い
て
同
じ
よ
う
な
調
査
依
頼
を
し
た
な
ら
ば
回
答
自
体
が
違
っ
て
い
た
よ
う
に
も
考

え
る
。

2
．
年
間
に
お
け
る
書
写
の
授
業
に
関
し
て
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調
査
協
力
校
の
中
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
配
当
時
間
数
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
時
間
数
を
あ
て
て
書
写
学
習

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
単
に
国
語
科
の
中
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、
小
学
校
で
は
時
間
割
上
に
「
書

写
」「
国
語
（
書
写
）」
と
示
し
て
い
る
学
校
が
非
常
に
多
い
。
こ
れ
は
、指
導
者
側
だ
け
で
は
な
く
児
童
に
も
「『
書
写
』
を

学
習
す
る
」
と
い
う
意
識
が
強
く
な
り
、
書
写
学
習
そ
の
も
の
を
大
切
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
一
方
で
、
平
成

二
十
九
年
告
示
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
中
学
校
の
国
語
の
標
準
授
業
時
間
数
と
し
て
、
一
・
二
年
生
は
四
時
間
、
三
年

生
は
三
時
間
と
示
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
小
学
校
の
国
語
で
は
一
年
生
が
九
時
間
、
三
年
生
が
七
時
間
、
六
年
生
で
は
五
時
間
と
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
中
学
校
で
は
書
写
を
学
習
す
る
時
間
を
充
分
に
確
保
し
て
い
て
も
時
間
割
上
に
は
示
し
に

く
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
各
学
校
の
書
写
へ
の
配
当
時
間
を
考
え
る
と
、
指
導
者
が
工
夫
し
て
時
間
を
捻

出
し
な
が
ら
、
定
期
的
に
書
写
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3
．
書
き
初
め
に
関
し
て

　

年
末
年
始
を
挟
ん
だ
休
み
の
期
間
の
課
題
と
な
る
傾
向
が
大
変
に
強
い
。
授
業
内
で
の
学
習
は
平
均
二
時
間
で
あ
る
こ
と

は
、
①
運
筆
②
字
形
の
整
え
方
に
分
け
て
指
導
計
画
を
た
て
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
年
間
の
配
当
時
間
の
中
で
他
の

単
元
の
学
習
に
支
障
の
出
な
い
時
間
数
と
も
考
え
ら
れ
る
。
年
明
け
に
学
校
行
事
と
し
て
席
書
会
（
書
き
初
め
大
会
）
を
取
り

入
れ
る
学
校
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る（

（3
（

こ
と
か
ら
、
書
き
初
め
は
重
要
な
学
習
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
学
校
が
非
常
に

多
い
と
い
え
る
。
第
三
章
で
取
り
上
げ
た
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
の
書
き
初
め
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。【
写
真
16
、
17
、
18
、

19
】
保
護
者
が
児
童
・
生
徒
の
書
き
初
め
を
鑑
賞
す
る
機
会
は
、
小
・
中
学
校
全
体
に
お
い
て
非
常
に
高
い
割
合
で
設
定
さ

れ
て
お
り
、
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
鑑
賞
を
呼
び
か
け
て
い
る
学
校
が
あ
る
。
保
護
者
が
児
童
・
生
徒
の
ま
と
め
書
き

（
書
き
初
め
作
品
）
を
間
近
で
見
る
機
会
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

4
．
評
価
に
関
し
て

　

授
業
に
お
け
る
自
己
評
価
と
相
互
評
価
に
関
し
て
は
、
相
互
評
価
の
方
が
よ
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
現
状
の
中
で
、
自

分
の
学
習
を
客
観
的
に
振
り
返
る
機
会
と
し
て
自
己
評
価
も
さ
ら
に
取
り
入
れ
て
、
自
己
評
価
と
相
互
評
価
の
相
乗
効
果
で

授
業
展
開
を
は
か
る
と
よ
い
と
考
え
る
。

　

指
導
者
に
よ
る
評
価
は
、現
状
で
の
い
わ
ゆ
る
小
学
校
中
学
年
で
の
書
写
カ
ー
ド
（
評
価
カ
ー
ド
）
に
加
え
て
、返
却
時
に
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口
頭
で
伝
え
る
方
法
も
小
・
中
学
校
と
も
に
よ
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
記
録
と
し
て
は
残
し
に
く
い
た

め
、
可
能
な
限
り
記
号
ま
た
は
文
で
授
業
目
標
に
そ
っ
た
評
価
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

　

通
知
表
に
お
け
る
評
価
に
関
し
て
は
、
小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
高
い
比
率(

小
・
中
学
校
全
体
で
は
76
％)

で
、
通
知

表
で
の
評
価
欄
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
観
点
も
学
年
進
行
に
伴
い
不
明
瞭
に
な
る
傾
向
が
あ
り
、
新
学
習
指
導

要
領
の
も
と
で
徐
々
に
改
善
の
方
向
に
向
か
う
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

5
．
書
写
の
用
具
・
用
材
へ
の
児
童
・
生
徒
の
意
識
に
関
し
て

　

小
学
校
三
年
生
で
毛
筆
の
学
習
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、
保
護
者
や
学
校
側
で
の
そ
の
取
り
次
ぎ
や
準
備
は
大
変
な
苦
労
が

伴
う
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
（
後
述
す
る
「
9
．
在
外
教
育
施
設
の
長
所
・
短
所
に
関
し
て
」
に
も
関
連
す
る
）。
容
易
に
入
手
で
き

な
い
か
ら
こ
そ
、
小
・
中
学
校
全
学
年
に
わ
た
っ
て
用
具
・
用
材
を
「
大
切
に
扱
お
う
と
す
る
」
態
度
が
、
多
く
の
児
童
・

生
徒
に
表
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

6
．
書
写
と
他
教
科
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の
関
連
に
つ
い
て

　

小
学
校
四
年
生
以
降
中
学
校
三
年
生
ま
で
、「
各
教
科
の
ノ
ー
ト
（
表
紙
を
含
む
）
に
書
く
、
ま
と
め
る
」
が
高
い
比
率
と

な
っ
た
の
は
、
筆
記
量
の
高
ま
り
に
よ
り
、
紙
面
へ
の
調
和
を
考
え
な
が
ら
書
く
行
為
そ
の
も
の
が
身
に
つ
き
始
め
、
日
常

化
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
傾
向
と
も
考
え
ら
れ
る
。
板
書
に
関
し
て
は
、
中
学
生
が
書
く
場
面
を
想
定
す
る
と
き
に

「
板
書
そ
の
も
の
の
機
会
が
な
い
、
も
し
く
は
減
少
し
て
い
る
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
各
教
科
、
学
級
、
学
校
で
発

行
す
る
新
聞
に
ま
と
め
る
」
の
比
率
が
低
い
の
に
対
し
て
、「
学
習
発
表
会
な
ど
に
向
け
て
レ
ポ
ー
ト
や
模
造
紙
に
ま
と
め
て

書
く
」
場
面
の
比
率
が
高
い
。
こ
れ
は
授
業
以
外
で
も
調
査
し
た
り
研
究
し
た
内
容
を
ま
と
め
て
書
く
場
面
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
日
常
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
第
三
章
で
取
り
上
げ
た
「
ム
ン
バ
イ
日
本

人
学
校
」
に
お
け
る
【
写
真
8
、
9
、
10
】
が
あ
げ
ら
れ
る
。

7
．
現
地
校
と
の
交
流
に
関
し
て

　

現
地
校
と
の
交
流
は
ま
さ
に
国
際
交
流
の
場
で
あ
る
が
、
日
本
人
学
校
全
て
の
学
年
に
お
い
て
、
非
常
に
高
い
比
率
で
設

定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
書
写
が
関
わ
る
場
面
が
な
い
」
と
記
述
回
答
し
た
指
導
者
が
多
か
っ
た
。「
書
写
が
生
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か
さ
れ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
指
導
者
も
い
る
が
、
具
体
的
に
書
写
及
び
書
道
を
国
際
交
流

に
生
か
す
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
、
具
体
的
な
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
例
え
ば
、
第
三
章
で
紹
介
し
た
「O

rigam
i

」
を
活
用
す
る

方
法
で
あ
る
。
一
緒
に
折
っ
て
そ
の
ま
ま
渡
す
の
で
は
な
く
、
折
り
あ
げ
た
作
品
に
、
よ
い

意
味
の
現
地
の
言
葉
も
し
く
は
日
本
語
を
日
本
人
学
校
の
児
童
・
生
徒
も
協
力
し
な
が
ら
小

筆
で
一
緒
に
書
く
。
ま
た
は
半
紙
で
大
き
め
の
「O

rigam
i

」
の
大
き
さ
に
切
り
、
そ
こ
に

大
筆
で
現
地
の
児
童
・
生
徒
に
一
字
を
書
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
折
り
紙
の
紙
と
し
て
活
用

し
、
同
様
に
一
緒
に
折
り
あ
げ
る
。
筆
者
の
経
験
上
、
外
国
の
友
人
に
折
り
紙
の
基
本
で
あ

る
「
鶴
」
を
折
っ
て
渡
す
だ
け
で
も
喜
ば
れ
る
。
ま
た
、
国
内
有
名
観
光
地
で
あ
る
京
都
で

も
、
観
光
客
の
方
向
け
に
折
り
紙
作
品
を
購
入
商
品
と
と
も
に
渡
す
お
土
産
屋
が
あ
る
。
店

員
の
話
を
聞
く
と
幼
児
や
児
童
だ
け
で
は
な
く
、
外
国
人
観
光
客
が
大
変
に
喜
ん
で
持
っ
て

帰
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
文
化
を
組
み
合
わ
せ
る
方
法
が
考
え
ら

れ
る
。

8
．
保
護
者
か
ら
の
要
望
（
書
写
・
文
字
指
導
・
漢
字
指
導
）
に
関
し
て

　

在
外
の
地
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
書
写
、
文
字
指
導
、
漢
字
指
導
に
期
待
を
寄
せ
る
保
護
者

が
多
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
指
導
者
を
中
心
に
学
校
内
の
彩
り
豊
か
で
見
や
す
く
ま
め
ら
れ

た
掲
示
物
は
、
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
で
も
見
受
け
ら
れ
た
。
児
童
・
生
徒
及
び
指
導
者
に

よ
る
手
書
き
を
中
心
と
し
た
掲
示
物
に
は
、
母
国
語
で
あ
る
日
本
語
の
学
習
及
び
書
写
の
学

習
そ
し
て
他
教
科
の
学
習
が
強
く
生
か
さ
れ
て
い
る
。

9
．
在
外
教
育
施
設
の
長
所
・
短
所
に
関
し
て

　

短
所
と
し
て
回
答
の
あ
っ
た
「
書
写
道
具
の
入
手
が
困
難
」「
関
税
に
よ
り
教
材
・
教
具
が

非
常
に
高
価
に
な
る
」
こ
と
の
内
、「
児
童
・
生
徒
の
書
写
用
具
の
入
手
が
困
難
」
な
点
に

関
し
て
は
、
各
学
校
で
対
応
に
工
夫
を
施
し
て
い
る
様
子
が
あ
る
。
一
部
の
学
校
の
ホ
ー
ム

【資料６】上海日本人学校浦東校（入学・編入学時に準備する学用品一覧）「浦東校学用品一覧」
http://www.srx2.net.cn/data/attachment/article/20190717.pdf　　より転載　傍線筆者
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【資料７】イスタンブル日本人学校「学校で使用する学用品」「転入学に必要な手続きと学用品」
http://ijstr.jp/doc/guide/item.pdf より転載（傍線筆者）
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【資料８】 ムンバイ日本人学校「準備していただきたい学用品一覧（H31 年度）」
https://japanese-school-of-mumbai.jimdo.com/app/download/13652990330/H31+%E5%AD%A
6%E7%94%A8%E5%93%81%E4%B8%80%E8%A6%A7.pdf?t=1555591774 より転載
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ペ
ー
ジ
上
で
は
、「
準
備
す
る
学
用
品
の
一
覧
」
を
提
示
し
準
備
を
し
や
す
く
し
て
い
る
。「
日
本
で
必
ず
準
備
し
て
く
る
物
」

「
現
地
で
調
達
で
き
る
が
入
手
困
難
」
な
ど
に
分
け
て
、
保
護
者
に
分
か
り
や
す
く
提
示
し
て
い
る
【
資
料
６（

（3
（

、
７（

（3
（

、
８（

（3
（

】。

　

そ
の
中
で
書
写
用
具
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
自
ら
幾
度
と
な
く
訪
中
し
た
経
験
上
、
書
道
の
文
化
が
根
付
い
て

い
る
中
国
は
、
日
本
と
同
様
に
書
道
の
道
具
は
入
手
し
や
す
い
よ
う
に
考
え
て
い
た
が
、
大
都
市
上
海
に
お
い
て
「
児
童
・

生
徒
」
が
使
用
す
る
用
具
は
、
入
手
で
き
る
店
の
数
が
少
な
い
と
但
し
書
き
に
あ
っ
た
。
書
道
の
文
化
が
浸
透
し
て
い
な
い

国
な
ら
ば
な
お
の
こ
と
入
手
が
困
難
で
あ
ろ
う
と
推
察
で
き
る
。
急
な
転
入
な
ど
で
、
書
写
用
具
の
準
備
が
整
わ
な
い
場
合

の
解
決
策
と
し
て
、
半
紙
用
大
筆
の
大
き
さ
の
筆
ペ
ン
を
学
校
に
準
備
し
て
お
く
と
い
う
方
法
は
と
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

般
的
に
は
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
い
書
写
用
具
の
一
つ
で
あ
る
。
関
税
が
か
か
り
教
材
・
教
具
が
高
価
に
な
る
短
所
と
逆
行

し
て
し
ま
う
が
、
書
写
用
品
が
入
手
で
き
る
ま
で
の
間
に
使
用
す
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
墨
液
に
代
わ
る

イ
ン
ク
の
入
っ
た
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
用
意
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
が
、
穂
の
部
分
は
獣
毛
を
使
用
し
て
お
り
、
穂
先
が
ま
と

ま
る
よ
う
に
開
発
さ
れ
て
い
る
。
①
書
写
に
向
い
た
茶
毛
を
使
用
し
た
タ
イ
プ
、
②
書
道
や
看
板
制
作
に
向
い
た
白
毛
を
使

用
し
た
タ
イ
プ
の
二
種
類
が
あ
る（

（3
（

【
写
真
28
、
29
、
30
】。
穂
が
乾
か
な
い
よ
う
に
し
、
穂
先
を
整
え
た
上
で
正
し
く
キ
ャ
ッ

プ
を
す
れ
ば
数
ヶ
月
使
用
し
な
く
て
も
、
す
ぐ
に
書
き
始
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
手
入
れ
自
体
は
小
筆
タ
イ
プ
の
筆
ペ

ン
と
同
様
に
あ
ま
り
必
要
で
は
な
い
。
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
一
本
で
半
紙
四
文
字
六
か
ら
八
枚
を
書
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
筆

者
自
身
も
こ
れ
ら
の
筆
ペ
ン
を
使
用
し
た
経
験
が
あ
り
、
扱
い
や
す
く
、
イ
ン
ク
か
ら
は
ほ
の
か
に
墨
の
香
り
が
漂
う
。
大

筆
の
筆
ペ
ン
を
製
造
し
て
い
る
書
道
用
品
メ
ー
カ
ー
は
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
小
筆
タ
イ
プ
の
筆
ペ
ン
や
、
朱
墨
を

使
用
し
た
筆
ペ
ン
と
と
も
に
、
国
際
交
流
の
場
に
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

ま
た
、【
表
5
】
内
で
の
「
日
本
の
文
字
を
見
る
機
会
が
や
や
少
な
い
た
め
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
で
書
く
よ
う
な
誤
り
が

多
く
見
ら
れ
る
」
は
「
日
本
の
文
字
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
置
き
換
え
ら
れ
、
こ
の
点
は
在
外
教
育
だ

け
で
は
な
く
在
外
の
地
に
在
住
す
る
人
々
に
と
っ
て
の
短
所
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
を
補
う
意
味
で
、
ム
ン

バ
イ
日
本
人
学
校
で
は
、
学
校
内
に
あ
る
図
書
室
【
写
真
31
】
を
保
護
者
向
け
に
開
放
し
、
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
た
。
小
学

生
向
け
だ
け
で
は
な
く
大
人
に
も
向
け
た
本
を
多
数
所
蔵
し
て
お
り
、
学
校
の
図
書
室
が
地
域
の
図
書
館
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
国
際
理
解
教
育
・
現
地
理
解
教
育
と
直
接
的
に
結
び
つ
く
現
地
校
と
の
交
流
に
お
い
て
も
、
日
本
語
の
文
字
や
文
章

【写真 28】半紙用大筆の筆ペンの一例（穂
が茶毛）
http://www.kaimei1898.com/detail/
item_fu2001.html より転載

【写真 29】半紙用大筆の筆ペンの一例（穂
が白毛）
http://www.kaimei1898.com/detail/
item_fu2001.html より転載
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を
児
童
・
生
徒
自
身
が
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
深
い
交
流
は
期
待
で
き
な
い
と
考
え
る
。
個
人
の
力
だ
け
で
は
日
本
の
文
字

に
触
れ
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
中
で
、日
本
人
学
校
が
担
う
役
割
と
い
う
の
は
大
変
に
大
き
い
の
で
は
な
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
研
究
の
実
態
調
査
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
州
及
び
オ
セ
ア
ニ
ア
の
日
本
人
学
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
配
当
時

間
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
時
間
を
あ
て
て
、
定
期
的
に
書
写
の
授
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
中

学
校
で
も
定
期
的
に
授
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
の
想
定
し
て
い
た
時
間
数
を
超
え
る
学
校
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
日

本
の
伝
統
文
化
と
関
わ
り
の
深
い
書
き
初
め
は
、
一
月
も
し
く
は
二
月
に
席
書
そ
し
て
校
内
で
書
き
初
め
展
を
行
い
、
多
く

の
学
校
で
保
護
者
向
け
に
も
鑑
賞
の
機
会
を
設
定
し
て
い
た
。
在
外
の
地
で
、
日
本
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
を
施
し
て
い
る
学
校
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
中
で
の
保
護
者
の
鑑
賞
は
、
児
童
・
生
徒
に
も
「
筆
で
書
く
」

「
書
き
初
め
に
取
り
組
む
」こ
と
へ
の
大
き
な
励
み
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
書
写
と
他
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の

時
間
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
指
導
者
が
、
授
業
だ
け
で
は
な
く
学
校
に
お
け
る
様
々
な
場
面
で
の
関
連
を
認
識
し

て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
た
。
ま
た
、
学
年
が
進
む
、
つ
ま
り
は
「
教
科
を
超
え
た
学
習
の
積
み
重
ね
」

の
中
で
、「
書
写
の
日
常
化
」
は
は
か
ら
れ
て
い
く
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

現
地
校
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
国
際
理
解
教
育
・
現
地
理
解
教
育
を
推
進
し
て
い
る
日
本
人
学
校
は
多
い
も
の
の
、
そ
れ

に
書
写
が
関
わ
る
場
面
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
学
校
が
多
い
。
日
本
の
文
化
を
大
切
に
す
る
児
童
・
生
徒
が
多
い
と
い
う
長

所
、
ま
た
書
写
は
日
本
の
文
化
に
直
結
す
る
こ
と
を
生
か
し
て
「
毛
筆
」
や
そ
れ
に
準
ず
る
用
具
を
国
際
交
流
の
場
で
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
書
写
は
必
要
と
な
る
用
具
・
用
材
が
多
い
た
め
、
ま
た
保
護
者
の
準
備
や
負
担

を
減
ら
す
た
め
半
紙
は
学
校
側
で
準
備
す
る
、
書
き
初
め
で
は
半
紙
用
の
大
筆
を
使
用
す
る
な
ど
各
学
校
で
工
夫
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
印
象
深
い
。
ま
た
、
保
護
者
だ
け
で
は
な
く
、
指
導
者
も
着
任
す
る
際
に
教
材
・
教
具
が
必
要
と
な
り
、
関
税
が

か
か
っ
て
高
価
に
な
る
と
い
う
点
も
初
め
て
理
解
し
た
。
現
地
で
は
入
手
困
難
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
児
童
・
生
徒
も
用
具
・

用
材
を
大
切
に
し
、
指
導
者
も
恵
ま
れ
て
は
い
な
い
環
境
下
で
工
夫
し
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
と
調
査
を
経
て
感
じ
た
。

　

本
研
究
に
お
い
て
助
成
を
受
け
た
こ
と
で
イ
ン
ド
西
部
に
あ
る
ム
ン
バ
イ
を
訪
問
し
、
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
を
視
察
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
イ
ン
ド
に
日
本
の
文
化
が
伝
播
し
て
い
る
こ
と
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
訪
印
中
、
仏
教

発
祥
の
地
で
あ
り
日
本
文
化
の
源
で
も
あ
る
こ
と
、
明
治
期
以
降
多
く
の
日
本
人
が
滞
在
し
交
易
が
あ
っ
た
こ
と
で
親
日
派

【写真 30】半紙用大筆の筆ペンの一例（カー
トリッジが朱墨）
http://www.kaimei1898.com/detail/
item_fu2001.html より転載

【写真 31】ムンバイ日本人学校図書室（2019年3月18
日　筆者撮影）
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の
人
々
が
多
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
を
感
じ
る
場
面
に
多
く
出
会
い
、
日
本
と
イ
ン
ド
と
の
文
化
的
な
つ
な
が
り
は
深
い
と
い

う
考
え
に
変
わ
っ
た
。
在
ム
ン
バ
イ
日
本
国
総
領
事
を
務
め
た
浅
子
清
氏
は
「
総
領
事
だ
よ
り
」『 

ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル2013

（
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
）（

（3
（

』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
…
ム
ン
バ
イ
の
お
隣
の
州
で
あ
る
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
（
Ｇ
Ｊ
）
州
の
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
市
に
お
い
て
「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル2013

」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
催
物
は
、
Ｇ
Ｊ
州
を
管
轄
す
る
我
が
在
ム
ン
バ
イ
日
本
総
領
事
館
と
グ

ジ
ャ
ラ
ー
ト
印
日
友
好
協
会
の
共
催
に
よ
る
も
の
で
今
年
で
3
回
目
、
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
市
内
に
あ
るAhm

edabad 

M
anagem

ent Association(AM
A)

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
印
日
友
好
協
会

に
よ
り
日
本
語
教
室
が
開
か
れ
て
お
り
、
多
く
の
イ
ン
ド
人
の
方
が
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
…
…　

同
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、「
大
阪
ハ
ム
レ
ッ
ト
」「
南
極
料
理
人
」「
オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ
三
丁
目
の
夕
日
」「
書
道
ガ
ー
ル
ズ
」
と

い
っ
た
最
近
話
題
の
日
本
映
画
や
「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」「
ほ
し
の
こ
え
」
な
ど
の
ア
ニ
メ
映
画
を
上
映
し
観
客
の
喝

采
を
得
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
生
花
、
茶
道
、
盆
栽
、
折
り
紙
の
実
演
・
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
茶
道
の
実
演
を
総

領
事
館
の
館
員
が
行
っ
た
他
は
、
生
花
、
盆
栽
、
折
り
紙
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
イ
ン
ド
人
の
先
生
で
す
。
イ

ン
ド
に
お
い
て
は
空
手
や
柔
道
と
い
っ
た
日
本
武
道
の
み
な
ら
ず
、
生
花
、
盆
栽
、
茶
道
、
折
り
紙
を
楽
し
ん
で
い
る

方
が
大
勢
居
ら
れ
ま
す
が
先
生
の
殆
ど
は
イ
ン
ド
人
で
す
。
更
に
会
場
に
は
日
本
文
化
の
総
合
展
示
室
を
設
け
、
日
本

人
形
、（
模
擬
）
日
本
刀
、
伝
統
玩
具
、
日
本
食
模
型
、
日
本
に
あ
る
世
界
遺
産
の
パ
ネ
ル
写
真
な
ど
を
展
示
し
、
そ
こ

に
行
け
ば
「
日
本
」
が
味
わ
え
る
空
間
を
作
り
ま
し
た
。
特
に
、
き
ら
び
や
か
な
雛
人
形
や
勇
壮
な
五
月
人
形
、
或
い

は
木
で
作
ら
れ
た
コ
マ
、
竹
細
工
や
和
紙
に
よ
る
素
朴
な
玩
具
は
多
く
の
観
客
の
関
心
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
…
…

　

距
離
の
面
で
日
本
に
大
変
近
い
中
国
や
韓
国
の
人
々
だ
け
で
は
な
く
、
約
六
千
七
百
キ
ロ
離
れ
た
イ
ン
ド
西
部
の
都
市（

（3
（

に

も
日
本
の
文
化
に
興
味
を
強
く
持
っ
て
い
る
人
々
が
大
勢
い
る
こ
と
の
証
で
も
あ
る
と
考
え
る
。
視
察
し
た
ム
ン
バ
イ
日
本

人
学
校
の
橋
本
校
長
と
の
話
の
中
に
、「
イ
ン
ド
で
は
人
と
の
つ
な
が
り
が
と
て
も
大
切
な
の
で
す
」
と
あ
っ
た
。
ま
た
、
視

察
後
の
メ
ー
ル
で
の
同
校
長
と
の
連
絡
の
中
で
、「
イ
ン
ド
と
い
う
環
境
下
に
お
い
て
も
、
書
を
大
切
に
し
て
い
る
教
師
や
子
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ど
も
、
そ
し
て
興
味
を
抱
い
て
い
る
イ
ン
ド
の
人
々
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
ら
幸
い
で
す
」
と
い

う
文
章
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
以
上
の
点
か
ら
、
児
童
・
生
徒
自
身
が
書
写
や
書
道
が
含
ま
れ
る
日
本
文
化
の
伝
播
を
肌
で

感
じ
、
そ
し
て
融
合
さ
せ
な
が
ら
外
国
の
文
化
も
理
解
す
る
と
い
う
意
味
で
、
国
際
理
解
教
育
・
現
地
理
解
教
育
を
担
う
在

外
教
育
施
設
の
役
割
は
大
変
に
大
き
い
と
も
感
じ
た
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

実
態
調
査
を
終
え
た
後
、日
本
人
学
校
に
子
息
子
女
を
通
わ
せ
て
い
る
、ま
た
は
通
わ
せ
て
い
た
保
護
者
へ
の
実
態
調
査
を

予
定
し
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
作
成
し
知
人
な
ど
を
通
じ
て
依
頼
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
期
限
ま
で
に
は
回
答
が

な
く
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
個
人
情
報
は
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
回
答
を
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
に
配
慮
し
た
が
、
厳
し
い
現
実
で
も
あ
っ
た
。
児
童
・
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
連
絡
の
と
れ
た
複
数
の
学
校
に
打

診
し
た
も
の
の
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　

本
研
究
で
は
、「
毛
筆
」
を
中
心
に
、
実
態
調
査
、
現
地
調
査
、
そ
れ
ら
の
分
析
・
考
察
を
進
め
た
た
め
、
小
学
校
一
・
二

年
生
を
担
当
し
て
い
る
指
導
者
へ
の
実
態
調
査
の
分
析
・
考
察
は
し
て
い
な
い
。
同
学
年
の
実
態
調
査
の
分
析
及
び
考
察
を

継
続
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
本
研
究
に
お
け
る
一
定
の
成
果
を
も
と
に
、
将
来
的
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州
、

ア
メ
リ
カ
州
、
ア
フ
リ
カ
州
の
日
本
人
学
校
、
次
に
補
習
授
業
校
と
調
査
範
囲
を
広
げ
て
、
世
界
各
地
の
在
外
教
育
施
設
の

書
写
教
育
に
関
す
る
調
査
・
分
析
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
、
在
外
教
育
施

設
を
通
じ
た
書
写
教
育
の
発
展
ま
た
日
本
の
伝
統
文
化
の
伝
播
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
い
る
。

　

情
報
を
共
有
す
る
と
い
う
点
で
は
、
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
を
視
察
す
る
に
あ
た
り
、
書
写
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
紹

介
し
た
い
と
の
思
い
で
、
令
和
二
年
度
か
ら
実
施
の
学
習
指
導
要
領
に
て
活
用
が
推
奨
さ
れ
る
「
水
書
用
筆
」「
水
書
用
紙
」

の
資
料
と
し
て
、指
導
者
講
習
会
の
資
料
コ
ピ
ー
を
持
参
し
お
渡
し
し
た
。「
書
写
の
情
報
は
在
外
の
地
で
は
な
か
な
か
に
得

に
く
い
た
め
、
あ
り
が
た
い
資
料
で
す
し
、
職
員
に
紹
介
し
ま
す
」
と
橋
本
校
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
ご
多
用
の
中
、
実
態
調
査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
各
日
本
人
学
校
の
関
係
者
の
皆
様
、
年
末
の
急
な
打
診
に
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〈
注
〉

（
1
）
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
在
外
教
育
施
設
の
概
要
」
よ
り
抜
粋
。

（
2
）『
海
外
で
学
ぶ
日
本
の
子
供
た
ち　

平
成
28
年
度
版
』
文
部
科
学
省
。

（
3
）
国
際
連
合
に
よ
る
世
界
地
理
区
分
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
州
、
オ
セ
ア
ニ
ア
と
し
た
。
国
際
連
合
の
統
計
用
標
準
国
・
地
域
コ
ー
ド
（U

N
 M

.49

）

に
基
づ
い
た
地
図
区
分
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
の
調
査
に
関
し
て
は
、
文
部
科
学
省
の
『
海
外
で
学
ぶ
日
本
の
子
供
た
ち　

平
成
28
年
度
版
』
収
載

の
海
外
子
女
教
育
の
地
図
区
分
も
考
慮
し
、
北
ア
ジ
ア
は
除
く
こ
と
と
し
た
。
今
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州
の
在
外
教
育
施
設
の
研
究
を
す
る
際
に
、
北
ア

ジ
ア
を
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

（
4
）『
海
外
で
学
ぶ
日
本
の
子
供
た
ち　

平
成
28
年
度
版
』
文
部
科
学
省　
「
1　

海
外
子
女
教
育
に
つ
い
て
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
地
域
別
地
図
よ

り
校
数
を
数
え
た
。

（
5
）『
海
外
で
学
ぶ
日
本
の
子
供
た
ち　

平
成
28
年
度
版
』
文
部
科
学
省　
「
1　

海
外
子
女
教
育
に
つ
い
て
」
及
び
『
海
外
で
学
ぶ
日
本
の
子
供
た

ち　

平
成
25
年
度
版
』
文
部
科
学
省　
「
1　

海
外
子
女
教
育
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
比
較
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
世
界
を
「
欧
州
」「
中
東
」「
ア

ジ
ア
」「
北
米
「
中
南
米
」「
大
洋
州
」
の
六
つ
の
地
域
に
分
別
し
、
統
計
資
料
を
示
し
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
四
月
現
在
「
ア
ジ
ア
」
に
あ
る
日

本
人
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
数
は
一
万
五
九
五
二
人
、「
大
洋
州
」
に
あ
る
同
児
童
・
生
徒
数
は
一
四
八
人
、
平
成
二
十
七
年
四
月
現
在
「
ア
ジ

ア
」
に
通
う
童
生
徒
数
は
一
万
六
二
一
一
人
、「
大
洋
州
」
に
あ
る
同
児
童
・
生
徒
数
は
一
四
六
人
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
年
度
に
お
い
て
も
、
大
洋

州
は
「
現
地
校
・
そ
の
他
」
に
通
う
児
童
・
生
徒
数
の
比
率
が
大
変
に
高
く
、
75
％
前
後
を
占
め
て
い
る
。

（
6
）
杭
州
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

教
育
課
程
1　

年
間
授
業
時
数　

国
語
（
小
学
校
一
・
二
年
生
：
三
四
二
時
間
、
小
学
校
三
・
四
年
生
：
二

六
六
時
間
、
小
学
校
五
・
六
年
生
：
一
九
〇
時
間
）。

（
7
）『
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
に
お
け
る
国
際
理
解
教
育
・
現
地
理
解
教
育
』
友
松
功
（『
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
指
導
実
践
記
録
』
第

41
集
収
載　

二
〇
一
八
年　

東
京
学
芸
大
学
）。

（
8
）『
ス
ラ
バ
ヤ
日
本
人
学
校
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
会
話
、
英
会
話
の
授
業
を
生
か
し
た
実
践
』　

芹
沢
志
保
（『
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
指

導
実
践
記
録
』第
41
集
収
載　

二
〇
一
八
年　

東
京
学
芸
大
学
）『
現
地
国
際
理
解
教
育
実
践
レ
ポ
ー
ト
─
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
日
本
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
─
』
前
日
本
国
総
領
事
館
附
属
商
工
会
立
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
人
学
校　

吉
田
暁
（『
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
指
導
実
践
記
録
』
第
38
集

収
載　

二
〇
一
五
年　

東
京
学
芸
大
学
）
等
。

（
9
）
一
例
と
し
て
、
東
京
学
芸
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
刊
行
の
『
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
指
導
実
践
記
録
』
第
31
～
41
集
（
二
〇
〇
八
─
一
八
）

も
関
わ
ら
ず
、
学
校
の
視
察
を
快
諾
し
貴
重
な
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
実
態
調
査
前
よ
り
現
在
に
至

る
ま
で
ご
理
解
を
示
し
、
本
研
究
へ
の
惜
し
み
な
い
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
橋
本
校
長
、
ム

ン
バ
イ
で
の
突
発
的
な
事
態
に
対
し
日
本
に
て
適
切
な
対
応
を
し
不
安
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
っ
た
（
株
）
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン

ナ
ー
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
羅
正
彬
氏
に
深
く
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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に
収
載
さ
れ
た
全
論
文
・
実
践
報
告
五
八
四
件
の
内
、
①
書
写
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
も
の
、
②
内
容
に
毛
筆
・
硬
筆
の
活
動
が
見
受
け
ら

れ
る
も
の
は
二
件
、
全
体
の
0.3
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
調
査
す
る
に
あ
た
り
、
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
漢
字
指
導
は
含
め
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
た
。

（
10
）
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
関
し
て
は
、
研
究
調
査
用
に
新
た
に
取
得
し
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
中
国
国
内
の
日
本
人
学
校
と
送
受
信
す
る
た
め
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
別
の
サ
ー
バ
ー
で
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
し
た
。
中
国
政
府
の
通
信
規
制
に
よ
っ
て
、
送
受
信
が
で
き
な
い
サ
ー
バ
ー
が
あ
る

た
め
で
あ
る
。

（
11
）
イ
ン
ド
経
済
の
急
成
長
を
支
え
る
中
、
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て
、
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
た
。
世
界
遺
産

で
あ
る
チ
ャ
ト
ラ
パ
テ
ィ
・
シ
ヴ
ァ
ジ
ー
・
タ
ー
ミ
ナ
ス
駅
（CST

駅
）
や
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
ホ
テ
ル
と
い
っ
た
二
つ
の
五
つ
星
ホ
テ
ル
な
ど
が
被
害

に
遭
い
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
。
実
行
犯
は
海
か
ら
侵
入
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
テ
ロ
を
契
機
に
、
国
家
を
あ
げ
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
強

化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
ム
ン
バ
イ
と
同
様
に
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
に
発
展
し
た
港
湾
都
市
「
カ
ル
カ
ッ
タ
」「
マ
ド
ラ
ス
」
も
、
現
地
音
の
「
コ
ル
カ
タ
」「
チ
ェ
ン

ナ
イ
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
Ｉ
Ｔ
産
業
の
中
心
地
と
さ
れ
る
「
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
」
を
「
ベ
ン
ガ
ル
ー

ル
」
に
改
名
す
る
指
示
を
イ
ン
ド
政
府
が
出
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
よ
り
使
わ
れ
て
い
た
「
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
」
が
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
の
公
用

語
で
あ
る
カ
ン
ナ
ダ
語
の
都
市
名
「
ベ
ン
ガ
ル
ー
ル
」
に
変
更
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
」
の
知
名
度
が
世
界
的
に
も
高
く
、
地
名
に

対
す
る
混
乱
を
招
く
と
の
理
由
か
ら
「
ベ
ン
ガ
ル
ー
ル
」
を
併
記
、
ま
た
は
「
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
」
の
み
を
記
載
す
る
な
ど
関
係
各
所
で
対
応
が
分
か

れ
て
い
る
。【
資
料
5
】
内
で
「
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
」
の
地
名
の
み
を
記
載
し
て
い
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

（
13
）
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
神
官
が
出
自
。
イ
ン
ド
独
立
を
牽
引
す
る
。

（
14
）
航
路
間
は
、
神
戸
～
香
港
～
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
～
コ
ロ
ン
ボ
～
ボ
ン
ベ
イ
で
あ
る
。「
19
世
紀
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
ボ
ン
ベ
イ
・
大
阪
の
紡
績
業
」

（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

秋
田
茂
）
に
よ
る
。

（
15
）
輸
出
品
の
数
々
は
ア
ジ
ア
独
自
の
近
代
的
商
品
で
あ
り
、
欧
米
の
同
一
商
品
に
比
較
す
る
と
安
価
だ
っ
た
。「
19
世
紀
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
ボ

ン
ベ
イ
・
大
阪
の
紡
績
業
」（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

秋
田
茂
）
に
よ
る
。

（
16
）
船
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
日
本
の
遠
洋
定
期
船
」（
石
山
剛
）
よ
り
抜
粋
。

（
17
）
英
訳
はM

ani Bhavan
。
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
指
導
者
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
（
一
八
六
九
─
一
九
四
八
）
の
ム
ン
バ
イ
に
滞
在
し
た
（
一
九

一
七
─
三
四
）
際
の
住
居
が
現
在
博
物
館
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
人
生
初
の
「
糸
つ
む
ぎ
」
を
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
ベ
ッ
ト
や
糸
つ
む

ぎ
の
機
械
や
道
具
も
展
示
さ
れ
て
い
た
。
糸
つ
む
ぎ
は
、
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
由
来
し
、
イ
ン
ド
綿
を
大
切
に
す
る
活
動
で
あ
る
。
ガ

ン
ジ
ー
の
幼
少
期
か
ら
暗
殺
さ
れ
る
ま
で
の
様
子
が
数
多
く
の
写
真
や
説
明
等
と
と
も
に
展
示
、
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
刑
務
所
に
い
た
際
の

生
活
や
牢
獄
で
使
用
さ
れ
る
斧
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
た
。
ガ
ン
ジ
ー
自
ら
の
蔵
書
が
図
書
室
（
一
般
開
放
は
さ
れ
て
な
い
）
と
な
っ
て
い
た
り
、

ガ
ン
ジ
ー
の
一
生
は
、
細
か
い
細
工
を
施
し
た
ジ
オ
ラ
マ
人
形
で
二
十
以
上
の
場
面
で
構
成
、
展
示
す
る
な
ど
工
夫
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
が
見
学
し

た
の
は
日
中
だ
っ
た
が
、
欧
米
人
の
来
館
者
が
大
変
に
多
い
こ
と
に
比
べ
て
、
日
本
人
の
来
館
者
に
は
会
わ
な
か
っ
た
。

（
18
）
イ
ン
ド
の
主
要
都
市
と
し
て
は
、
デ
リ
ー
（
オ
ー
ル
ド
デ
リ
ー
）・
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、
ム
ン
バ
イ
、
コ
ル
カ
タ
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
、
ベ
ン
ガ
ル
ー
ル

が
あ
げ
ら
れ
る
。JILAF

（
公
益
財
団
法
人
国
際
労
働
財
団
）
の
統
計
に
よ
る
と
、
西
イ
ン
ド
の
主
要
都
市
で
あ
る
ム
ン
バ
イ
は
、
平
成
三
十
年
九

月
三
十
日
現
在
、
人
口
が
二
一
〇
四
万
人
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
を
除
い
た
デ
リ
ー
（
イ
ン
ド
の
首
都
）
の
人
口
を
抜
い
て
イ
ン
ド
国
内
第
一
位

と
さ
れ
る
。
二
〇
一
三
年
の
ダ
ウ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ら
に
よ
る
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
経
済
都
市
・
商
業
都
市
と
し
て
も
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
を
抜
い
て
イ
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ン
ド
国
内
第
一
位
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
19
）
ム
ン
バ
イ
東
部
に
は
チ
ャ
ト
ラ
パ
テ
ィ
・
シ
ヴ
ァ
ジ
ー
・
タ
ー
ミ
ナ
ス
駅
（CST

駅
）、
隣
接
す
る
立
地
の
行
政
庁
舎
、
イ
ン
ド
門
、
タ
ー
ジ
マ

ハ
ル
ホ
テ
ル
、
西
部
に
は
マ
ニ
・
バ
ワ
ン
、
沈
黙
の
塔
、
北
部
郊
外
に
は
カ
ン
ヘ
リ
ー
石
窟
、
イ
ン
ド
門
対
岸
に
は
エ
レ
フ
ァ
ン
タ
島
が
あ
る
。
そ

の
内
、
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
・
ホ
テ
ル
は
イ
ン
ド
・
サ
ラ
セ
ン
様
式
の
建
築
で
あ
る
。

（
20
）
身
分
を
意
味
す
る
ヴ
ァ
ル
ナ
と
職
業
を
意
味
す
る
ジ
ャ
ー
テ
ィ
か
ら
成
り
立
つ
。
例
え
ば
、
ド
ー
ビ
ー
・
ガ
ー
ト
（
大
洗
濯
場
）
で
は
ホ
テ
ル

だ
け
で
は
な
く
一
般
家
庭
な
ど
か
ら
出
さ
れ
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
扱
う
た
め
、
人
々
は
洗
濯
業
に
就
い
て
い
る
。
機
械
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
手
際
よ

く
手
作
業
で
進
め
る
。
こ
の
ド
ー
ビ
ー
・
ガ
ー
ト
で
出
生
す
る
と
、
基
本
的
に
は
洗
濯
以
外
の
職
業
に
は
就
け
な
い
。
た
だ
し
、「
イ
ン
ド
は
Ｉ
Ｔ

大
国
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｔ
産
業
へ
の
就
職
は
出
自
を
問
わ
ず
に
可
能
で
あ
る
。

（
21
）
在
ム
ン
バ
イ
日
本
国
総
領
事
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
総
領
事
だ
よ
り
」
に
て
、
在
ム
ン
バ
イ
日
本
国
総
領
事
野
田
亮
二
氏
は
『
総
領
事
メ
ッ
セ
ー

ジ
─
着
任
1
年
を
経
て
─
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
特
に
、
政
府
開
発
援
助
（O

DA

）
分
野
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
は
日
本
の
最

大
の
被
援
助
国
で
あ
り
、
平
成
二
十
八
年
度
は
、
円
借
款
を
中
心
と
し
て
約
三
千
七
百
億
円
に
及
び
ま
す
。
当
地
に
お
い
て
も
、
我
が
国
の
援
助
案

件
と
し
て
、
①
ム
ン
バ
イ
・
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
間
を
二
時
間
で
結
ぶ
「
高
速
鉄
道
建
設
計
画
」、
②
ム
ン
バ
イ
に
お
け
る
初
め
て
の
「
地
下
鉄
」
と

な
る
「
ム
ン
バ
イ
メ
ト
ロ
3
号
線
建
設
計
画
」、
お
よ
び
③
ム
ン
バ
イ
市
の
半
島
と
イ
ン
ド
本
土
に
位
置
す
る
ナ
ビ･

ム
ン
バ
イ
間
の
約
二
二
キ
ロ

を
六
車
線
の
橋
・
道
路
で
結
ぶ
「
ム
ン
バ
イ
湾
横
断
道
路
建
設
」
も
目
下
進
行
中
で
す
（
平
成
三
十
年
六
月
二
十
日
）」。

（
22
）H

iranandani

は
人
名
。
イ
タ
リ
ア
を
模
し
た
街
が
造
ら
れ
、
建
物
は
ベ
ー
ジ
ュ
を
基
調
と
し
た
も
の
が
大
変
に
多
い
。
街
作
り
に
多
く
の
費

用
を
か
け
た
街
で
あ
り
、
市
内
で
四
番
目
に
造
ら
れ
た
。
安
全
面
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
た
め
、
富
裕
層
が
数
多
く
住
む
街
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）
平
成
三
十
一
年
四
月
九
日
現
在　

ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
児
童
生
徒
数
」
に
よ
る
。

（
24
）
グ
ル
モ
ハ
ル
は
別
名
火
炎
樹
と
い
う
。
朱
赤
の
花
で
あ
り
、
イ
ン
ド
で
は
五
月
か
ら
一
斉
に
咲
き
始
め
る
。

（
25
）
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
学
校
生
活
風
景
」
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
六
日
『
読
み
聞
か
せ
（
文
化
委
員
）』
に
よ
る
。

（
26
）
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
学
校
生
活
風
景
」
二
〇
一
九
年
七
月
一
日
『
グ
ル
モ
ハ
ル
祭　

ス
ロ
ー
ガ
ン
発
表
』
に
よ
る
。

（
27
）
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
学
校
生
活
風
景
」
二
〇
一
九
年
七
月
十
一
日
『Let's share Japanese Culture!

』
に
よ
る
。

（
28
）
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
学
校
生
活
風
景
」
二
〇
一
九
年
一
月
十
日
『
日
本
文
化
体
験
デ
ー
＆
書
初
め
』
に
よ
る
。

（
29
）
日
本
政
府
観
光
局
（JN

TO
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
年
別
訪
日
外
客
数
、 

出
国
日
本
人
数
の
推
移
』
の
表
よ
り
数
値
を
抽
出
。
数
値
は
確
定
値
。
訪

日
外
客
数
は
、
平
成
十
九
年
八
三
四
万
六
九
六
九
人
に
対
し
て
、
平
成
二
十
九
年
二
八
六
九
万
一
〇
七
三
人
で
あ
る
。

（
30
）
三
階
建
て
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
○
階
（
グ
ラ
ン
ド
フ
ロ
ア
）
に
は
考
古
学
・
自
然
史
、
一
階
に
は
絵
画
（
細
密
画
）、
二
階
に
は
日
本
・
中
国

の
品
々
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
タ
タ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
が
そ
れ
ぞ
れ
展
示
さ
れ
て
い
る
。
一
九
〇
四
年
八
月
の
イ
ギ
リ
ス
皇
太
子
（
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
後
の
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
）
初
の
訪
印
を
記
念
し
て
、
博
物
館
建
設
が
決
定
さ
れ
た
。
一
九
一
四
年
に
竣
工
し
た
が
、
第
一
次
世
界
大

戦
の
最
中
の
た
め
建
物
は
軍
隊
の
病
院
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
大
戦
後
の
一
九
二
二
年
一
月
に
よ
う
や
く
博
物
館
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
二
〇
一
八
年
に
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
『
ム
ン
バ
イ
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
と
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
遺
産
群
』
の
構
成
す
る
施
設
の
一
つ
で

あ
る
。
博
物
館
活
動
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
子
供
向
け
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
保
存
・
修
復
活
動
、
調
査
研
究
活
動
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。

（
31
）Ravindra Keskar

著　

イ
ラ
ス
トSarita Pare

作　

EKLAVYA
社
発
行　

全
四
〇
頁
。
他
に
も
同
じ
出
版
社
か
ら
『Titliyan aur Anya 

Khilone

』
や
『Sm

all O
rigam

i Book Set (Set of 

5 Books)
』（
小
さ
な
折
り
紙
ブ
ッ
ク
セ
ッ
ト　

5
冊
セ
ッ
ト
）
と
い
う
折
り
紙
の
本
が
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発
行
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）http://w

w
w.m

ext.go.jp/com
ponent/b_m

enu/shingi/giji/__icsFiles/afieldfile/2015/11/09/1363415_006.pdf

文
部
科
学
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
『
小
学
校
の
標
準
授
業
時
数
に
つ
い
て
』『
中
学
校
の
標
準
授
業
時
数
に
つ
い
て
』「
現
行
」
よ
り
。

（
33
）
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
年
間
行
事
予
定
や
ブ
ロ
グ
（
学
校
生
活
の
中
で
の
様
子
）、
学
校
だ
よ
り
等
で
公
開
し
て
い
る
情
報
か
ら
、
イ
ス
ラ

マ
バ
ー
ド
日
本
人
学
校
、
杭
州
日
本
人
学
校
、
広
州
日
本
人
学
校
、
コ
ロ
ン
ボ
日
本
人
学
校
、
ジ
ッ
ダ
日
本
人
学
校
、
上
海
日
本
人
学
校
浦
東
校
、

ジ
ョ
ホ
ー
ル
日
本
人
学
校
、
台
北
日
本
人
学
校
、
天
津
日
本
人
学
校
、
ド
ー
ハ
日
本
人
学
校
、
バ
ン
ド
ン
日
本
人
学
校
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
日
本
人
学
校

に
お
い
て
、
席
書
会
や
書
き
初
め
大
会
に
準
じ
た
行
事
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
把
握
で
き
た
。
今
回
の
実
態
調
査
に
協
力
・
学
校
名
掲
載
の
許
諾

を
得
た
学
校
も
全
て
の
学
校
に
お
い
て
席
書
会
を
開
い
て
い
る
。

（
34
）
上
海
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「（
新
入
・
転
入
に
あ
た
っ
て
）
準
備
す
る
学
用
品
の
一
覧
表
」
よ
り
転
載
。

（
35
）
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
転
入
学
に
必
要
な
手
続
き
と
学
用
品
」
よ
り
抜
粋
転
載
。

（
36
）
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
学
用
品
一
覧
「
Ｈ
31
年
度
用
」
よ
り
転
載
。

（
37
）
書
道
用
品
メ
ー
カ
ー
「
開
明
」
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
筆
ペ
ン
の
中
で
、「
ふ
と
ふ
で
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
①
『
開
明　

書
写
筆
』
②
『
開
明　

皇
龍
』
③
『
開
明　

朱
筆
』
の
三
種
類
が
あ
る
。
小
・
中
学
生
に
は
①
が
扱
い
や
す
い
。
①
・
②
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
互
換
性
が
あ
る
。
表
装
も
可

能
な
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
に
は
そ
の
経
験
が
な
い
。    http://w

w
w.kaim

ei1898.com
/detail/m

annen.htm
l

に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）
在
ム
ン
バ
イ
日
本
国
総
領
事
館　
『
総
領
事
だ
よ
り
11
』
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
一
日
よ
り
抜
粋
。

（
39
）
日
本
（
成
田
）
～
ム
ン
バ
イ
間
は
六
七
八
〇
キ
ロ
、AN

A

の
空
路
直
行
便
で
必
要
な
距
離
で
示
し
て
い
る
。
ム
ン
バ
イ
か
ら
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド

ま
で
は
直
線
距
離
で
約
四
四
〇
キ
ロ
離
れ
て
い
る
。

〈
主
要
参
考
文
献
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

•

『
補
習
授
業
校
に
お
け
る
漢
字
指
導
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
─
漢
字
指
導
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
注
目
し
て
─
』（
山
口
悠
希
子
／
香
港
日
本
人
補
習

授
業
校　

二
〇
一
三
年
）

•

『
海
外
日
本
人
補
習
授
業
校
の
現
状
と
展
望
─
ハ
ン
ブ
ル
ク
日
本
語
補
習
授
業
校
の
歴
史
を
概
観
し
て
─
』（
市
川
克
明
・
藤
山
あ
や
か
／
愛
媛

大
学
教
育
学
部
紀
要　

二
〇
一
六
年
）

•

『
タ
イ
の
補
習
授
業
校
に
お
け
る
継
承
日
本
語
教
育
の
可
能
性
─
絵
本
を
活
用
し
た
支
援
を
通
し
て
こ
と
ば
を
育
む
─
』（
中
川
智
子
／
早
稲
田

大
学
）

•

『
在
ド
イ
ツ
日
本
語
補
習
授
業
校
の
現
状
と
課
題
─
国
語
教
育
と
継
承
日
本
語
教
育
─
』（
菊
地
ゆ
か
り
／
桜
美
林
大
学
』）

•

『
日
本
人
学
校
に
お
け
る
国
語
科
書
写
の
指
導
実
践
』（
水
越
睦
美
／
『
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
指
導
実
践
記
録
』
第
24
集　

海
外
子
女
教
育
セ
ン

タ
ー　

二
〇
〇
一
年
）

•

『
気
球
船
』（
文
部
科
学
省
）

•

『【
ま
ち
ご
と
イ
ン
ド
】
西
イ
ン
ド012

ム
ン
バ
イ　

失
踪
す
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
都
市
』（「
ア
ジ
ア
城
市
案
内
」
制
作
委
員
会
／
ま
ち
ご
と
パ
ブ

リ
ッ
シ
ン
グ
株
式
会
社
）

•

杭
州
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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•

コ
タ
キ
ナ
バ
ル
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•

蘇
州
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•

台
北
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•

天
津
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•

バ
ン
ド
ン
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•

プ
ノ
ン
ペ
ン
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•

ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•

ヤ
ン
ゴ
ン
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

他
ア
ジ
ア
州
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
各
日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈
写
真
に
関
し
て
〉

　
【
写
真
8
、
9
、
10
、
12
、
13
、
14
、
15
】
に
関
し
て
は
、
ム
ン
バ
イ
日
本
人
学
校
よ
り
許
諾
を
受
け
て
、
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
『
学
校
生
活
風

景
』
よ
り
転
載
し
て
い
る
。
元
デ
ー
タ
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
ブ
ロ
グ
更
新
が
多
く
デ
ー
タ
が
膨
大
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
終
了

後
順
次
削
除
を
か
け
て
い
る
。
ブ
ロ
グ
用
の
元
デ
ー
タ
は
削
除
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
、
画
像
が
や
や
粗
い
写
真
と
な
っ
て
い
る
。
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は
じ
め
に

　

学
校
教
育
に
お
け
る
書
道
の
課
程
を
辿
る
と
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
学
制
公
布
以
来
、
小
学
校
の
「
習
字
」
は
独

立
し
た
一
科
目
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
の
小
学
校
令
で
「
書
キ
方
」
と
し
て
国
語
科
の
一
領
域
と
な
る
。

そ
の
後
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
の
国
民
学
校
令
で
芸
能
科
の
「
習
字
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
同
じ
く
、
中
等
学
校

で
は
同
一
八
年
（
一
九
四
三
）
に
芸
能
科
の
「
書
道
」、
新
制
高
等
学
校
で
は
同
二
三
年
（
一
九
四
八
）
に
芸
能
科
の
「
書
道
」

に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

高
等
学
校
に
芸
能
科
書
道
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、新
制
大
学
に
て
書
道
教
員
を
養
成
す
る
需
要
が
生
ま
れ
、同
二
六

年
（
一
九
五
一
）
に
は
大
学
に
書
道
教
員
養
成
課
程
が
設
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
大
学
の
書
道
教
員
養
成
課
程

設
立
後
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
に
日
本
教
育
大
学
協
会
の
第
二
部
会
書
道
部
門
、
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
に
は
全

日
本
書
道
教
育
研
究
会
と
全
国
大
学
書
道
学
会
と
が
設
立
さ
れ
て
、
書
道
の
研
究
機
関
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

書
写
書
道
教
育
史
の
先
行
研
究
で
は
、
芸
能
科
習
字
・
書
道
の
設
立
や
、
戦
後
の
学
校
教
育
の
毛
筆
習
字
廃
止
・
復
活
・

必
修
化
は
教
育
史
上
の
重
要
な
事
項
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
調
査
研
究
が
成
さ
れ
て
き
た
。
特
に
国
語
科
か
ら
芸
能
科
へ
の

移
行
に
つ
い
て
は
、
奥
山
錦
洞
が
大
正
期
か
ら
の
書
道
教
育
振
興
運
動
の
結
果
で
あ
る
と
指
摘
し
、
特
に
中
等
学
校
習
字
教

育
協
会
の
「
撓
ま
ざ
る
努
力
の
成
果
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。

　
　
戦
後
の
書
道
界
に
お
け
る
高
等
教
育
・

                

研
究
機
関
の
整
備
と
そ
の
背
景

柳
田
さ
や
か
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ま
た
、
戦
後
の
書
道
教
育
振
興
運
動
に
つ
い
て
は
、
平
山
観
月
が
「
書
道
団
体
の
積
極
的
な
活
動
と
進
言
に
負
う
と
こ
ろ

す
こ
ぶ
る
大
き
い
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
、
そ
の
団
体
と
し
て
書
道
教
育
振
興
協
議
会
、
全
書
作
家
連
盟
、
全

日
本
書
道
教
育
研
究
会
の
名
を
挙
げ
た（

（
（

。
同
じ
く
、
近
藤
高
史
も
書
道
教
育
振
興
協
議
会
、
全
日
本
書
道
教
育
研
究
会
の
運

動
を（

（
（

、
信
廣
友
江
は
書
道
教
育
振
興
協
議
会
と
全
書
作
家
連
盟
、
日
本
書
道
連
盟
の
運
動
を
挙
げ
て
い
る（

（
（

。

　

一
方
、
戦
後
の
大
学
の
書
道
教
員
養
成
課
程
や
、
書
道
の
研
究
機
関
の
整
備
に
つ
い
て
は
存
外
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず（

（
（

、
詳

し
い
設
立
経
緯
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
研
究
機
関
の
う
ち
、
全
日
本
書
道
教
育
研
究
会
や
全
国
大
学
書
道
学
会
に
つ

い
て
は
、
個
別
に
研
究
会
史
が
整
理
さ
れ
始
め
て
き
て
い
る
が（

（
（

、
高
等
教
育
・
研
究
機
関
の
整
備
の
背
景
と
な
る
書
道
教
育

振
興
運
動
の
流
れ
、
書
家
達
の
理
念
に
関
し
て
は
包
括
的
な
考
察
が
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
戦
後
に
設
立
さ
れ
た

大
学
教
員
養
成
課
程
・
研
究
機
関
は
現
在
ま
で
続
い
て
お
り
、
そ
の
整
備
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
書
写
書
道
教

育
史
の
み
な
ら
ず
、
書
学
書
道
史
の
研
究
史
の
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
書
道
界
が
果
た
し
た
高
等
教
育
・
研
究
制
度
の
整
備
と
そ
の
背
景
を
、
大
正
期
以
降
の
書
道
教
育
振

興
運
動
の
流
れ
を
眺
望
し
、
そ
の
運
動
と
の
関
連
性
か
ら
考
察
す
る
。
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
書
家
達
は
ど
の
よ
う
な

団
体
、
理
念
、
方
法
に
よ
っ
て
書
道
教
育
振
興
運
動
を
展
開
し
、
な
ぜ
高
等
教
育
・
研
究
制
度
の
整
備
を
お
こ
な
っ
て
い
っ

た
の
か
。
各
団
体
が
果
た
し
た
役
割
や
相
互
の
関
係
性
、
書
家
達
が
文
部
省
や
帝
国
議
会
、
国
会
へ
提
出
し
た
請
願
を
探
り
、

書
道
教
育
振
興
運
動
の
構
造
と
そ
の
特
徴
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　
　
　

第
一
章
　
大
正
期
以
降
の
書
道
教
育
振
興
運
動

　
　
　
　
　

第
一
節
　
戦
前
の
書
道
教
育
振
興
運
動

　

は
じ
め
に
、
大
正
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
書
道
教
育
振
興
運
動
を
展
開
し
た
小
中
等
学
校
習
字
科
教
員
協
議
会
、
中
等
学

校
習
字
教
育
協
会
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
、
書
道
教
育
振
興
協
議
会
、
日
本
書
道
連
盟
に
関
連
す
る
一
次
資
料
を
精
査
し
、

各
団
体
の
設
立
経
緯
と
そ
の
運
動
内
容
を
探
る
。
あ
わ
せ
て
、
文
部
省
や
帝
国
議
会
、
国
会
へ
提
出
し
た
請
願
内
容
と
提
出

時
期
、
そ
れ
に
携
わ
っ
た
人
員
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
団
体
同
士
の
関
係
性
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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本
節
で
は
戦
後
の
高
等
教
育
・
研
究
機
関
整
備
の
背
景
と
し
て
、
戦
前
の
教
育
振
興
運
動
の
様
相
を
探
る
。
大
正
期
以
降

は
、
文
部
大
臣
・
中
橋
徳
五
郎
の
発
言
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
毛
筆
廃
止
論
の
反
動
と
し
て
、
書
道
教
育
振

興
運
動
が
活
発
化
し
、
書
家
達
が
団
結
し
て
文
部
省
や
帝
国
議
会
へ
「
書
道
振
興
」
に
関
す
る
請
願
を
提
出
し
て
い
っ
た
時

期
で
あ
る（

（
（

。

　
Ａ
　
小
中
等
学
校
習
字
科
教
員
協
議
会

　

ま
ず
、
大
正
期
の
書
道
教
育
振
興
団
体
と
し
て
は
、
小
中
等
学
校
習
字
科
教
員
協
議
会
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
会
は
、
大
正

一
一
年
（
一
九
二
二
）
の
大
同
書
会
の
講
習
会
を
契
機
に
、
受
講
し
た
教
員
達
六
〇
人
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
発
起

人
は
岡
山
県
師
範
学
校
・
大
原
桂
南
と
、
青
山
師
範
学
校
・
西
脇
呉
石
で
あ
っ
た
。
毎
年
、
大
同
書
会
の
講
習
会
を
開
催
す

る
度
に
「
協
議
会
」
を
開
催
し
、
書
道
の
教
授
法
案
や
振
興
策
を
協
議
し
て
、
そ
の
協
議
内
容
を
文
部
省
へ
提
出
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

大
同
書
会
の
講
習
の
理
論
・
実
技
の
講
師
は
、
比
田
井
天
来
や
井
原
雲
涯
、
丹
羽
海
鶴
、
尾
上
柴
舟
等
で
あ
り
、
開
催
は

比
田
井
、
丹
羽
が
講
師
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
東
京
高
等
師
範
学
校
で
お
こ
な
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
多
数
の
た
め

法
政
大
学
に
変
更
さ
れ
た
。

　

本
会
は
、
当
時
「
文
検
」（
文
部
省
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
教
員
検
定
試
験
）
の
試
験
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
書
道
教

育
に
尽
力
し
て
い
た
比
田
井
、
丹
羽
が
所
属
す
る
大
同
書
会
が
発
端
で
あ
り
、
彼
等
に
益
を
受
け
た
教
員
達
に
よ
り
結
成
し

た
点
が
特
筆
さ
れ
る
。
こ
の
頃
、
他
に
日
本
書
道
作
振
会
、
戊
申
書
道
会
、
泰
東
書
道
院
等
、
各
書
道
団
体
が
講
習
会
を
盛

ん
に
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が（

（
（

、
そ
の
主
催
者
や
受
講
者
達
が
、
以
後
の
教
育
振
興
運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
。

　
Ｂ
　
中
等
学
校
習
字
教
育
協
会

　

続
く
昭
和
初
期
に
は
、
中
等
学
校
習
字
教
育
協
会
の
活
動
が
知
ら
れ
る
。
本
会
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
東
京
高
等

師
範
学
校
で
「
第
二
回
全
国
中
等
学
校
習
字
教
育
協
議
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
折（

（1
（

、
他
教
科
に
は
従
来
あ
っ
た
「
横
断
的
団
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体
」
の
確
立
が
協
議
さ
れ
、
そ
れ
が
具
体
化
さ
れ
て
設
立
に
至
っ
た（

（1
（

。
こ
の
時
の
大
会
の
来
会
者
は
一
二
六
名
で
、
泰
東
書

道
院
よ
り
豊
道
春
海
、
田
代
秋
鶴
、
鈴
木
翠
軒
等
が
参
加
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

本
会
の
会
長
は
東
京
高
等
師
範
学
校
長
・
嘉
納
治
五
郎
、
副
会
長
は
青
山
師
範
学
校
長
・
長
谷
川
乙
彦
、
理
事
長
は
東
京

高
等
師
範
学
校
講
師
・
田
代
秋
鶴
、
理
事
は
上
田
桑
鳩
、
鈴
木
翠
軒
、
野
本
白
雲
等
が
務
め
た
。
会
の
目
的
は
、「
中
等
学
校

に
於
け
る
習
字
教
育
の
振
興
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
た
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
先
の
小
中
等
学
校
習
字
科
教
員
協
議
会
（
Ａ
）
と
同
じ
く
、
東
京
高
等
師
範
学
校
の
協
力
を

得
な
が
ら
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
会
の
設
立
も
嘉
納
が
習
字
に
理
解
を
示
し
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
か

ら
東
京
高
等
師
範
学
校
に
習
字
科
の
授
業
を
設
け
て
、
比
田
井
天
来
や
丹
羽
海
鶴
、
田
代
秋
鶴
を
講
師
と
し
て
呼
ん
だ
こ
と

と
関
連
深
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

ま
た
、昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
「
第
二
回
全
国
中
等
学
校
習
字
教
育
協
議
大
会
」
の
大
会
内
容
に
も
注
目
す
る
と
、文

部
大
臣
諮
問
事
項
「
中
等
学
校
に
於
け
る
習
字
の
教
授
を
一
層
有
効
な
ら
し
む
る
方
案
如
何
」
に
対
す
る
答
申
案
が
審
議
さ

れ
、「
習
字
科
を
書
道
科
と
改
め
独
立
科
目
と
す
る
」
意
見
が
挙
げ
ら
れ
た
。
他
に
、
会
員
に
よ
る
協
議
と
し
て
、
先
述
の
長

谷
川
乙
彦
に
よ
り
「
中
等
学
校
習
字
科
を
書
道
科
と
改
め
独
立
学
科
と
す
る
こ
と
」、
千
葉
県
長
生
中
学
校
・
板
倉
花
巻
に
よ

り
「
国
立
書
道
専
門
学
校
の
設
立
を
望
む
」
が
議
題
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
議
題
の
結
果
と
し
て
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
に
は
本
会
が
文
部
省
に
建
議
し
、
中
等
学
校
の
習
字
科
を

書
道
科
と
改
め
て
独
立
科
目
と
す
る
こ
と
、
書
道
専
門
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た（

（1
（

。
つ
ま
り
、
当
時
、
美
術
や

音
楽
に
比
べ
て
書
道
を
専
門
的
に
学
べ
る
場
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
書
道
専
門
学
校
の
設
立
が
少
な
く
と
も
昭
和
七
年

よ
り
本
会
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
、
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
経
緯
が
窺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

第
二
節
　
戦
後
の
書
道
教
育
振
興
運
動

　

続
い
て
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
、
書
道
の
研
究
会
・
学
会
が
設
立
さ
れ
る
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
引
き
続
き

書
道
教
育
振
興
運
動
の
実
相
を
探
り
た
い
。
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
に
は
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
が
公
布
さ
れ
、
学

校
教
育
に
お
い
て
六
・
三
・
三
・
四
制
が
採
ら
れ
た
。
こ
こ
で
小
学
校
の
習
字
は
正
課
で
な
く
な
り
、い
わ
ゆ
る
毛
筆
習
字
廃
止
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と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
反
動
と
し
て
書
家
達
の
書
道
教
育
振
興
運
動
が
盛
ん
と
な
る
。

　

本
節
で
は
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
（
Ｃ
）、
書
道
教
育
振
興
協
議
会
（
Ｄ
）、
日
本
書
道
連
盟
（
Ｅ
）
に
焦
点
を
当
て
つ

つ
、
書
家
達
が
国
会
へ
提
出
し
た
請
願
内
容
（【
表
1
】）
を
辿
る
こ
と
で
、
戦
前
の
運
動
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。
書
家
達

の
請
願
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
き
た
毛
筆
習
字
復
活
や
習
字
科
独
立
以
外
に
、
特
に
何
が
請
願
さ
れ
て
い
た

呈
出
日
（
呈
出
先
）

件
　
名

請
願
者
（
所
属
・
地
域
）

紹
介
議
員

番
　
号

請
願
の
趣
旨

昭
和
21
年
8
月
9
日

（
衆
議
院
）

国
民
学
校
教
科
目
中
ニ

習
字
科
ヲ
正
科
ト
シ
テ

存
置
ノ
請
願

河
上
丈
太
郎
外
11
名

（
日
本
筆
墨
硯
生
産
連
盟
会

長
・
東
京
）

伊
藤
実
雄
・
前
田
栄
之

助
・
亘
四
郎
・
中
村
高

一
・
原
侑
・
瀧
清
麻
吉

第
591
号

本
請
願
ノ
趣
旨
ハ
古
来
毛
筆
書
道
ハ
知
情
意
ノ
表
現
芸
術
ト
シ
尊
重
セ
ラ
レ
国
民
ノ
情
操
醇
化
ノ
為
ニ

重
要
役
割
ヲ
果
シ
来
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
今
後
平
和
的
文
化
国
家
ヲ
建
設
ス
ル
為
ニ
ハ
斯
道
ノ
進

歩
発
達
ヲ
期
ス
ル
ノ
要
切
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
信
ズ
而
シ
テ
之
ガ
修
練
ノ
基
礎
ハ
年
少
時
代
ニ
在
ル
ヲ
以

テ
巷
間
伝
フ
ル
ガ
如
ク
国
民
学
校
教
科
目
ノ
整
理
ニ
当
リ
習
字
科
ヲ
犠
牲
ニ
供
ス
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ア
ラ

バ
毛
筆
文
化
ハ
衰
退
シ
関
係
業
者
ヲ
シ
テ
其
ノ
特
異
ノ
技
術
抛
棄
セ
シ
メ
其
ノ
生
存
権
ヲ
奪
フ
コ
ト
ナ

ル
ニ
依
リ
政
府
ハ
国
民
学
校
習
字
科
ヲ
廃
止
セ
ラ
レ
ザ
ル
ヤ
ウ
取
計
ハ
レ
タ
シ
ト
謂
フ
ニ
在
リ
。

昭
和
23
年
1
月
22
日

（
衆
議
院
）

書
道
を
必
須
科
目
に
復

活
の
請
願

原
田
元
三
郎
外
3
名

（
愛
知
）

早
稲
田
柳
右
エ
門
・
辻

寛
一
・
佐
藤
勘
次
郎
・

高
倉
定
助
・
中
野
四
郎
・

酒
井
俊
雄

第
5
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
書
道
は
日
本
固
有
の
美
風
で
あ
り
、
精
神
修
養
に
資
し
、
青
少
年
の
不
良
化
防
止

に
必
要
な
科
目
で
あ
る
、
つ
い
て
は
六
・
三
・
三
・
四
制
度
の
実
施
と
と
も
に
書
道
を
小
学
校
よ
り
新
制

高
等
学
校
ま
で
必
須
科
目
と
し
て
復
元
さ
れ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

昭
和
23
年
1
月
31
日

（
参
議
院
）

小
学
校
の
必
要
科
目
に

書
道
を
復
活
す
る
こ
と

に
関
す
る
請
願

竹
田
津
永
安
外
33
名

（
大
分
）

阿
部
定

第
122
号

書
道
は
、
昨
年
四
月
か
ら
小
学
校
の
必
要
科
目
か
ら
除
か
れ
た
が
、
書
道
の
実
体
は
単
な
る
形
式
教
育

で
な
く
情
操
教
育
で
あ
り
、
品
性
の
修
養
、
練マ
マ

ま
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
人
心
の
た
い
廃
の
嘆
か
れ
る

今
日
速
か
に
こ
れ
を
復
活
せ
ら
れ
た
い
と
の
請
願
。

昭
和
23
年
2
月
2
日

（
衆
議
院
）

書
道
を
必
須
科
目
に
復

活
の
請
願

竹
田
津
永
安
外
32
名

（
大
分
）

松
原
一
彦

第
145
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
第
5
号
に
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
23
年
2
月
2
日

（
参
議
院
）

小
学
校
並
び
に
新
制
高

等
学
校
の
必
要
科
目
に

書
道
を
復
活
す
る
こ
と

に
関
す
る
請
願

石
黒
美
代
三
郎
外
3
名

（
愛
知
）

鬼
丸
義
斎

第
128
号

教
育
基
本
法
第
一
條
の
教
育
目
的
は
、
書
道
教
育
の
実
施
復
活
に
よ
り
最
も
有
効
に
実
現
で
き
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
小
学
校
よ
り
新
制
高
等
学
校
ま
で
の
必
要
科
目
に
書
道
を
復
元
せ
ら
れ
た
い
と
の

請
願
。

昭
和
23
年
2
月
21
日

（
衆
議
院
）

書
道
を
必
須
科
目
に
復

活
の
請
願

小
林
外
吉
外
8
名

（
和
歌
山
高
等
女
学
校
・
和

歌
山
）

早
稲
田
柳
右
エ
門

第
406
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
第
145
号
に
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
23
年
2
月
21
日

（
参
議
院
）

小
学
校
の
必
要
科
目
に

書
道
を
復
活
す
る
こ
と

に
関
す
る
請
願

河
野
重
雄
外
9
名

（
大
分
）

阿
部
定

第
275
号

こ
の
請
願
の
趣
旨
は
、
第
122
号
と
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
23
年
3
月
13
日

（
参
議
院
）

小
学
校
の
必
修
科
目
に

習
字
科
を
加
え
る
こ
と

に
関
す
る
請
願

豊
道
慶
中
外
12
名

（
東
京
）

久
松
定
武

第
329
号

現
在
小
学
校
で
は
、
習
字
科
の
特
設
が
な
い
た
め
に
、
字
形
の
認
識
を
欠
き
、
書
写
能
力
の
低
下
を
来

た
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
必
修
科
目
と
し
て
習
字
科
を
特
設
し
て
進
ん
で
徳
性
の
か

ん
養
に
努
め
ら
れ
た
い
と
の
請
願
。

昭
和
23
年
3
月
15
日

（
衆
議
院
）

書
道
を
必
須
科
目
に
復

活
の
請
願

豊
道
慶
中
（
東
京
）

竹
尾
弐
・
明
礼
輝
三
郎

第
490
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
第
5
号
に
同
じ
で
あ
る
。

【
表
1
】
書
道
教
育
振
興
に
関
す
る
帝
国
議
会
・
国
会
へ
の
請
願
（
昭
和
20
・
30
年
代
）
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昭
和
23
年
3
月
23
日

（
参
議
院
）

小
学
校
並
び
に
新
制
中

学
校
の
必
修
科
目
に
書

道
を
復
活
す
る
こ
と
に

関
す
る
請
願

米
倉
大
謙
外
452
名

（
群
馬
師
範
学
校
・
群
馬
）

梅
津
錦
一

第
361
号

昭
和
二
十
三
年
四
月
か
ら
小
学
校
で
は
第
一
学
年
か
ら
第
六
学
年
ま
で
、
新
制
中
学
校
で
は
第
三
学
年

ま
で
、
毛
筆
習
字
を
復
活
し
て
修
科
目
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
い
と
の
請
願
。

昭
和
23
年
4
月
1
日

（
参
議
院
）

小
学
校
の
必
修
科
目
に

書
道
を
復
活
す
る
こ
と

に
関
す
る
請
願

首
藤
春
竹
外
125
名

（
大
分
）

阿
部
定

第
429
号

こ
の
請
願
の
趣
旨
は
、
第
122
号
と
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
23
年
4
月
5
日

（
衆
議
院
）

書
道
を
必
須
科
目
に
復

活
の
請
願

首
藤
春
草
外
123
名

（
大
分
）

松
原
一
彦

第
657
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
第
5
号
に
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
23
年
4
月
6
日

（
衆
議
院
）

書
道
を
必
須
科
目
に
復

活
の
請
願

河
野
重
雄
外
9
名

（
大
分
）

松
原
一
彦

第
665
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
第
5
号
に
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
23
年
4
月
6
日

（
衆
議
院
）

書
道
を
必
須
科
目
に
復

活
の
請
願

米
倉
大
謙
外
444
名

（
群
馬
師
範
学
校
内
群
馬
書

道
協
会
・
群
馬
）

武
藤
運
十
郎

第
667
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
第
5
号
に
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
23
年
5
月
10
日

（
衆
議
院
）

新
制
大
学
に
書
道
科
設

置
に
関
す
る
請
願

豊
道
慶
中
（
東
京
）

竹
尾
弐
・
富
田
照

第
952
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
書
道
は
文
字
の
実
用
か
ら
発
達
し
て
、
至
高
の
芸
術
に
ま
で
進
展
し
、
国
民
の
日

常
生
活
の
中
に
深
く
融
合
し
た
芸
術
で
、
日
本
文
化
建
設
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
又

日
華
両
国
の
提
携
、
世
界
平
和
と
国
際
文
化
の
た
め
、
最
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
つ
い
て
は

新
制
大
学
に
書
道
科
を
設
置
さ
れ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

昭
和
23
年
6
月
4
日

（
参
議
院
）

新
制
大
学
の
科
目
中
に

書
道
科
を
設
置
す
る
こ

と
に
関
す
る
請
願

豊
道
慶
中

（
書
道
教
育
振
興
協
議
会
・

東
京
）

来
馬
琢
道

第
940
号

書
道
は
、
至
高
の
芸
術
と
し
て
東
洋
文
化
の
上
に
密
接
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
日
常
生
活
に
深
く
融
合
し

て
お
り
、
今
後
の
日
本
文
化
建
設
に
か
つ
又
日
本
独
自
の
文
化
を
擁
護
伸
長
せ
し
め
る
た
め
に
書
道
研

究
は
緊
要
事
で
あ
る
か
ら
新
制
大
学
に
書
道
科
を
設
置
せ
ら
れ
た
い
と
の
請
願
。

昭
和
24
年
3
月
24
日

（
衆
議
院
）

習
字
教
育
振
興
に
関
す

る
請
願

豊
道
慶
中

（
東
京
）

水
谷
昇

第
256
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
新
教
育
制
度
の
実
施
と
と
も
に
小
学
校
で
毛
筆
習
字
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
つ
が
、
毛
筆
習
字
は
児
童
の
心
身
の
発
達
並
び
に
精
神
修
養
に
役
立
ち
、
又
東
洋
文
字
の
書
写
は
や

が
て
芸
術
へ
の
基
礎
と
も
な
る
も
の
で
、
そ
の
価
値
は
多
大
で
あ
る
か
ら
、
土
地
の
状
況
あ
る
い
は
父

兄
、
児
童
の
希
望
に
よ
つ
て
は
自
由
に
毛
筆
習
字
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
速
か
に
現
制
度
を
改

正
さ
れ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

昭
和
24
年
3
月
28
日

（
参
議
院
）

習
字
教
育
振
興
に
関
す

る
請
願

豊
道
慶
中

（
東
京
）

左
藤
義
詮

第
314
号

新
教
育
制
度
実
施
と
と
も
に
、
小
学
校
の
国
語
書
方
に
お
い
て
は
、
毛
筆
習
字
を
課
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
最
近
二
箇
年
間
に
お
け
る
児
童
の
書
写
能
力
の
低
下
を
考
え
る
と
き
、

毛
筆
に
よ
る
大
字
習
得
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
又
東
洋
文
字
の
書
写
は
芸
術
へ
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
身
心
の
発
達
上
及
び
児
童
の
学
習
の
興
味
上
か
ら
考
え
て
も
、
低
学
年
に
お
い
て

大
字
書
写
か
ら
習
練
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
今
直
ち
に
必
修
化
と
し
な
い
ま
で
も
現
制
度
に
示
す
国

語
科
の
う
ち
に
、
書
方
の
下
へ
「
毛
筆
及
び
硬
筆
」
と
改
め
ら
れ
、
土
地
の
状
況
あ
る
い
は
児
童
父
兄

等
の
希
望
に
よ
つ
て
、
低
学
年
よ
り
自
由
に
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
改
正
せ
ら
れ
た
い
と
の
請

願
。

昭
和
24
年
3
月
29
日

（
参
議
院
）

習
字
教
育
振
興
に
関
す

る
請
願

炭
山
南
木
外
30
名

（
大
阪
）

中
井
光
次

第
355
号

こ
の
請
願
の
趣
旨
は
、
第
314
号
と
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
24
年
4
月
5
日

（
衆
議
院
）

習
字
教
育
振
興
に
関
す

る
請
願

木
村
辨
次
郎
外
5
名

（
京
都
）

高
木
吉
之
助

第
538
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
現
在
の
わ
が
国
民
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
実
利
的
と
い
わ
れ
て
い
る
硬
筆
の
使

用
は
大
部
分
の
面
を
占
め
て
い
る
と
は
い
え
、
毛
筆
に
よ
る
書
写
も
必
要
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
る
、
特
に
芸
術
と
し
て
の
書
は
毛
筆
に
よ
る
筆
意
の
表
現
が
絶
対
条
件
で
あ
る
、
し
か
る
に
新
教
育

制
度
に
伴
い
小
学
校
国
語
書
方
に
、
毛
筆
習
字
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、

現
制
度
に
示
す
国
語
科
の
う
ち
の
書
方
の
下
に
「
硬
筆
」
と
あ
る
の
を
「
毛
筆
及
び
硬
筆
」
と
改
め
、

各
府
県
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
土
地
の
状
況
あ
る
い
は
父
兄
、
児
童
の
希
望
に
よ
つ
て
は
自
由
に
毛

筆
習
字
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
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昭
和
24
年
4
月
5
日

（
参
議
院
）

習
字
教
育
振
興
に
関
す

る
請
願

木
村
辨
次
郎
外
5
名

（
京
都
）

大
野
木
秀
次
郎

第
486
号

※
第
314
号
と
同
文
。

昭
和
24
年
4
月
15
日

（
衆
議
院
）

習
字
教
育
振
興
に
関
す

る
請
願

辻
本
勝
巳
外
43
名

（
奈
良
）

前
田
正
男

第
910
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
第
256
号
に
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
24
年
4
月
16
日

（
参
議
院
）

習
字
教
育
振
興
に
関
す

る
請
願

辻
本
勝
巳
外
19
名

（
奈
良
）

新
谷
寅
三
郎

第
770
号

※
第
314
号
と
同
文
。

昭
和
24
年
4
月
18
日

（
参
議
院
）

習
字
教
育
振
興
に
関
す

る
請
願

山
本
新
治
外
2
名

（
洗
心
書
道
会
・
愛
知
）

山
田
佐
一

第
812
号

※
第
314
号
と
同
文
。

昭
和
24
年
10
月
26
日

（
衆
議
院
）

習
字
教
育
振
興
に
関
す

る
請
願

田
中
英
市
外
30
名

（
奈
良
市
博
物
館
・
奈
良
）

有
田
二
郎

第
94
号

※
第
256
号
と
同
文
。

昭
和
26
年
2
月
10
日

（
衆
議
院
）

高
等
学
校
書
道
教
員
養

成
機
関
拡
充
強
化
に
関

す
る
請
願

石
黒
美
代
三
郎

（
愛
知
）

早
稲
田
柳
右
エ
門

第
870
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
近
頃
、
文
部
省
内
課
程
審
議
会
で
、
小
学
校
四
年
生
以
上
及
び
中
学
校
三
年
生
に
、

毛
筆
習
字
の
復
活
が
決
定
さ
れ
、
書
道
が
新
制
教
育
に
重
く
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
が
、
ひ
と
り
高

等
学
校
の
み
取
り
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
中
部
日
本
、
近
畿
、
四
国
、

中
国
、九
州
の
八
地
域
の
各
学
芸
大
学
に
書
道
教
員
の
養
成
機
関
を
設
置
さ
れ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

昭
和
26
年
2
月
23
日

（
参
議
院
）

書
道
教
育
振
興
に
関
す

る
請
願

石
黒
美
代
三
郎

（
愛
知
県
立
明
和
高
等
学

校
・
愛
知
）

成
瀬
幡
治

第
951
号

現
在
日
本
の
大
学
で
書
道
の
高
等
学
校
教
員
を
養
成
で
き
る
の
は
、
東
京
学
芸
大
学
と
新
潟
大
学
の
わ

ず
か
二
校
の
み
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
近
頃
よ
う
や
く
復
活
の
気
運
に
あ
る
書
道
教
育
が
、
再
び
元
に
戻

り
、
わ
が
国
の
書
道
教
育
振
興
の
た
め
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
か
ら
、
高
等
学
校
書
道
教
員
養
成
機
関
の

拡
充
強
化
を
図
ら
れ
た
い
と
の
請
願
。

昭
和
27
年
2
月
2
日

（
衆
議
院
）

書
道
教
育
実
施
に
関
す

る
請
願

尾
上
八
郎
外
14
名

（
東
京
）

水
谷
昇
・
星
島
二
郎

第
676
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
毛
筆
書
道
教
育
は
、
封
建
制
度
の
遺
物
と
誤
解
さ
れ
、
近
時
と
か
く
こ
れ
が
軽
視

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
東
洋
独
特
の
書
道
芸
術
と
い
う
新
分
野
を
開
拓
し
て
き
た
ば
か
り
で
な
く
、

堅
忍
沈
静
の
情
操
、
和
平
穏
健
の
美
徳
等
、
わ
が
国
民
の
人
間
修
養
に
大
な
る
薫
化
を
な
し
た
も
の
で

あ
り
、
現
代
青
少
年
の
気
風
の
改
善
、
さ
ら
に
は
一
般
社
会
浄
化
の
た
め
、
大
な
る
貢
献
を
な
す
こ
と

は
明
白
な
こ
と
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
を
す
み
や
か
に
実
現
さ
れ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
一
）
小
、
中
学
校
に
お
け
る
毛
筆
習
字
を
独
立
科
と
す
る
こ
と
、（
二
）
高
等
学
校
に
お
け
る
芸
能
科

を
必
修
選
択
科
と
す
る
こ
と
、（
三
）
学
芸
大
学
ま
た
は
各
大
学
教
育
学
部
に
お
け
る
書
道
科
を
必
修

科
と
す
る
こ
と
、（
四
）
書
道
科
教
員
養
成
所
を
設
置
拡
充
す
る
こ
と
。

昭
和
27
年
3
月
4
日

（
衆
議
院
）

書
道
教
育
実
施
に
関
す

る
請
願
外
一
件

松
田
新
太
郎
外
580
名

（
関
原
町
立
小
学
校
・
新
潟
）
水
谷
昇

第
1447
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
第
676
号
に
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
27
年
3
月
19
日

（
衆
議
院
）

書
道
教
育
実
施
に
関
す

る
請
願

毛
利
元
富
外
46
名

（
愛
媛
）

中
村
純
一

第
1866
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
第
676
号
に
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
27
年
3
月
28
日

（
衆
議
院
）

書
道
教
育
実
施
に
関
す

る
請
願

石
沢
貞
一
外

1607
名

（
青
森
）

水
谷
昇

第
2077
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
第
676
号
に
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
28
年
7
月
10
日

（
衆
議
院
）

書
道
教
育
改
革
に
関
す

る
請
願

豊
道
慶
中
外
3
名

（
日
本
書
道
連
盟
・
東
京
）

辻
寛
一

第
4550
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
わ
が
国
教
育
の
全
般
よ
り
見
て
、
書
写
能
力
向
上
の
必
要
と
美
的
情
操
教
育
と
の

二
面
は
見
の
が
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
に
し
て
、
こ
と
に
思
想
上
に
及
ぼ
す
自
然
浄
化
の
効
果
を
も

大
い
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
け
る
書
き
方
、
習
字
を
一
括
し

て
独
立
教
科
と
し
、
大
学
に
お
い
て
は
高
等
学
校
と
同
様
に
書
道
科
を
独
立
教
科
に
さ
れ
た
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
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昭
和
29
年
1
月
27
日

（
衆
議
院
）

書
道
教
育
実
施
に
関
す

る
請
願

豊
道
慶
中
外
3
名

（
東
京
）

大
谷
贇
雄

第
849
号

小
、
中
学
校
に
お
い
て
書
道
を
独
立
課
目
と
し
て
本
来
の
教
育
体
制
に
還
す
と
同
時
に
一
貫
し
て
こ
れ

を
高
校
お
よ
び
各
大
学
に
お
け
る
書
道
を
必
修
科
目
と
し
書
写
能
力
の
養
成
を
一
段
と
強
化
さ
せ
る
こ

と
は
、
文
字
生
活
の
助
成
の
み
で
な
く
思
想
的
混
迷
期
に
あ
る
学
生
、
生
徒
の
情
操
教
育
に
資
す
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
か
ら
、（
一
）
小
、
中
学
校
に
お
け
る
「
書
き
方
」「
習
字
」
を
一
括
し
て
独
立
教
科
と

す
る
こ
と
、（
二
）
高
等
学
校
お
よ
び
各
大
学
の
教
育
学
部
に
お
け
る
書
道
科
を
必
修
科
と
す
る
こ
と
、

（
三
）
書
道
科
教
員
養
成
機
関
を
設
置
拡
充
す
る
こ
と
等
の
実
現
を
図
ら
れ
た
い
と
の
請
願
。

昭
和
29
年
1
月
30
日

（
衆
議
院
）

書
道
教
育
実
施
に
関
す

る
請
願

豊
道
慶
中

（
東
京
）

辻
寛
一

第
1763
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
書
道
は
東
洋
独
特
の
芸
術
で
あ
り
、
美
的
情
操
教
育
上
の
重
要
性
は
識
者
の
し
ば

し
ば
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
書
道
教
育
実
施
に
関
す
る
請
願
は
す
で
に
第
二
回
国
会
以
来
数
次

の
採
択
を
見
、
又
二
十
四
年
の
文
部
省
世
論
調
査
に
よ
る
結
果
か
ら
も
当
然
小
・
中
学
校
教
育
課
程
よ

り
書
道
は
独
立
課
目
と
し
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
そ
の
実
現
を
見
な
い
こ
と
は

ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
書
き
方
及
び
習
字
は
独
立
教
科
と
し
、

高
等
学
校
及
び
各
大
学
の
教
育
学
部
に
お
け
る
書
道
科
は
必
修
科
目
と
す
る
と
と
も
に
、
書
道
科
教
員

養
成
機
関
を
設
置
さ
れ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

昭
和
33
年
2
月
27
日

（
参
議
院
）

義
務
教
育
に
毛
筆
習
字

を
独
立
教
科
と
す
る
の

請
願

上
条
周
一
外
2
名

（
東
京
教
育
大
学
・
東
京
）

湯
山
勇

第
926
号

義
務
教
育
課
程
に
お
い
て
毛
筆
習
字
は
、
国
民
教
養
の
重
要
部
門
と
し
て
正
確
な
位
置
づ
け
の
も
と
に

技
能
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
時
間
配
当
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
単
な
る
国
語
教
科

の
一
科
目
と
し
て
望
ま
し
く
な
い
取
扱
い
を
受
け
て
い
る
実
状
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
今
回
の
小
中
学

校
教
育
課
程
審
議
会
に
お
け
る
国
語
関
係
答
申
案
に
よ
つ
て
も
毛
筆
習
字
に
関
す
る
条
項
は
依
然
と
し

て
そ
の
位
置
づ
け
を
確
定
す
る
に
い
た
ら
ず
、
児
童
、
生
徒
の
情
操
教
育
上
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
か

ら
、
義
務
教
育
に
毛
筆
習
字
を
独
立
教
科
と
し
て
す
み
や
か
に
位
置
づ
け
る
よ
う
配
慮
せ
ら
れ
た
い
と

の
請
願
。

昭
和
33
年
3
月
1
日

（
衆
議
院
）

毛
筆
習
字
を
独
立
教
科

と
し
て
義
務
教
育
に
採

用
に
関
す
る
請
願

城
島
義
一
外
2
名

（
佐
賀
）

大
坪
保
雄

第
1449
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
毛
筆
習
字
は
文
字
発
生
以
来
数
千
年
に
わ
た
り
、
民
族
の
生
活
と
一
体
的
存
在
に

あ
つ
て
、
民
族
文
化
高
揚
に
寄
与
し
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
な
事
実
で
あ
り
、
毛
筆
習
字
の
存
廃
は
、
ま

さ
に
民
族
文
化
の
消
長
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
教
育
に
お
い
て
毛
筆
習
字
を
軽
視
す
る
こ
と

は
、
国
民
の
文
化
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
毛
筆
習
字
は
歴
史
的
文
化
推
進
の
た
め
に
、
国
民
教

養
の
重
要
部
門
と
し
て
正
確
な
位
置
付
け
の
も
と
に
、
技
能
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
時
間
配
当
が
な
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
毛
筆
習
字
を
独
立
教
科
と
し
て
義
務
教
育
に
採
用
さ
れ
た
い
と
い
う
の

で
あ
る
。

昭
和
36
年
10
月
13
日

（
参
議
院
）

教
育
書
道
振
興
に
関
す

る
請
願

豊
田
雅
孝

（
日
本
書
道
振
興
会
・
東
京
）
館
哲
二

第
482
号

教
育
書
道
振
興
の
た
め
、（
一
）
小
学
校
習
字
科
教
員
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
、（
二
）
中
学
校
習
字
科

教
員
免
許
状
を
下
付
す
る
こ
と
、（
三
）
高
等
学
校
芸
術
科
の
教
員
を
配
置
す
る
こ
と
、（
四
）
習
字
、

書
道
指
導
主
事
を
設
置
す
る
こ
と
、（
五
）
高
等
学
校
芸
術
科
教
員
の
検
定
試
験
制
度
を
復
活
す
る
こ

と
等
に
つ
い
て
特
段
配
慮
せ
ら
れ
た
い
と
の
請
願
。

昭
和
36
年
10
月
16
日

（
衆
議
院
）

教
育
書
道
振
興
に
関
す

る
請
願

豊
田
雅
孝

（
日
本
書
道
振
興
会
・
東
京
）
菅
野
和
太
郎

第
1132
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
教
育
書
道
振
興
を
期
す
る
た
め
、
次
記
諸
事
項
を
実
現
さ
れ
た
い
と
い
う
の
で
あ

る
。（
一
）
現
在
国
立
大
学
教
育
学
部
、
学
芸
学
部
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
課
程
に
は
、
音
楽
、

図
工
を
一
般
教
養
と
し
て
技
能
実
習
し
て
い
る
が
、
習
字
に
関
し
て
は
な
ん
ら
の
実
習
も
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
習
字
は
今
日
の
全
教
科
教
員
に
は
そ
の
指
導
力
が
な
い
の
で
、
小
学
校
習
字
科
教
員
制
度

を
実
施
す
る
こ
と
、（
二
）
中
学
校
の
習
字
指
導
は
、
国
語
科
免
許
状
所
有
者
が
こ
れ
に
当
つ
て
い
る

が
、
同
免
許
状
は
、
全
く
習
字
を
学
習
し
な
か
っ
た
者
で
も
取
得
で
き
る
現
状
に
あ
り
、
は
な
は
だ
矛

盾
し
て
い
る
か
ら
習
字
科
免
許
状
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
、（
三
）
現
在
高
等
学
校
に
は
、
音
楽
、
美
術
、

書
道
の
三
科
に
わ
た
つ
て
専
任
教
員
を
採
用
し
て
い
る
学
校
が
き
わ
め
て
少
な
く
芸
術
科
設
置
の
趣
旨

に
反
す
る
か
ら
、
三
科
専
任
教
員
を
必
置
と
す
る
こ
と
、（
四
）
習
字
、
書
道
指
導
主
事
が
置
か
れ
て

い
る
の
は
東
京
都
、
大
阪
市
、
神
戸
市
、
福
岡
市
に
各
一
名
い
る
だ
け
で
あ
る
実
状
に
か
ん
が
み
、
最

低
各
府
県
に
一
名
、
北
海
道
に
三
名
、
東
京
都
に
十
名
の
同
主
事
を
配
置
す
る
こ
と
、（
五
）
高
等
学

校
芸
術
科
教
育
は
、
は
な
は
だ
不
足
し
て
い
る
実
状
か
ら
、
同
芸
術
科
教
員
の
検
定
試
験
制
度
を
復
活

す
る
こ
と
。
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昭
和
39
年
6
月
16
日

（
衆
議
院
）

毛
筆
書
写
の
必
修
に
関

す
る
請
願
外
一
件

山
田
ヤ
エ
外
51
名

（
名
古
屋
）

横
山
利
秋

第
4673
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
戦
後
学
校
教
育
に
お
け
る
習
字
教
育
は
極
度
に
軽
視
さ
れ
、
児
童
、
生
徒
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
一
般
社
会
生
活
に
お
い
て
も
書
写
技
能
の
低
下
は
慨
嘆
に
た
え
な
い
も
の
が
あ
り
、
文

部
省
で
は
、
戦
後
の
教
育
に
対
す
る
根
本
的
な
改
革
を
検
討
中
と
き
い
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
東
洋
独

特
の
芸
能
と
い
わ
れ
る
毛
筆
に
よ
る
書
写
（
習
字
）
の
実
体
を
反
省
し
、
趣
味
性
と
、
国
字
を
愛
好
し
、

明
確
に
書
写
す
る
基
礎
教
育
と
し
て
の
毛
筆
書
写
を
適
格
に
位
置
づ
け
る
た
め
、
次
記
事
項
に
つ
い
て

善
処
さ
れ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。（
一
）
小
学
校
の
毛
筆
書
写
（
習
字
）
を
三
年
生
以
上
（
で
き
な

け
れ
ば
四
年
）
硬
筆
書
写
と
と
も
に
毎
週
一
時
間
以
上
必
修
と
す
る
こ
と
、（
二
）
中
学
校
に
お
け
る
硬
・

毛
筆
に
よ
る
書
写
指
導
を
三
ヵ
年
を
通
じ
て
毎
週
一
時
間
以
上
必
修
と
す
る
こ
と
、（
三
）
教
員
養
成

大
学
及
び
教
育
・
学
芸
学
部
に
一
般
教
育
科
目
と
し
て
、
全
学
生
に
、
職
能
教
育
と
し
て
書
道
を
必
修

さ
せ
る
こ
と
。

昭
和
39
年
6
月
17
日

（
衆
議
院
）

毛
筆
書
写
の
必
修
に
関

す
る
請
願
外
一
件

渡
辺
徳
雄
外
22
名

（
東
京
）

横
山
利
秋

第
4757
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
第

4673
号
に
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
39
年
6
月
20
日

（
衆
議
院
）

毛
筆
書
写
の
必
修
に
関

す
る
請
願
外
一
件

小
坂
喜
美
代
外
25
名

（
愛
知
）

横
山
利
秋

第
4999
号

本
請
願
の
要
旨
は
、
第

4673
号
に
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
39
年
12
月
10
日

（
参
議
院
）

小
、
中
学
校
に
お
け
る

書
写
、
書
道
教
育
振
興

等
に
関
す
る
請
願

上
条
周
一
外
12
名

（
全
日
本
書
道
教
育
研
究

会
・
東
京
）

野
本
品
吉
・
笹
森
順
造

第
802
号

小
、
中
学
校
に
お
け
る
書
写
、
書
道
教
育
を
振
興
す
る
こ
と
は
、
国
民
文
化
の
向
上
を
図
る
た
め
に
き

わ
め
て
重
要
で
あ
る
か
ら
、
左
記
要
項
に
つ
き
早
急
に
具
体
的
対
策
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
と
の
請
願
。

一
、
小
学
校
に
お
い
て
、
硬
筆
に
よ
る
書
写
の
ほ
か
に
毛
筆
に
よ
る
書
写
を
必
修
と
し
て
年
間
三
十
五

時
間
以
上
を
四
年
生
か
ら
課
す
る
こ
と
。

二
、
中
学
校
に
お
い
て
第
二
、
第
三
学
年
も
書
写
の
時
間
数
を
年
間
三
十
五
時
間
程
度
特
設
す
る
こ
と
。

三
、
中
学
校
選
択
科
目
の
中
に
、
国
語
科
の
ほ
か
に
「
国
語(

書
写)

」
の
項
を
入
れ
る
こ
と
。

四
、
教
員
養
成
の
た
め
の
教
育
機
関
に
、
左
の
充
実
改
善
を
図
る
こ
と
。

　

イ
、
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
高
等
学
校
書
道
科
教
員
養
成
の
「
特
設
書
道
教
員
養
成
課
程
」
を
置
く　
　

　
　
　

こ
と
。

　

ロ
、  

教
員
養
成
大
学
及
び
学
部
の
全
学
生
に「
書
道
」を
二
―
四
単
位
以
上
必
修
と
し
て
課
す
る
こ
と
。

　

ハ
、
高
等
学
校
技
術
教
員
検
定
試
験
制
度
の
中
の
「
芸
術
科
書
道
」
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。

五
、
書
写
、
書
道
担
当
指
導
主
事
又
は
、
こ
れ
に
か
わ
る
も
の
を
教
育
委
員
会
に
必
置
す
る
こ
と
。　

六
、
文
部
省
に
お
い
て
、
書
写
、
書
道
に
関
す
る
指
導
者
養
成
の
た
め
の
技
術
講
座
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
各
都
道
府
県
に
書
写
、
書
道
研
究
の
実
験
学
校
、
推
進
学
校
及
び
研
究
協
力
校
な
ど
を
設
置
す

る
こ
と
。

　　

理
由　

書
写
、
書
道
は
、
実
用
と
同
時
に
芸
術
性
の
高
い
わ
が
国
独
自
の
文
化
遺
産
で
あ
り
、
教
育
の
目
標
で

あ
る
人
間
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

今
日
、
書
写
、
書
道
教
育
の
必
要
性
が
強
く
叫
ば
れ
、
社
会
的
要
求
も
き
わ
め
て
高
い
が
、
戦
後
教
育

課
程
審
議
会
に
よ
つ
て
、
小
中
学
校
に
お
け
る
書
写
は
国
語
科
の
一
領
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
と

く
に
毛
筆
書
写
は
完
全
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
こ
の
価
値
あ
る
文
化
遺
産
を
継

承
し
、
言
語
生
活
を
豊
か
に
し
て
国
民
文
化
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
、
き
わ
め
て
必
要
が
あ
る
。

※
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
『
帝
国
議
会
衆
議
院
請
願
』（BZ-4-T09

）、『
帝
国
議
会
貴
族
院
請
願
』（BZ-4-T08

）、『
衆
議
院
請
願
・
陳
情
』（BZ-4-09

）、『
参
議
院
請
願
・
陳
情
』（BZ-4-010

）
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。

※
表
題
の
「
書
道
」
は
習
字
・
書
キ
方
・
書
写
を
含
む
も
の
と
す
る
。
網
掛
部
分
は
、
大
学
に
お
け
る
書
道
教
員
養
成
課
程
の
設
置
・
拡
充
や
、
書
道
科
目
の
必
修
化
を
請
願
し
た
も
の
を
示
し
て
い
る
。
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の
か
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

　
Ｃ
　
全
日
本
書
道
教
育
協
会

　

ま
ず
、全
日
本
書
道
教
育
協
会
は
、前
節
の
中
等
学
校
習
字
教
育
協
会
（
Ｂ
）
の
後
身
に
あ
た
り
、昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）

に
設
立
さ
れ
た
。
当
時
、
奥
山
錦
洞
は
本
会
に
つ
い
て
「
創
立
以
来
、
書
道
教
育
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
な
し
、
斯

界
の
重
大
問
題
に
遭
遇
毎
に
之
に
善
処
し
、
常
に
打
開
の
道
を
講
じ
て
来
た
こ
と
は
、
世
の
識
者
の
等
し
く
認
め
る
所
」
と

述
べ
て
い
る（

（1
（

。

　

会
長
は
東
京
高
等
師
範
学
校
長
・
森
岡
常
蔵
、
副
会
長
は
青
山
師
範
学
校
長
・
長
谷
川
乙
彦
が
務
め
て
い
る
。
本
会
は
機

関
誌
と
し
て
『
学
書
』
を
刊
行
し
た
点
が
大
き
な
特
徴
で
、
こ
の
『
学
書
』
刊
行
に
よ
り
、
全
国
の
書
道
教
員
間
の
連
絡
が

緊
密
円
滑
に
な
り
、会
の
教
育
振
興
の
方
針
施
策
の
周
知
も
可
能
で
あ
っ
た
。『
学
書
』
の
出
版
部
部
長
は
丹
羽
海
鶴
門
下
の

田
中
海
庵
、
特
別
顧
問
は
石
橋
犀
水
、
尾
上
柴
舟
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
長
・
下
村
寿
一
、
鈴
木
翠
軒
、
高
塚
竹
堂
、

辻
本
史
邑
、
加
藤
常
賢
、
原
富
男
、
豊
道
春
海
、
山
口
蘭
渓
、
山
形
寛
、
吉
沢
義
則
、
中
村
三
愛
が
務
め
て
い
る
。
ま
た
、

編
輯
審
査
員
は
浅
見
喜
舟
、
伊
東
参
州
、
上
条
信
山
、
仲
田
幹
一
等
の
一
四
名
が
務
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
正
期
か

ら
活
躍
し
た
比
田
井
天
来
や
丹
羽
海
鶴
、
田
代
秋
鶴
の
門
下
の
書
家
達
や
、
後
に
大
学
教
員
を
務
め
る
書
家
達
が
本
会
に
多

く
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

　

本
会
の
活
動
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
「
全
国
学
校
書
道
（
小
・
中
・
高
・
大
学
）
協
議

大
会
」
で
あ
る（

（1
（

。
全
日
本
書
道
教
育
協
会
主
催
、
文
部
省
・
東
京
都
教
育
庁
後
援
に
よ
り
、
東
京
芸
術
大
学
で
開
催
し
、
会

員
約
二
〇
〇
名
が
参
加
し
た
。
主
催
者
は
石
橋
犀
水
が
務
め
、
小
中
学
校
の
書
道
教
育
に
関
す
る
「
研
究
協
議
」
と
共
に
、

服
部
北
蓮
の
司
会
で
「
研
究
発
表
」、
井
上
桂
園
、
浅
見
喜
舟
、
中
山
鶴
雲
、
続
木
湖
山
の
司
会
で
「
学
校
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

協
議
会
」、「
座
談
会
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
戦
前
と
同
じ
く
学
校
種
を
超
え
た
横
断
的
大
会
と
い
え
る
が
、
戦
前
と
比
べ
て
規
模
が
大
き
く
な
る
と
共

に
、「
研
究
協
議
」、「
研
究
発
表
」
と
い
っ
た
「
研
究
」
の
語
を
冠
す
る
催
し
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
大
会

に
は
後
に
大
学
教
員
を
務
め
る
会
員
達
も
多
く
参
加
し
て
お
り
、
第
三
章
で
後
述
す
る
研
究
機
関
設
立
へ
と
接
続
す
る
前
段
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階
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
戦
後
に
お
い
て
は
、
石
橋
犀
水
と
尾
上
柴
舟
が
講
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
東
京

芸
術
大
学
を
大
会
会
場
と
す
る
こ
と
が
多
い
点
も
特
徴
で
あ
る
。

　
Ｄ
　
書
道
教
育
振
興
協
議
会

　

同
時
期
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は
尾
上
柴
舟
と
豊
道
春
海
が
中
心
と
な
っ
て
、
書
道
教
育
振
興
協
議
会
を
設
立

し
た
。
設
立
趣
旨
で
は
、「
全
国
各
地
よ
り
の
要
望
に
応
え
て
、
習
字
教
育
振
興
の
た
め
、
全
日
本
の
書
道
団
体
、
教
育
書
道

団
体
其
の
他
各
種
習
字
に
関
す
る
諸
団
体
（
現
在
一
四
四
団
体
）
が
一
致
団
結
し
結
成
」
し
た
と
説
明
し
て
い
る（

（1
（

。

　

顧
問
は
尾
上
柴
舟
、
下
村
寿
一
、
相
談
役
は
川
村
驥
山
、
鈴
木
翠
軒
、
西
脇
呉
石
、
中
村
春
堂
、
委
員
長
は
豊
道
春
海
、

副
委
員
長
は
石
橋
犀
水
、
上
田
桑
鳩
、
田
中
真
洲
、
辻
本
史
邑
、
原
田
鳴
石
、
総
務
は
浅
見
喜
舟
、
井
上
桂
園
、
大
沢
雅
休
、

金
子
鷗
亭
、
金
田
心
象
、
上
条
信
山
、
炭
山
南
木
、
平
山
観
月
等
、
庶
務
は
伊
東
参
州
、
続
木
湖
山
、
氷
田
光
風
等
が
務
め

て
い
る
。
人
員
は
、
先
の
全
日
本
書
道
教
育
協
会
（
Ｃ
）
と
重
複
す
る
面
が
あ
る
の
に
加
え
、
学
校
教
育
者
で
は
な
い
書
家

達
も
多
く
携
わ
っ
て
い
る
点
が
特
徴
と
い
え
る
。
本
会
は
、
書
道
教
育
に
関
す
る
請
願
提
出
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
が
、こ
こ
で
は
こ
の
請
願
提
出
に
あ
た
り
、先
の
全
日
本
書
道
教
育
協
会
（
Ｃ
）
と
ど
の
よ
う
な
関
係
性
に
あ
っ

た
の
か
に
注
目
し
た
い
。

　

請
願
の
関
係
資
料
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
の
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
毛
筆
習
字
廃
止
の

反
動
と
し
て
、
書
道
界
か
ら
衆
議
院
・
参
議
院
へ
習
字
（
書
道
）
の
必
須
（
必
要
・
必
修
）
化
を
求
め
る
請
願
を
全
国
か
ら
計

一
三
件
も
提
出
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
（【
表
1
】）。
ま
た
、
同
年
の
五
、六
月
に
は
、
新
制
大
学
へ
の
書
道
科
設
置
に
関

す
る
請
願
も
二
件
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
六
月
四
日
付
け
の
請
願
の
請
願
者
を
確
認
す
る
と
、
書
道
教
育
振
興
協
議

会
（
Ｄ
）
と
し
て
豊
道
春
海
（
慶
中
）
が
呼
び
掛
け
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
続
く
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
は
、
豊
道
に

加
え
て
、
新
た
に
関
西
方
面
の
奈
良
学
芸
大
学
の
炭
山
南
木
や
辻
本
史
邑
等
の
書
家
達
の
協
力
を
得
て
、「
習
字
教
育
振
興
に

関
す
る
請
願
」
を
多
数
提
出
し
、
採
択
さ
れ
た
。

　

こ
の
全
国
的
な
教
育
振
興
運
動
の
展
開
の
背
景
と
し
て
、全
日
本
書
道
教
育
協
会
（
Ｃ
）
が
機
関
誌
『
学
書
』
に
、書
道
教

育
振
興
協
議
会
（
Ｄ
）
の
動
向
を
度
々
掲
載
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
『
学
書
』
第
二
巻
三
号
で
は
、
豊
道
春
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海
が
書
道
教
育
振
興
協
議
会
委
員
長
と
し
て
「
小
学
校
習
字
正
科
復
興
に
対
す
る
意
見
」
を
掲
載
し（

（1
（

、
次
号
で
も
「
書
道
教

育
振
興
協
議
会
最
近
の
活
動
状
況
並
に
会
員
各
位
へ
依
頼
の
件
」
を
掲
載
し
て（

（1
（

、
各
地
の
会
員
に
中
央
と
相
呼
応
し
て
運
動

を
展
開
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
会
は
連
携
・
協
働
の
側
面
が
あ
り
、
機
関
誌
を
刊
行
し
て
い
な
か
っ
た

書
道
教
育
振
興
協
議
会
（
Ｄ
）
に
代
わ
り
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
（
Ｃ
）
の
『
学
書
』
が
、
書
道
教
育
振
興
協
議
会
（
Ｄ
）

の
請
願
運
動
の
広
報
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
、
全
国
的
な
教
育
振
興
運
動
を
展
開
で
き
る
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
Ｅ
　
日
本
書
道
連
盟
（
現
在
の
全
日
本
書
道
連
盟
）

　

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
は
、
こ
の
書
道
教
育
振
興
協
議
会
（
Ｄ
）
と
全
書
作
家
連
盟（

（1
（

と
が
「
発
展
的
解
散
」
の
上
、

合
体
し
て
日
本
書
道
連
盟
が
設
立
さ
れ
る
。
本
会
の
設
立
趣
意
に
は
、「
書
芸
を
振
興
し
平
和
的
文
化
国
家
の
建
設
に
貢
献

す
」、「
小
学
校
毛
筆
習
字
教
育
の
復
活
を
期
し
挺
身
以
て
そ
の
実
現
に
当
る
」
と
あ
る（

（1
（

。

　

毎
日
新
聞
社
の
大
講
堂
で
発
会
式
を
開
催
し（

（2
（

、
東
京
芸
術
大
学
で
報
告
会
を
開
催
し
て
、
本
会
組
織
の
選
衡
委
員
が
有
光

次
郎
、
水
谷
昇
、
尾
上
柴
舟
、
豊
道
春
海
、
高
塚
竹
堂
、
石
橋
犀
水
、
鈴
木
翠
軒
の
七
名
に
決
ま
っ
た（

（2
（

。
そ
の
後
、
当
初
の

役
員
と
し
て
、
会
長
は
当
時
の
首
相
・
吉
田
茂
、
副
会
長
は
水
谷
昇
、
代
表
世
話
人
は
尾
上
柴
舟
、
豊
道
春
海
、
高
塚
竹
堂
、

鈴
木
翠
軒
、
石
橋
犀
水
が
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
副
会
長
で
あ
り
衆
議
院
議
員
の
水
谷
昇
は
、
書
家
達
の
請
願
提
出
の
紹

介
議
員
と
な
っ
て
お
り
（【
表
1
】）、
か
つ
国
会
会
議
録
を
実
見
す
る
と（

（2
（

、
国
会
で
書
道
教
育
振
興
に
関
し
て
積
極
的
に
発
言

を
お
こ
な
っ
て
い
く
重
要
人
物
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
書
家
達
は
、
書
道
に
理
解
を
示
す
国
会
議
員
や
文
部
省
官
僚
、
首

相
ま
で
を
も
書
道
団
体
の
役
員
に
引
き
入
れ
て
い
き
、
請
願
提
出
に
よ
る
教
育
振
興
運
動
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
会
の
活
動
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、「
教
育
（
者
）
大
会
」
の
開
催
と
、
国
会
へ
の
請
願
提
出
で
あ
る
。
ま
ず
、
大
会

開
催
に
関
し
て
は
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
（
Ｃ
）
も
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
本
会
主
催
で
も
数
回
に

わ
た
り
開
催
し
た
。
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
に
は
「
全
日
本
書
道
教
育
者
大
会
」
を
首
相
官
邸
に
て
開
催
し
た（

（2
（

。
こ
の

時
、
特
に
大
学
の
書
道
教
育
に
関
し
て
は
「
大
学
に
書
道
講
座
設
置
の
件
」、「
書
道
大
学
の
設
立
の
件
」
を
議
題
に
協
議
を

お
こ
な
い
、
結
果
と
し
て
「
全
国
に
お
け
る
大
学
の
う
ち
、
学
芸
学
部
、
教
育
部
に
は
書
道
を
必
修
と
し
て
課
す
る
こ
と
」

の
決
議
文
が
可
決
さ
れ
た（

（2
（

。
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次
に
、昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
に
も
「
全
国
書
道
教
育
大
会
」
を
和
歌
山
各
所
で
開
催
し
、全
国
か
ら
一
三
〇
〇
人
が

参
加
し
た（

（2
（

。
小
学
校
部
会
、
中
学
部
会
、
高
校
部
会
、
大
学
部
会
に
分
か
れ
て
お
り
、
特
に
大
学
部
会
で
は
、
小
学
校
教
員

養
成
課
程
の
書
道
の
必
修
化
、
中
学
校
国
語
科
免
許
取
得
の
た
め
の
書
道
履
修
単
位
数
の
改
変
、
高
等
学
校
書
道
科
教
員
養

成
の
「
特
設
課
程
」
の
増
設
の
三
点
を
議
論
・
報
告
し
て
い
る
。
続
く
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
「
第
二
回
全
国
書

道
教
育
大
会
」
を
東
京
教
育
大
学
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
開
催
し
た
。
本
回
も
一
三
〇
〇
人
が
参
加
し
、
先
回
同
様
、
書

道
教
員
養
成
の
機
関
拡
充
を
決
議
し
た（

（2
（

。
翌
年
も
「
第
三
回
全
国
書
道
教
育
大
会
」
を
千
葉
県
成
田
市
で
開
催
し
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
数
回
に
わ
た
る
「
教
育
（
者
）
大
会
」
は
、第
三
章
で
後
述
す
る
全
日
本
書
道
教
育
研
究
会
設
立
以
前
の
活
動
で
、大

会
参
加
人
数
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
規
模
の
大
き
な
教
育
大
会
で
あ
っ
た（

（2
（

。
こ
の
大
会
で
は
、
書
道
界
の
喫
緊
の
課
題
と

さ
れ
て
い
た
習
字
の
必
修
化
、
独
立
化
の
み
な
ら
ず
、
大
学
の
書
道
講
座
の
設
置
・
拡
充
も
要
望
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。

　

こ
の
大
会
内
容
と
あ
わ
せ
て
、書
家
達
が
国
会
へ
提
出
し
た
請
願
内
容
（【
表
1
】）
を
調
査
す
る
と
、新
制
大
学
設
立
後
の

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
か
ら
は
「
書
道
教
育
振
興
」、「
書
道
教
育
実
施
」
に
関
す
る
請
願
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

請
願
は
、
小
学
校
、
中
等
学
校
、
高
等
学
校
と
共
に
大
学
で
の
教
育
振
興
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
、
全
国
か
ら
請
願
が
提
出

さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
特
に
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
の
請
願
は
、日
本
書
道
連
盟
と
し
て
豊
道
春
海
が
提
出
し

て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
あ
わ
せ
て
、『
日
本
書
道
連
盟
会
報
』
と
『
不
二
』
を
実
見
す
る
と
、
同
二
七
年
（
一
九
五
二
）
の

尾
上
柴
舟
に
よ
る
「
書
道
教
育
実
施
に
関
す
る
請
願
」
も（

（2
（

、
同
二
九
年
（
一
九
五
四
）
の
「
書
道
教
育
実
施
に
関
す
る
請
願
」

も
日
本
書
道
連
盟
に
よ
っ
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る（

（3
（

。
よ
っ
て
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
は
、
書

道
教
育
振
興
に
対
し
て
日
本
書
道
連
盟
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

と
り
わ
け
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
の
請
願
で
は
、
東
洋
独
特
の
書
道
芸
術
は
情
操
陶
冶
、
人
間
修
養
に
薫
化
を
な
す

も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、「（
三
）
学
芸
大
学
ま
た
は
各
大
学
教
育
学
部
に
お
け
る
書
道
科
を
必
修
科
と
す
る
こ
と
、（
四
）

書
道
科
教
員
養
成
所
を
設
置
拡
充
す
る
こ
と
」
を
求
め
て
い
る
。
同
様
に
、
同
二
九
年
（
一
九
五
四
）
の
請
願
で
は
、
書
道

科
教
員
養
成
機
関
の
設
置
・
拡
充
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
書
道
科
教
員
養
成
機
関
の
設
置
・
拡
充
と
は
、
具
体
的
に
は
「
各

国
立
教
員
養
成
大
学
並
に
学
芸
大
学
に
書
道
講
座
を
設
く
る
こ
と
」
で
あ
る
と
『
日
本
書
道
連
盟
会
報
』
に
明
示
さ
れ
て
い



73 戦後の書道界における高等教育・研究機関の整備とその背景

る
。
こ
れ
ら
の
請
願
内
容
は
、
同
時
期
開
催
の
先
述
の
「
教
育
（
者
）
大
会
」
の
協
議
内
容
と
重
複
し
て
お
り
、
大
会
で
の

協
議
と
請
願
提
出
が
連
動
し
て
い
た
様
相
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

　
　
　

第
二
章
　
大
学
の
書
道
教
員
養
成
課
程
の
設
立

　
　
　
　
　

第
一
節
　
書
道
教
員
養
成
課
程
の
設
立
経
緯

　

続
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
書
道
教
育
振
興
運
動
の
様
相
を
踏
ま
え
つ
つ
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
か
ら
の

新
制
大
学
に
書
道
教
員
養
成
課
程
が
設
立
さ
れ
た
経
緯
を
追
い
た
い
。
書
家
達
の
国
会
へ
の
請
願
や
、
そ
の
請
願
に
関
す
る

国
会
会
議
録
を
実
見
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
書
家
達
が
ど
の
よ
う
に
大
学
に
書
道
科
を
設
け
よ
う
と
し
た
の
か
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

　

戦
後
、
高
度
で
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
教
育
者
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
、
教
員
養
成
は
大
学
で
お
こ
な
う
こ
と
と
な
り
、

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
従
来
の
師
範
学
校
は
教
員
養
成
系
の
大
学
・
学
部
へ
と
改
編
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
教
育
職

員
免
許
法
に
規
定
す
る
教
員
免
許
状
取
得
に
必
要
な
科
目
を
大
学
に
開
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
書
道
の
教
員
免
許
状
取
得
に

は
「
書
道
、
書
道
史
及
び
美
術
史
、
国
文
学
及
び
漢
文
学
」
の
中
か
ら
三
分
の
二
以
上
を
そ
れ
ぞ
れ
二
単
位
以
上
修
得
、「
教

科
教
育
法
（
書
道
）」
を
三
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た（

（3
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、学
校
教
育
の
科
目
と
し
て
「
書
道

史
」
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
点
で
あ
り
、
当
時
の
書
道
教
員
が
初
学
者
用
に
書
道
史
の

単
著
を
刊
行
し
て
い
く
事
例
も
見
受
け
ら
れ
る（

（3
（

。

　

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
の
大
学
設
立
当
初
、
文
部
大
臣
か
ら
推
薦
を
受
け
て
、
書
道
の
分
野
か
ら
は
浅
見
喜
舟
が
千

葉
大
学
、
石
橋
犀
水
が
新
潟
大
学
、
井
上
桂
園
が
広
島
大
学
、
田
辺
古
邨
が
東
京
学
芸
大
学
の
教
員
に
な
っ
た（

（3
（

。
当
時
、
周

囲
か
ら
は
大
学
に
書
道
の
教
員
や
科
目
が
必
要
な
の
か
疑
問
視
さ
れ
た
が
、
彼
等
は
学
問
的
領
域
と
し
て
書
道
史
も
技
術
論

も
あ
る
と
説
得
し
た
と
い
う
。

　

本
章
で
は
各
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
調
査
し
、
昭
和
二
〇
・
三
〇
年
代
の
書
道
講
座
を
有
す
る
大
学
を
【
表
2
】、「
特
別

教
科
（
書
道
）
教
員
養
成
課
程
」
を
有
す
る
大
学
を
【
表
3
】、
本
章
で
触
れ
る
書
道
講
座
を
有
す
る
大
学
を
【
表
4
】
に
整

北
海
道
学
芸
大
学

弘
前
大
学

岩
手
大
学

東
北
大
学

秋
田
大
学

山
形
大
学

茨
城
大
学

宇
都
宮
大
学

群
馬
大
学

埼
玉
大
学

千
葉
大
学

お
茶
の
水
女
子
大
学

東
京
学
芸
大
学

東
京
教
育
大
学

横
浜
大
学

新
潟
大
学

富
山
大
学

金
沢
大
学

福
井
大
学

山
梨
大
学

信
州
大
学

岐
阜
大
学

静
岡
大
学

愛
知
学
芸
大
学

三
重
大
学

京
都
学
芸
大
学

大
阪
学
芸
大
学

神
戸
大
学

奈
良
学
芸
大
学

奈
良
女
子
大
学

岡
山
大
学

広
島
大
学

島
根
大
学

山
口
大
学

徳
島
大
学

香
川
大
学

愛
媛
大
学

高
知
大
学

福
岡
学
芸
大
学

佐
賀
大
学

長
崎
大
学

熊
本
大
学

大
分
大
学

宮
崎
大
学

鹿
児
島
大
学

【
表
2
】
書
道
講
座
を
有
す
る
国
立
大
学

　
　
　
　
　
　
　  （
昭
和
20
・
30
年
代
）

※
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。

•

『
不
二
』
第
六
巻
八
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九　

五
五
年
八
月
、
裏
表
紙
広
告
面
。

•

斎
藤
鶴
跡「
大
学
書
道
教
育
の
現
状
を
調
査
し
て
」『
書

学
』
第
一
一
三
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
九

年
八
月
、
四
六
―
四
八
頁
。

•

「
書
道
教
育
講
座
を
も
つ
大
学
・
短
大
一
覧
」『
年
鑑
・

書
道
'81
』
美
術
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
二
四
―
二

四
九
頁
。
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大
学
名

課
程
名

教
員
名
（
勤
務
開
始
年
月
）

愛
知
学
芸
大
学

（
現
在
の
愛
知
教
育
大
学
）

昭
和
24
年
5
月　

学
芸
学
部 

中
学
校
課
程 

美
術
教
室

　
（
名
古
屋
分
校
で
は
学
芸
学
部 

中
学
校
課
程 

国
語
教
室
）

昭
和
27
年
4
月　

学
芸
学
部 

中
学
校
課
程 

東
洋
学
教
室

昭
和
48
年
4
月　

教
育
学
部 

特
別
教
科
（
書
道
）
教
員
養
成
課
程

神
谷
葵
水
（
昭
和
24
年
5
月
）

岡
本
白
濤
（
昭
和
24
年
5
月
）

石
田
泉
城
（
昭
和
24
年
5
月
）

黒
野
清
宇
（
昭
和
48
年
12
月
）

東
京
学
芸
大
学

昭
和
24
年
5
月　

学
芸
学
部 

中
等
教
育
学
科 

国
語
科

昭
和
27
年
4
月　

学
芸
学
部 

特
別
教
科
（
書
道
）
教
員
養
成
課
程

昭
和
29
年
4
月　

学
芸
学
部 

学
芸
専
攻
科
（
芸
術
・
書
道
専
攻
） 

※
専
攻
科
増
設

田
辺
萬
平
（
昭
和
24
年
5
月
）

鈴
木
竹
影
（
昭
和
24
年
5
月
）

伊
東
参
州
（
昭
和
25
年
4
月
）

続
木
湖
山
（
昭
和
26
年
4
月
）

氷
田
光
風
（
昭
和
26
年
3
月
）

吉
田
鷹
村
（
昭
和
26
年
5
月
）

奈
良
学
芸
大
学

（
現
在
の
奈
良
教
育
大
学
）
昭
和
24
年
5
月　

学
芸
学
部 

第
二
部
（
中
学
校
教
諭
養
成
を
主
と
す
る
課
程
） 

芸
術
科

昭
和
33
年
4
月　

学
芸
学
部 

特
別
教
科
（
書
道
）
教
員
養
成
課
程

乾　

鍵
堂
（
昭
和
24
年
5
月
）

辻
本
史
邑
（
昭
和
25
年
4
月
）

炭
山
南
木
（
昭
和
33
年
12
月
）

小
坂
奇
石
（
昭
和
35
年
11
月
）

谷
辺
橘
南
（
昭
和
37
年
6
月
）

新
潟
大
学

昭
和
24
年
5
月　

教
育
学
部 

中
学
校
教
員
養
成
課
程 

芸
能
学
科 

昭
和
39
年
4
月　

教
育
学
部 

中
学
校
教
員
養
成
課
程 

美
術
科 

乙
課
程　

書
道
講
座

昭
和
40
年
4
月　

教
育
学
部 

特
別
教
科
（
書
道
）
教
員
養
成
課
程

石
橋
犀
水
（
昭
和
24
年
5
月
）

竹
内
沈
鐘
（
昭
和
24
年
5
月
）

三
浦
康
広
（
昭
和
36
年
4
月
）

福
岡
学
芸
大
学

（
現
在
の
福
岡
教
育
大
学
）
昭
和
24
年
5
月  

学
芸
学
部 

中
学
校
教
員
養
成
課
程 

国
語
科

昭
和
37
年
4
月　

教
育
学
部 

特
別
教
科
（
書
道
）
教
員
養
成
課
程

横
田
小
竹
（
昭
和
24
年
5
月
）

相
浦
紫
瑞
（
昭
和
24
年
5
月
）

有
馬
蒼
龍
（
昭
和
24
年
5
月
）

山
田
泉
心
（
昭
和
37
年
4
月
）

【
表
3
】「
特
別
教
科
（
書
道
）
教
員
養
成
課
程
」
を
有
す
る
大
学
（
昭
和
20
～
40
年
代
）

※
各
大
学
史
の
う
ち
、
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。

•

『
愛
知
教
育
大
学
史
』
愛
知
教
育
大
学
、
一
九
七
五
年

•

『
東
京
学
芸
大
学
二
十
年
史
―
創
基
九
十
六
年
史
―
』
東
京
学
芸
大
学
創
立
二
十
周
年
記
念
会
、
一
九
七
〇
年

•

『
奈
良
教
育
大
学
史
―
百
年
の
歩
み
―
』
奈
良
教
育
大
学
創
立
百
周
年
記
念
会
、
一
九
九
〇
年

•

『
新
潟
大
学
二
十
五
年
史 
部
局
編
』
新
潟
大
学
二
十
五
年
史
刊
行
委
員
会
、
一
九
八
〇
年

•

『
福
岡
教
育
大
学
四
十
年
の
歩
み
―
福
岡
教
育
大
学
創
立
四
〇
周
年
記
念
誌
―
』
福
岡
教
育
大
学
、一
九
八
九
年
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理
し
た
。【
表
3
】、【
表
4
】
の
各
大
学
の
教
員
名
を
み
る
と
、
基
本
的
に
は
旧
師
範
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
教
員
が
そ
の
ま

ま
新
制
大
学
の
教
員
と
な
っ
て
お
り
、
前
章
の
書
道
教
育
振
興
運
動
を
展
開
し
て
い
た
書
家
達
が
多
く
着
任
し
て
い
る
。

　
【
表
3
】、【
表
4
】
の
各
大
学
の
課
程
名
を
比
較
す
る
と
、
書
道
の
位
置
は
国
語
、
美
術
、
芸
術
、
芸
能
、
東
洋
学
の
学
科
・

教
室
・
専
攻
に
混
在
し
て
お
り
、
書
道
の
位
置
の
不
明
瞭
さ
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、【
表
3
】
の
愛
知
学
芸
大

学
は
美
術
と
国
語
か
ら
東
洋
学
へ
、【
表
4
】
の
大
阪
学
芸
大
学
で
は
国
語
か
ら
美
術
へ
移
籍
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
大

阪
学
芸
大
学
の
書
道
教
室
は
、
国
語
の
教
員
免
許
状
取
得
の
便
宜
上
、
絵
画
教
室
と
工
芸
教
室
の
あ
る
池
田
分
校
に
は
配
置

さ
れ
ず
、
国
語
国
文
学
教
室
と
同
じ
天
王
寺
分
校
に
配
置
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
生
じ
て
い
た（

（3
（

。

大
学
名

課
程
名

教
員
名
（
勤
務
開
始
年
月
）

大
阪
学
芸
大
学

（
現
在
の
大
阪
教
育
大
学
）
昭
和
24
年
5
月　

学
芸
学
部 

中
学
校
教
員
養
成
課
程 

国
語
専
攻

昭
和
25
年
4
月　

学
芸
学
部 

中
学
校
教
員
養
成
課
程 

美
術
学
科

狩
田
巻
山
（
昭
和
24
年
5
月
）

水
島
鶴
山
（
昭
和
24
年
5
月
）

杉
岡
華
邨
（
昭
和
24
年
5
月
）

井
上
青
香
（
昭
和
24
年
5
月
）

京
都
学
芸
大
学

（
現
在
の
京
都
教
育
大
学
）
昭
和
24
年
5
月　

学
芸
学
部 

教
育
部 

中
学
校
教
員
養
成
課
程 

美
術
科

安
達　

茂
（
昭
和
24
年
5
月
）

大
河
内
鳧
東
（
昭
和
25
年
4
月
）

千
葉
大
学

昭
和
24
年
5
月　

学
芸
学
部 

教
育
部 

中
学
校
教
員
養
成
課
程 

美
術
科

昭
和
25
年
4
月　

教
育
学
部 

教
育
部 

中
学
校
教
員
養
成
課
程 

美
術
科 

浅
見
喜
舟
（
昭
和
24
年
5
月
）

高
沢
南
総
（
昭
和
24
年
5
月
）

東
京
教
育
大
学

（
現
在
の
筑
波
大
学
）

昭
和
32
年
4
月　

教
育
学
部 

芸
術
学
科 　

※
「
書
学
」
と
し
て
加
入

水
島
修
三
（
昭
和
27
年
3
月
）

上
条
信
山
（
昭
和
31
年
8
月
）

西
川　

寧
（
昭
和
34
年
8
月
）

広
島
大
学

昭
和
24
年
5
月　

教
育
学
部 

中
学
校
教
育
科
・
高
等
学
校
教
育
科 

国
語
科 

井
上
桂
園
（
昭
和
24
年
5
月
）

【
表
4
】
本
稿
で
言
及
す
る
書
道
講
座
を
有
す
る
大
学
（
昭
和
20
・
30
年
代
）

※
各
大
学
史
の
う
ち
、
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。

•

『
大
阪
教
育
大
学
教
室
沿
革
史
』
大
阪
教
育
大
学
一
二
〇
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
六
年

•

『
京
都
教
育
大
学
百
二
十
年
史
』
京
都
教
育
大
学
、
二
〇
〇
一
年

•

『
百
年
史
―
千
葉
大
学
教
育
学
部
―
』
千
葉
大
学
教
育
学
部
百
年
史
刊
行
会
、
一
九
八
一
年

•

『
東
京
教
育
大
学
百
年
史
』
日
本
図
書
文
化
協
会
、
一
九
七
八
年

•

『
広
島
大
学
二
十
五
年
史 

部
局
史
』
広
島
大
学
、
一
九
七
七
年
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【
表
3
】
に
示
し
た
通
り
、
書
道
を
専
門
に
学
ぶ
「
特
別
教
科
（
書
道
）
教
員
養
成
課
程
」
を
有
す
る
大
学
は
、
愛
知
学
芸

大
学
、
東
京
学
芸
大
学
、
奈
良
学
芸
大
学
、
新
潟
大
学
、
福
岡
学
芸
大
学
の
五
校
で
あ
っ
た
。
五
校
の
課
程
の
設
立
年
に
は

差
異
が
あ
り
、
徐
々
に
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
経
緯
が
窺
え
る
。
特
に
新
潟
大
学
の
課
程
設
立
は
、
石
橋
犀
水
の
多
年
の
宿
願

と
し
て
大
学
の
評
議
員
会
、
教
授
会
に
て
提
案
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
わ
れ（

（3
（

、
大
学
史
に
も
「
従
来
か
ら
音
楽
と
書
道
の
特

設
課
程
を
要
求
」
さ
れ
て
い
た
関
係
上
で
実
現
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

ま
た
、
奈
良
教
育
大
学
の
乾
鍵
堂
は
、
早
く
か
ら
「
特
別
教
科
（
書
道
）
教
員
養
成
課
程
」
設
立
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

乾
は
東
京
学
芸
大
学
、
東
京
教
育
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
比
較
検
討
し
て
、
文
部
省
に
課
程
設
立
の
概
算
要
求
事
項
を
提

出
し
て
お
り
、
設
立
を
巡
っ
て
は
広
島
大
学
と
競
合
し
た
が
、
最
終
的
に
奈
良
教
育
大
学
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う（

（3
（

。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
例
え
ば
東
京
学
芸
大
学
の
田
辺
古
邨
が
「
大
学
に
独
立
し
た
書
道
講
座
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
は
書
道
教
育
の
将
来

を
明
る
く
し
て
く
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に（

（3
（

、
当
時
の
書
道
界
で
は
「
特
別
教
科
（
書
道
）
教
員
養
成
課
程
」
設
立
を

喜
ぶ
者
が
多
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
特
別
教
科
（
書
道
）
教
員
養
成
課
程
」
が
設
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
道
の
学
問
的
、
教
育
的
な
研

究
の
推
進
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
東
京
学
芸
大
学
の
「
特
別
教
科
（
書
道
）
教
員
養
成

課
程
」
が
設
立
さ
れ
よ
う
と
す
る
頃
、
文
部
省
大
学
学
術
局
視
学
官
で
日
本
書
道
教
育
学
会
（
次
章
で
後
述
）
の
賛
助
員
で

あ
っ
た
上
野
芳
太
郎
が
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る（

（4
（

。

今
ま
で
は
書
道
の
教
育
な
り
、
研
究
な
り
に
つ
い
て
大
学
に
お
い
て
専
門
的
組
織
的
な
課
程
を
も
つ
て
行
う
と
い
う
こ

と
は
な
か
つ
た
。
高
等
師
範
学
校
等
若
干
の
学
校
に
お
い
て
は
片
手
間
に
書
道
を
履
修
す
る
学
生
は
あ
つ
て
も
、
書
道

を
専
攻
し
て
学
士
号
を
受
け
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
か
つ

（
マ
マ
）た

書
道
学
科
等
と
い
う
も
の
は
、
大
学
教
育
の
範
疇
に
は

入
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
書
道
教
育
は
高
等
教
育
に
お
い
て
は
余
り
行
わ
れ
な
か
つ
た
…
…
新
し
い
大

学
に
お
け
る
書
道
の
研
究
、
教
員
の
養
成
は
従
来
や
や
も
す
れ
ば
封
建
的
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
き
た
書
道
界
の
伝
統

に
対
し
、
清
新
の
気
を
吹
き
込
み
、
そ
の
民
主
化
を
図
る
と
共
に
、
そ
の
芸
術
的
学
問
的
教
育
的
な
水
準
を
飛
躍
的
に

高
め
て
行
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
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第
二
節
　
東
京
芸
術
大
学
・
東
京
教
育
大
学
へ
の
書
道
科
設
立
に
関
す
る
請
願

　

こ
の
よ
う
に
、
新
制
大
学
に
は
書
道
教
員
養
成
課
程
が
設
立
・
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
本
節
で
は
そ
の
背
景
と
し
て
書

家
達
に
よ
る
請
願
提
出
が
関
連
し
て
い
た
こ
と
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　

大
学
に
お
け
る
書
道
教
育
振
興
に
関
す
る
請
願
は
、【
表
1
】
の
網
掛
部
分
に
示
し
て
い
る
。
網
掛
部
分
を
通
覧
す
る
と
、

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
の
新
制
大
学
の
設
立
が
決
定
し
た
頃
、
大
学
の
書
道
科
設
立
が
初
め
て
請
願
さ
れ
た
こ
と
が
窺

え
る
。
五
月
に
豊
道
春
海
が
代
表
と
し
て
「
新
制
大
学
に
書
道
科
設
置
に
関
す
る
請
願
」
を
衆
議
院
へ
提
出
し
、翌
月
に
は
、

書
道
教
育
振
興
協
議
会
と
し
て
、
同
じ
く
豊
道
が
代
表
と
し
て
「
新
制
大
学
の
科
目
中
に
書
道
科
を
設
置
す
る
こ
と
に
関
す

る
請
願
」
を
参
議
院
へ
提
出
し
た
。
こ
の
二
つ
の
請
願
で
は
、
い
ず
れ
も
書
道
は
「
至
高
の
芸
術
」
と
し
て
「
日
本
文
化
建

設
」
に
資
す
る
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
、
書
道
科
設
立
を
求
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
請
願
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
大
学
へ
の
書
道
科
設
立
を
希
望
す
る
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
請
願

に
関
わ
る
国
会
会
議
録
を
実
見
す
る
と
、
五
月
三
一
日
の
会
議
に
お
い
て
、
前
出
の
水
谷
昇
が
請
願
要
旨
を
「
新
制
大
学
中
、

美
術
学
校
、
音
楽
学
校
を
合
併
し
て
編
成
せ
ら
る
べ
き
大
学
及
び
高
等
師
範
学
校
が
改
め
ら
れ
て
設
立
せ
ら
れ
る
大
学
の
科

別
編
成
に
際
し
、
文
化
国
家
の
発
展
に
資
す
る
た
め
そ
の
一
科
に
書
道
科
を
特
設
」、「
芸
術
面
並
び
に
教
育
面
に
お
け
る
最

高
の
学
府
に
お
い
て
書
道
科
を
特
設
」
さ
れ
た
い
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
つ
ま
り
、
当
初
の
時
点
で
は
、

書
家
達
は
特
に
東
京
芸
術
大
学
と
東
京
教
育
大
学
へ
の
書
道
科
設
立
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

水
谷
は
、
東
京
芸
術
大
学
へ
の
書
道
科
設
立
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
は
、「
さ
き
に
日
本
芸
術
院
の
中
に
書
家
を
会
員
と

し
て
あ
げ
ら
れ
、
最
近
日
展
に
も
書
道
を
取
上
げ
ん
と
さ
れ
て
い
る
現
在
、
書
道
芸
術
の
研
究
機
関
、
書
家
の
養
成
機
関
と

し
て
專
攻
の
大
学
を
も
つ
こ
と
は
、
現
今
の
文
教
の
上
か
ら
当
然
」
と
説
明
し
て
お
り
、
日
本
芸
術
院
・
日
展
（
日
本
美
術

展
覧
会
）
へ
の
書
道
の
加
入
を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
点
も
特
筆
さ
れ
る
。
当
時
、
書
道
振
興
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
日
展
加

入
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
が（

（4
（

、
そ
の
加
入
が
叶
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
大
学
の
書
道
科
設
立
も
推
進
し
よ
う
と
す
る

書
家
達
の
姿
勢
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
水
谷
は
「
書
道
の
研
究
は
も
つ
ぱ
ら
民
間
に
任
せ
て
、
国
家
と
し
て
こ
れ
が
研
究
養
成
の
機
関
を
も
た
な
か
つ
た
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こ
と
は
、
大
き
な
過
誤
」
と
発
言
し
て
お
り
、
大
学
の
書
道
科
に
「
研
究
機
関
」
と
し
て
の
役
割
を
求
め
て
い
た
こ
と
も
窺

え
る
。
こ
れ
ら
の
水
谷
の
発
言
に
対
し
て
、
文
部
事
務
官
・
米
原
穰
は
「
書
道
の
重
要
性
を
十
分
考
え
ま
し
て
、
美
術
学
校

が
大
学
に
な
り
ま
し
た
場
合
に
そ
の
中
に
置
く
べ
き
で
あ
る
か
、
ま
た
将
来
各
地
に
お
そ
ら
く
設
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
ま
す
と
こ
ろ
の
教
員
養
成
の
方
面
の
大
学
の
中
に
置
く
べ
き
で
あ
る
か
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
十
分

に
研
究
い
た
し
ま
し
て
、
御
趣
旨
に
副
い
た
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
書
道
科
を
東
京
芸
術
大
学
か
教
育
系
大
学
に
設
立
す

る
か
検
討
す
る
余
地
を
残
し
た
。
そ
の
後
、
七
月
五
日
の
会
議
で
は
、
同
じ
く
水
谷
が
東
京
芸
術
大
学
と
東
京
教
育
大
学
へ

の
書
道
科
設
立
の
請
願
趣
旨
を
説
明
し
、
結
果
と
し
て
採
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
二
校
へ
の
書
道
科
設
立
は
進

め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
結
果
に
関
し
て
、
翌
年
五
月
一
二
日
の
国
会
会
議
録
を
実
見
す
る
と
、「
国
立
学
校
設
置
法
案
」
を
議
論
し
て
い
る

際
、
水
谷
昇
が
昨
年
採
択
さ
れ
た
書
道
科
設
立
の
件
を
話
題
に
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
文
部
省
学
校
教
育
局
長
・
日

高
第
四
郎
が
「
各
府
県
の
学
芸
大
学
も
し
く
は
教
育
学
部
等
に
つ
い
て
は
、
講
座
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
自
習
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
芸
術
大
学
の
中
に
は
、
書
道
は
入
つ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
美
術
学
校
そ
の

も
の
の
中
か
ら
、
そ
う
い
う
案
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
入
つ
て
お
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
」
と
説
明
す

る
場
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

続
け
て
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
に
は
、
愛
知
県
立
明
和
高
等
学
校
・
石
黒
美
代
三
郎
が
「
高
等
学
校
書
道
教
員
養

成
機
関
拡
充
強
化
に
関
す
る
請
願
」
を
衆
議
院
へ
提
出
し
、
具
体
的
に
「
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
中
部
日
本
、
近
畿
、
四

国
、
中
国
、
九
州
の
八
地
域
の
各
学
芸
大
学
に
書
道
教
員
の
養
成
機
関
を
設
置
さ
れ
た
い
」
と
求
め
た
。
石
黒
は
参
議
院
へ

も
「
書
道
教
育
振
興
に
関
す
る
請
願
」
を
提
出
し
、「
現
在
日
本
の
大
学
で
書
道
の
高
等
学
校
教
員
を
養
成
で
き
る
の
は
、
東

京
学
芸
大
学
と
新
潟
大
学
の
わ
ず
か
二
校
の
み
」
の
た
め
「
高
等
学
校
書
道
教
員
養
成
機
関
の
拡
充
強
化
を
図
ら
れ
た
い
」

と
求
め
て
い
る
。
こ
の
請
願
を
受
け
て
、
国
会
で
は
同
年
五
月
二
九
日
に
議
論
が
展
開
さ
れ
、
再
び
水
谷
昇
は
以
下
の
よ
う

に
発
言
し
た
。

こ
の
ほ
ど
来
私
か
ら
芸
術
大
学
に
書
道
科
を
設
置
す
る
こ
と
を
学
長
並
び
に
村
田
美
術
学
部
長
に
交
渉
し
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
村
田
美
術
学
部
長
の
方
で
も
こ
の
必
要
を
認
め
ま
し
て
、
前
期
の
二
箇
年
に
お
い
て
そ
う
い
う
書
道
科
を
設
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置
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
芸
術
大
学
の
教
室
が
不
足
を
し
て
お
る
よ
う
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
の
点
を
文
部
省
に
お
い
て
も
ひ
と
つ
考
慮
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
、

書
道
の
教
員
の
養
成
を
は
か
り
た
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
書
家
達
は
新
制
大
学
の
設
立
当
初
は
特
に
東
京
芸
術
大
学
と
東
京
教
育
大
学
へ
の
書
道
科
設
立
を
求
め

て
い
た
。
東
京
芸
術
大
学
に
書
道
科
を
求
め
る
声
は
多
く（

（4
（

、
東
京
美
術
学
校
・
東
京
芸
術
大
学
講
師
で
あ
っ
た
尾
上
柴
舟
と

石
橋
犀
水
に
よ
る
同
校
へ
の
書
道
科
設
立
運
動
に
関
し
て
筆
者
は
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
き
た
が（

（4
（

、
そ
れ
に
加
え
て
、
日
本
書

道
連
盟
副
会
長
で
あ
り
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
水
谷
昇
も
、
書
家
達
の
請
願
に
添
い
な
が
ら
、
同
校
に
直
接
交
渉
を
展
開
し

て
い
た
様
相
が
新
た
に
窺
え
た
。
さ
ら
に
、
石
橋
犀
水
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
通
り
、
前
出
の
書
道
教
育
振
興
協
議

会
（
Ｄ
）
と
し
て
も
尽
力
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（

（4
（

。

新
制
大
学
の
書
道
と
し
て
は
、
東
京
芸
術
大
学
（
美
校
、
音
校
）
東
京
教
育
大
学
（
文
理
大
）
女
子
大
学
（
女
子
師
）
等

に
於
て
は
「
書
道
」
科
は
殆
ど
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
此
の
点
に
於
て
は
昨
年
［
一
九
四
八
年
］
来
振
興
協
議
会
と
し

て
も
随
分
手
を
尽
し
た
が
そ
の
実
現
に
至
ら
な
つ

（
マ
マ
）た

の
は
遺
憾
千
万
で
あ
る

　

結
局
、
東
京
芸
術
大
学
に
書
道
科
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
東
京
教
育
大
学
に
は
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）

に
書
道
の
専
任
教
員
が
常
置
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
翌
年
か
ら
芸
術
学
科
に
「
書
学
」
が
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

（4
（

。
こ

れ
は
、
か
ね
て
よ
り
尾
上
柴
舟
、
豊
道
春
海
、
上
条
信
山
等
が
東
京
教
育
大
学
の
書
道
科
設
置
を
強
く
要
望
し
て
い
た
も
の

が
正
式
決
定
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

第
三
節
　
大
学
の
書
道
科
拡
充
に
関
す
る
請
願

　

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
以
来
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
の
国
会
会
議
録
で
は
、
大
学
の
書
道
科
設
置
に
関
す
る
発
言
は

管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
章
で
述
べ
た
通
り
、
書
家
達
は
大
学
書
道
科
設
置
・
拡
充
に
関
す
る
請
願
提
出

自
体
は
続
け
て
い
る
（【
表
1
】
網
掛
部
分
）。

　

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
か
ら
同
二
九
年
（
一
九
五
四
）
ま
で
は
、「
書
道
教
育
実
施
に
関
す
る
請
願
」、「
書
道
教
育
改

革
に
関
す
る
請
願
」
を
多
数
提
出
し
、
大
学
の
書
道
科
目
の
必
修
化
や
書
道
教
員
養
成
機
関
の
設
置
・
拡
充
を
求
め
た
。
ま
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た
、
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
の
「
教
育
書
道
振
興
に
関
す
る
請
願
」
で
は
、
大
学
の
小
学
校
教
員
養
成
課
程
に
つ
い
て
、

「
音
楽
、
図
工
を
一
般
教
養
と
し
て
技
能
実
習
し
て
い
る
が
、
習
字
に
関
し
て
は
な
ん
ら
の
実
習
も
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た

習
字
は
今
日
の
全
教
科
教
員
に
は
そ
の
指
導
力
が
な
い
の
で
、
小
学
校
習
字
科
教
員
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
」
を
求
め
て
い

る
。

　

加
え
て
、
同
三
九
年
（
一
九
六
四
）
の
「
毛
筆
書
写
の
必
修
に
関
す
る
請
願
外
一
件
」
で
は
、「
一
般
教
育
科
目
と
し
て
、

全
学
生
に
、
職
能
教
育
と
し
て
書
道
を
必
修
さ
せ
る
こ
と
」
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
同
三
九
年
（
一
九
六
四
）
に
は
、
全
日

本
書
道
教
育
研
究
会
（
次
章
で
後
述
）
と
し
て
上
条
信
山
が
代
表
し
て
「
小
、中
学
校
に
お
け
る
書
写
、書
道
教
育
振
興
等
に

関
す
る
請
願
」
を
提
出
し
、
書
道
教
員
養
成
機
関
の
充
実
改
善
と
し
て
、「
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
高
等
学
校
書
道
科
教
員
養

成
の
「
特
設
書
道
教
員
養
成
課
程
」
を
置
く
こ
と
」
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
書
家
達
は
小
中
学
校

の
毛
筆
習
字
の
教
育
充
実
と
関
連
さ
せ
る
形
で
、
大
学
の
書
道
教
育
拡
充
を
も
請
願
し
て
い
っ
た
様
相
が
読
み
取
れ
る
の
で

あ
る
。

　
　
　

第
三
章
　
書
道
の
研
究
機
関
の
設
立

　
　
　
　
　

第
一
節
　
日
本
教
育
大
学
協
会
第
二
部
会
書
道
部
門
の
設
立

　

続
け
て
、
大
学
の
書
道
教
員
養
成
課
程
の
設
立
に
伴
い
、
書
道
教
育
・
書
道
史
に
関
す
る
各
研
究
機
関
（
日
本
教
育
大
学
協

会
第
二
部
会
書
道
部
門
・
全
日
本
書
道
教
育
研
究
会
・
全
国
大
学
書
道
学
会
）
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
と
そ
の
背
景
を
探
っ

て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
書
道
教
育
部
門
の
研
究
会
を
持
つ
日
本
教
育
大
学
協
会
（
以
下
、
教
大
協
）
は
、
新
制
大
学
設
立
に
伴
っ
て
昭
和

二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
設
立
さ
れ
た（

（4
（

。
教
大
協
の
目
的
は
、「
大
学
及
び
学
部
の
質
的
向
上
と
、
教
育
に
関
す
る
学
術
の
発

達
を
図
り
、
わ
が
国
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
」
で
あ
り（

（4
（

、
会
員
は
国
立
大
学
の
教
育
学
部
と
教
員
養
成
大
学
・
学
部

と
す
る
。
事
業
と
し
て
、
教
員
養
成
大
学
の
基
準
に
関
す
る
研
究
改
善
、
教
員
養
成
に
関
す
る
内
外
の
資
料
調
査
、
現
職
者

教
育
の
振
興
、「
研
究
集
会
」
等
の
開
催
等
を
掲
げ
た
。
教
大
協
は
第
一
部
、
第
二
部
、
第
三
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
書
道
教
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育
部
門
は
第
二
部
に
あ
る
。
設
立
当
初
の
教
大
協
の
規
約
に
よ
る
と
、
第
二
部
は
大
学
の
教
授
、
助
教
授
、
講
師
、
助
手
か

ら
成
り
、「
主
と
し
て
教
育
の
理
論
及
び
実
際
に
関
す
る
研
究
、
教
授
内
容
及
び
学
生
の
補
導
に
関
す
る
調
査
研
究
、
並
び
に

こ
れ
が
改
善
に
あ
た
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

教
大
協
の
活
動
記
録
に
は
、
数
学
教
育
や
理
科
教
育
等
の
全
国
規
模
の
学
会
結
成
に
は
、
教
大
協
が
関
わ
り
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
設
立
の
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
の
よ
う
に
、
教

大
協
と
共
同
で
活
動
を
お
こ
な
う
学
会
も
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
全
国
大
学
書
道
学
会
も
ま
た
、
教
大
協
と

関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
結
成
さ
れ
、
教
大
協
設
立
は
書
道
の
学
会
設
立
の
端
緒
と
も
い
え
る
。

　

大
学
書
道
学
会
は
、
石
橋
犀
水
の
日
本
書
道
教
育
学
会（

（4
（

と
協
働
し
た
側
面
が
あ
り
、
日
本
書
道
教
育
学
会
の
機
関
誌
『
書

学
』
に
大
学
書
道
学
会
の
概
要
や
研
究
成
果
が
掲
載
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（

（4
（

、
教
大
協
第
二
部
会

の
書
道
部
門
（
以
下
、
二
部
会
）
の
初
期
活
動
も
、
日
本
書
道
教
育
学
会
の
『
不
二
』
に
一
部
掲
載
、『
書
学
』
に
毎
年
掲
載

さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
『
不
二
』
を
実
見
す
る
と
、
例
え
ば
第
一
回
の
「
研
究
大
会
」
と
し
て
は
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
に

奈
良
学
芸
大
学
で
開
催
さ
れ
た（

（5
（

。
新
潟
大
学
・
石
橋
犀
水
の
「
書
道
（
習
字
）
科
独
立
の
根
拠
」、
大
阪
学
芸
大
学
・
杉
岡
華

邨
の
「
源
氏
物
語
に
あ
ら
わ
れ
た
書
道
」、
奈
良
学
芸
大
学
・
辻
本
史
邑
の
「
墨
色
の
美
」
と
「
集
帖
に
た
い
す
る
見
解
」
等

の
「
研
究
発
表
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
研
究
発
表
は
書
道
教
育
中
心
だ
が
、
書
道
史
に
関
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
古
梅
園
や

奈
良
図
書
館
等
の
見
学
も
催
さ
れ
、
二
七
名
が
参
加
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
研
究
大
会
で
は
書
展
も
併
催
さ
れ
、
一

部
作
品
は
『
不
二
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
初
よ
り
研
究
発
表
や
講
演
会
、
見
学
等
に
書
展
が
併
催
し
た
形
式

で
、
現
在
の
全
国
大
学
書
道
学
会
の
形
式
と
近
似
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
部
会
は
文
部
省
へ
の
運
動
も
展
開
し
て
お
り
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
に
は
二
部
会
代
表
者
の
石
橋
犀
水
、

井
上
桂
園
、
田
辺
古
邨
、
浅
見
喜
舟
が
、
教
員
養
成
大
学
書
道
科
担
当
者
と
し
て
、
文
部
省
に
習
字
科
独
立
の
意
見
を
提
出

し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る（

（5
（

。
当
時
、
小
学
校
の
毛
筆
習
字
復
活
、
必
須
化
、
独
立
化
等
、
学
校
教
育
の
振
興
に
は
、
理
論
的
根

拠
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
例
え
ば
第
一
回
大
会
の
石
橋
犀
水
の
研
究
発
表
「
書
道
（
習
字
）
科
独
立

の
根
拠
」
に
も
表
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（5
（

。
二
部
会
総
会
や
『
不
二
』
誌
上
で
は
、
国
語
科
か
ら
の
独
立
の
具
体
的
根
拠
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（
東
洋
書
道
の
用
美
一
体
、
芸
術
と
し
て
の
特
徴
、
時
間
的
都
合
、
教
員
養
成
課
程
の
不
充
実
に
伴
う
学
校
現
場
状
況
、
情
操
陶
冶
）

に
つ
い
て
以
前
よ
り
議
論
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
結
果
が
文
部
省
へ
の
意
見
提
出
に
結
実
し
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　

第
二
節
　
全
日
本
書
道
教
育
研
究
会
の
設
立　

　

続
い
て
、
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
に
は
全
日
本
書
道
教
育
研
究
会
（
以
下
、
全
書
研
）
が
設
立
さ
れ
た（

（5
（

。
全
書
研
は
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
の
全
校
種
を
統
合
し
た
全
国
的
な
一
大
組
織
と
し
て
、
書
道
の
研
究
と
振
興
を
目
指
し

た
。
初
代
会
長
は
高
坂
正
顕
、
役
員
は
石
橋
柴
舟
、
伊
東
参
州
、
田
辺
古
邨
、
上
条
信
山
、
浅
見
喜
舟
、
種
谷
扇
舟
等
、
大

学
教
員
が
多
く
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
理
事
長
は
伊
東
か
ら
田
辺
、
石
橋
、
上
条
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。

　

全
書
研
設
立
の
経
緯
と
し
て
は
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
改
訂
を
契
機
に
、
全
国
の
書
道

教
育
者
が
団
結
し
、
翌
年
、
都
立
目
黒
高
校
で
「
日
本
書
道
教
育
連
盟
結
成
準
備
会
（
仮
称
）」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
の
教
員
七
〇
名
が
参
加
し
た（

（5
（

。
同
年
に
「
全
日
本
書
道
教
育
研
究
会
」
と
し
て
東
京
国
立

博
物
館
で
結
成
大
会
が
開
催
さ
れ
、
一
八
〇
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
時
、
書
道
教
育
の
理
論
を
全
校
種
を
通
じ
て
体
系
付
け

る
こ
と
、
書
道
教
育
の
理
念
と
方
法
の
全
国
的
な
統
一
を
図
る
こ
と
等
を
本
会
の
目
的
に
設
定
し
た
。

　

上
条
信
山
は
戦
後
の
毛
筆
習
字
復
活
運
動
に
つ
い
て
、
昭
和
二
〇
年
代
は
全
日
本
書
道
連
盟
、
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）

以
降
は
全
書
研
が
担
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（5
（

。
確
か
に
、【
表
1
】
に
示
し
た
通
り
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
年
に
は
、

全
書
研
と
し
て
上
条
が
代
表
者
と
な
っ
て
「
小
、
中
学
校
に
お
け
る
書
写
、
書
道
教
育
振
興
等
に
関
す
る
請
願
」
を
提
出
し

て
い
る
。
こ
の
時
、
書
道
教
育
振
興
の
請
願
内
容
を
六
項
目
に
整
理
し
た
上
で
、
最
後
に
請
願
の
理
由
付
け
を
お
こ
な
っ
た

点
は
、
そ
れ
以
前
の
請
願
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
特
徴
で
あ
り
、
書
道
教
育
の
理
論
の
体
系
付
け
の
必
要
性
を
求
め
た
会
の

理
念
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
実
際
、
こ
の
請
願
の
六
項
目
は
、
同
年
に
大
分
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
大
会
で
の
「
大
会

決
議
」
と
同
内
容
で
あ
る
と
同
時
に
、
上
条
は
大
会
閉
会
式
に
お
い
て
、
全
書
研
の
使
命
を
再
確
認
し
て
外
部
に
向
か
っ
て

強
力
に
働
き
か
け
た
い
旨
を
述
べ
て
お
り
、
こ
の
「
大
会
決
議
」
に
よ
っ
て
請
願
提
出
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る（

（5
（

。



83 戦後の書道界における高等教育・研究機関の整備とその背景

　
　
　
　
　

第
三
節
　
全
国
大
学
書
道
学
会
の
設
立

　

こ
の
全
書
研
設
立
の
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）、
時
を
同
じ
く
し
て
全
国
大
学
書
道
学
会
が
二
部
会
と
同
時
開
催
と
な
っ

て
開
始
さ
れ
た
。
学
会
設
立
の
端
緒
と
し
て
は
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
に
二
部
会
総
会
が
熊
本
大
学
で
開
催
さ
れ
た

折
、
二
部
会
の
拡
充
強
化
に
関
し
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
書
道
学
会
を
二
部
会
と
二
本
立
て
で
表
裏
一
体
の
関
係
に
置
く
原

案
が
作
成
さ
れ
た（

（5
（

。
こ
の
総
会
中
に
、
学
会
は
研
究
を
中
心
に
、
二
部
会
は
教
育
推
進
法
を
中
心
に
す
る
提
案
が
あ
っ
た
。

学
会
の
名
称
を
全
国
大
学
書
道
学
会
と
し
、
会
員
を
国
立
大
学
の
書
道
教
員
、
同
附
属
校
の
書
道
教
員
、
私
立
大
学
の
書
道

教
員
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
学
会
設
立
準
備
委
員
と
し
て
は
、
田
辺
古
邨
、
鈴
木
竹
影
、
伊
東
参
州
、
石
橋
犀
水
、
浅

見
喜
舟
、
服
部
北
蓮
が
委
嘱
さ
れ
た
。
最
終
的
に
は
、
幹
事
長
を
田
辺
古
邨
、
常
任
幹
事
を
鈴
木
竹
影
、
伊
東
参
州
、
石
橋

犀
水
、
服
部
北
蓮
が
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幹
事
長
は
田
辺
古
邨
か
ら
石
橋
犀
水
、
井
上
桂
園
、
狩
田
巻
山
、
伊
東
参
舟
、

続
木
湖
山
、
吉
田
鷹
村
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。

　

設
立
時
の
「
規
約
」
に
は
、「
書
道
の
研
究
お
よ
び
書
道
教
育
の
振
興
に
つ
と
め
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
を
も
っ

て
目
的
と
す
る
」
と
記
さ
れ
、
事
業
と
し
て
は
研
究
発
表
会
、
書
作
品
展
覧
会
、
講
演
会
、
研
究
紀
要
の
発
行
等
が
挙
げ
ら

れ
た
。
団
体
名
に
「
学
会
」
の
名
を
冠
し
、
事
業
に
「
研
究
発
表
会
」
を
入
れ
た
の
は
、
学
術
的
、
教
育
的
研
究
に
関
心
を

寄
せ
て
い
た
田
辺
古
邨
、
石
橋
犀
水
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り（

（5
（

、
実
際
に
当
時
の
研
究
発
表
会
で
は
書
道

史
、
書
道
教
育
史
、
書
道
教
員
養
成
に
関
す
る
発
表
等
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

石
橋
犀
水
に
よ
る
と
、
学
会
設
立
の
理
由
は
、
二
部
会
が
国
立
大
学
教
員
の
み
の
参
加
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
全
国

の
私
立
大
学
教
員
や
非
常
勤
講
師
も
参
加
可
能
な
会
と
し
て
規
模
拡
大
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う（

（5
（

。
学
会
設
立
へ
の
動

き
は
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
の
第
二
回
二
部
会
の
総
会
で
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
会
則
草
案
ま
で
出
来
て
い
た
が
、

時
期
尚
早
論
が
持
ち
上
が
り
、
ま
ず
は
二
部
会
が
成
果
を
上
げ
た
後
に
学
会
設
立
へ
と
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
石
橋
は

推
測
し
て
い
る
。

　

研
究
誌
に
関
し
て
は
、
先
述
の
通
り
、
日
本
書
道
教
育
学
会
の
『
書
学
』
で
毎
年
の
大
会
が
特
集
さ
れ
、
こ
の
特
集
紙
面

を
使
用
し
て
、
二
部
会
の
内
容
を
含
め
て
『
全
国
大
学
書
道
学
会
研
究
報
告
』
と
し
て
発
行
・
配
布
し
て
い
た（

（6
（

。
各
年
の
大
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会
概
要
は
『
書
学
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
本
節
で
は
特
に
大
学
の
課
程
に
関
す
る
議
論
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
の
京
都
大
会
で
は
、
二
部
会
に
お
い
て
「
書
道
部
門
を
廃
止
す
る

方
向
」
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
書
道
部
門
と
し
て
対
策
を
と
る
べ
く
、「
全
国
各
大
学
に
於
け
る
書
道
の
所
属
（
位
置
付
け
）
内

容
等
の
現
況
調
査
」
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る（

（6
（

。
そ
の
後
、
同
三
八
年
（
一
九
六
三
）
の
富
山
大
会
で
は
「
書

道
教
育
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
安
達
嶽
南
や
上
条
信
山
が
書
道
教
育
の
目
標
等
、
根
本
的
で
本
質
的
な
問
題
を

協
議
・
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
発
言
し
、
書
道
が
国
語
科
で
は
な
く
芸
術
科
と
し
て
独
立
す
る
た
め
に
は
強
い
「
理

論
的
根
拠
」
が
必
要
と
結
論
付
け
て
い
る
。
翌
年
の
埼
玉
大
会
で
は
、
引
き
続
き
「
大
学
書
道
の
位
置
と
内
容
」
と
「
中
学

校
の
習
字
を
独
立
課
目
と
す
る
理
論
的
根
拠
」
が
協
議
さ
れ
た（

（6
（

。
こ
こ
で
、
杉
岡
華
邨
は
書
道
を
芸
術
と
捉
え
な
い
向
き
が

あ
る
の
は
理
論
付
け
に
不
備
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
発
言
し
、こ
の
点
が
教
科
と
し
て
の
独
立
科
に
関
わ
る
と
指
摘
し
た
。

大
学
で
は
、
免
許
法
上
の
面
か
ら
書
道
を
国
語
科
に
入
れ
て
お
い
た
方
が
良
い
と
い
う
意
見
と
、
美
術
科
、
芸
術
科
に
入
れ

る
べ
き
と
い
う
意
見
に
分
か
れ
た
が
、
最
終
的
に
決
を
採
っ
た
結
果
と
し
て
、
総
数
四
四
票
の
う
ち
美
術
科
は
三
七
票
、
国

語
科
は
五
票
、
い
ず
れ
も
不
可
が
二
票
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
さ
ら
に
、
美
術
科
、
芸
術
科
加
入
へ
の
理
論
的
根
拠
に
関
し
て
、

書
道
の
特
性
が
議
論
さ
れ
、
上
条
は
書
道
を
「
人
間
形
成
」
と
「
情
操
教
育
」
に
連
な
る
も
の
と
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
内
容

こ
そ
が
、
先
に
触
れ
た
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
の
請
願
内
容
に
反
映
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
全
書
研
の
み

な
ら
ず
、
全
国
大
学
書
道
学
会
に
お
い
て
も
書
道
振
興
の
「
理
論
的
根
拠
」
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
請
願
内
容
を
練
っ
て

い
っ
た
こ
と
が
新
た
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
の
徳
島
大
会
で
は
「
研
究
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
大
学
内
の
一
般
教
育
の
授
業
に

関
し
て
、
音
楽
、
体
育
、
美
術
は
一
般
教
育
に
含
ま
れ
る
が
、
書
道
は
含
ま
れ
な
い
旨
が
協
議
に
挙
が
っ
た（

（6
（

。
翌
年
の
愛
知

大
会
に
お
い
て
も
「
小
学
校
教
員
養
成
課
程
に
於
け
る
書
道
の
実
施
状
況
」
や
「
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
そ
の
内
容
」
を

協
議
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
書
道
教
育
界
の
問
題
と
し
て
大
会
で
議
論
さ
れ
た
内
容
が
、
請
願
内
容
へ
と
反
映
さ
れ
た
面
が

あ
っ
た
こ
と
を
重
ね
て
指
摘
し
て
お
く（

（6
（

。

　

な
お
、
美
術
史
学
史
に
関
す
る
研
究
で
は
、
太
田
智
己
が
特
に
一
九
一
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
、
美
術
史
学
の

学
術
研
究
化
の
過
程
を
追
っ
て
い
る（

（6
（

。
高
等
教
育
の
美
術
史
課
程
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
開
所
の
美
術
研
究
所
（
現
在
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の
東
京
文
化
財
研
究
所
）
等
の
研
究
機
関
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
創
刊
の
『
美
術
史
学
』
等
の
学
術
雑
誌
、
昭
和
二
四
年

（
一
九
四
九
）
創
立
の
美
術
史
学
会
等
の
学
会
組
織
の
成
立
の
経
緯
を
辿
り
、
こ
の
学
術
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
っ
て
専
門
職

業
研
究
者
が
登
場
す
る
と
共
に
、
研
究
費
受
給
体
制
の
構
築
が
進
展
し
た
と
す
る
。
こ
の
美
術
の
状
況
と
比
較
す
る
と
、
大

学
の
教
員
養
成
課
程
に
位
置
し
た
書
道
は
、
書
道
史
研
究
の
み
に
特
化
せ
ず
、
教
育
・
研
究
・
制
作
と
が
分
離
し
な
か
っ
た

点
が
特
性
で
あ
り
、
独
自
の
展
開
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
特
性
は
二
部
会
や
大
学
書
道
学
会
に
書
展
が
併
催
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　

第
四
節
　
書
道
研
究
機
関
に
関
す
る
書
家
達
の
意
見

　

最
後
に
、
書
道
の
高
等
教
育
・
研
究
機
関
の
整
備
に
関
与
し
た
書
家
達
の
意
見
を
一
部
で
は
あ
る
が
紹
介
し
、
機
関
整
備

の
背
景
を
改
め
て
捉
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
本
章
で
取
り
上
げ
た
研
究
機
関
が
整
備
さ
れ
る
以
前
よ
り
、
書
道
教
育
者
の
間
で
は
研
究
団
体
を
必
要
と
す
る
意

見
が
掲
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
例
え
ば
、
新
潟
大
学
・
竹
内
沈
鐘
は
、
書
道
教
育
に
関
し
て
大
学
、
高
等
学

校
、
中
学
校
、
小
学
校
の
大
同
団
結
の
組
織
を
書
道
界
で
自
主
的
に
確
立
し
、
研
究
の
成
果
を
上
げ
る
よ
う
に
し
た
い
と
述

べ
、
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
書
道
教
育
学
会
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
と
実
現
性
が
高
い
こ
と
を
提
案
し
て
い
た（

（6
（

。

　

ま
た
、
書
道
の
研
究
の
体
系
化
が
必
要
と
の
意
見
は
戦
前
よ
り
多
々
散
見
さ
れ
る
が
、
研
究
の
中
で
も
特
に
書
道
教
育
に

関
す
る
研
究
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
富
山
大
学
・
上
原
欣
堂
は
、
毛
筆
習
字
復
活
の
運

動
に
は
、
教
科
目
標
の
確
立
が
肝
要
で
、
教
育
学
者
に
よ
る
教
科
価
値
等
の
研
究
、
哲
学
者
、
美
学
者
に
よ
る
書
道
美
学
、

芸
術
学
の
打
ち
立
て
が
必
要
と
し
た（

（6
（

。
ま
た
、
東
京
学
芸
大
学
・
伊
東
参
州
も
新
教
育
の
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
単
元
教
育

等
、「
新
教
育
と
書
の
多
角
的
研
究
と
に
心
身
を
打
ち
込
ん
で
教
育
体
系
と
指
導
理
念
を
確
立
」
す
る
べ
き
と
説
い
て
い
る（

（6
（

。

さ
ら
に
、
新
潟
大
学
・
石
橋
犀
水
は
、
戦
後
に
大
学
書
道
科
が
設
立
し
、
日
展
に
書
道
が
加
入
し
た
も
の
の
、
書
道
に
関
す

る
理
論
体
系
は
貧
困
で
あ
る
た
め
、
書
道
科
の
内
容
や
目
標
に
普
遍
妥
当
な
理
論
を
導
き
、
書
を
東
洋
芸
術
と
し
て
教
科
内

に
正
当
な
位
置
付
け
を
す
る
こ
と
は
書
道
科
に
課
せ
ら
れ
た
目
下
の
急
務
と
述
べ
て
い
る（

（6
（

。

　

さ
ら
に
、
国
語
科
か
ら
の
独
立
化
に
よ
っ
て
、
大
学
制
度
の
充
実
や
大
学
の
書
道
必
修
化
が
図
ら
れ
る
と
す
る
意
見
も
増
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え
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
伊
東
参
州
は
「
小
学
校
教
員
養
成
の
大
学
で
は
制
度
が
先
行
し
な
い
と
之
れ
に
必
要
な
教

員
が
養
成
さ
れ
な
い
」
と
し
、
習
字
科
が
国
語
科
に
包
含
さ
れ
て
い
て
は
一
部
学
生
が
書
道
を
履
修
す
る
の
み
で
、「
習
字
科

が
独
立
し
な
い
限
り
実
力
の
あ
る
教
員
を
多
数
現
場
に
送
り
出
す
こ
と
は
不
可
能
」
と
述
べ
て
い
る（

（7
（

。
こ
の
よ
う
な
認
識
が

石
橋
犀
水
と
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
石
橋
が
全
書
研
で
発
表
し
た
「
書
道
（
習
字
）
科
独
立
の
根
拠
」
に
も
表
れ
て
い

る（
（7
（

。
小
中
学
校
の
書（

マ
マ
）方

習
字
が
独
立
教
科
で
な
い
為
め
そ
れ
が
免
許
状
法
に
響
い
て
、大
学
の
（
教
員
養
成
の
）
カ（

マ
マ
）

ル
キ
ュ
ラ

ム
が
今
日
ほ
ど
曖
昧
、
不
徹
底
に
な
つ
て
い
る
時
代
は
な
い
。
旧
制
の
師
範
学
校
で
は
全
員
三
ケ
年
書
道
は
必
修
科
目

と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
今
日
の
大
学
、
教
育
学
部
（
学
芸
学
部
）
で
は
国
語
科
志
望
者
の
み
が
何
単
位
か
の
書

道
を
選
択
履
修
す
る
の
み
で
大
半
の
卒
業
生
は
、
文
字
教
育
な
く
し
て
教
壇
に
立
つ
と
云
ふ
の
が
現
実
で
あ
る
。
尚
大

学
の
書
道
は
或
る
学
校
で
は
国
語
に
、
或
る
学
校
で
は
美
術
に
入
る
と
云
つ
た
よ
う
に
そ
の
教
科
の
位
置
が
曖
昧
で
あ

る
。
小
・
中
学
校
の
習
字
書（

マ
マ
）方

が
独
立
す
れ
ば
当
然
免
許
状
法
も
革
め
ら
れ
る
し
、
大
学
の
カ（

マ
マ
）

ル
キ
ュ
ラ
ム
も
確
立
す

る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
、
新
制
大
学
に
書
道
教
員
養
成
課
程
が
設
立
さ
れ
る
に
伴
い
、
書
家
達
は
書
道
教
育
の
地
位
確
立
、

大
学
の
教
員
養
成
課
程
拡
充
を
図
る
た
め
に
、
書
道
教
育
や
書
道
史
の
体
系
的
で
学
術
的
、
教
育
的
な
研
究
の
必
要
性
を
再

認
識
し
た
。
加
え
て
、
大
学
の
教
員
養
成
課
程
の
拡
充
を
図
る
た
め
に
は
、
教
科
と
し
て
習
字
科
独
立
の
必
要
が
あ
り
、
こ

の
習
字
科
独
立
に
は
書
道
の
「
理
論
的
根
拠
」
確
立
の
必
要
が
あ
る
と
書
家
達
は
考
え
た
。
こ
の
二
方
面
の
必
要
性
か
ら
、

書
家
達
は
書
道
の
研
究
機
関
を
急
速
に
整
備
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
機
関
で
の
協
議
内
容

が
、
国
会
へ
の
請
願
内
容
へ
と
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
の
書
道
教
育
振
興
運
動
の
経
緯
を
詳
細
に
追
い
、
運
動
を
展
開
し
た
団
体
の
理
念
や
方
法
を

探
る
こ
と
で
、
戦
後
の
書
道
界
が
果
た
し
た
高
等
教
育
・
研
究
機
関
の
整
備
の
背
景
に
は
、
戦
前
か
ら
の
書
道
教
育
振
興
運
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動
の
連
続
と
深
化
の
構
造
（【
図
1
】）
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
察
し
た
。
書
家
達
の
通
底
理
念
と
し
て
は
書
道

振
興
が
あ
り
、
特
に
学
校
教
育
振
興
の
た
め
に
は
「
理
論
的
根
拠
」
確
立
が
必
要
と
の
認
識
が
芽
生
え
た
こ

と
、
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て
、
団
体
同
士
の
連
携
と
請
願
提
出
、
協
議
・
研
究
の
場
の
設
立
を
お
こ
な
っ

た
こ
と
を
論
じ
た
。

　

戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
の
書
道
教
育
振
興
運
動
の
連
続
面
と
し
て
は
、
書
道
教
員
と
書
壇
所
属
の
書
家
達
が

「
書
道
振
興
」
を
目
的
に
団
結
し
、
学
校
種
・
地
域
を
跨
ぐ
「
横
断
的
団
体
」
を
設
立
し
つ
つ
、
書
道
を
専
門

に
学
ぶ
場
を
求
め
て
文
部
省
や
帝
国
議
会
・
国
会
へ
請
願
を
提
出
し
て
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
連
続
性
の
中
に
あ
り
つ
つ
、
深
化
し
た
面
と
し
て
は
、
書
道
を
専
門
に
学
ぶ
場
と
し
て
新
制
大
学
へ

の
書
道
科
設
立
を
請
願
し
、
以
来
、
大
学
の
教
員
養
成
課
程
の
設
置
・
拡
充
や
、
書
道
科
目
の
必
修
化
を
請

願
し
て
い
っ
た
点
が
新
た
な
展
開
で
あ
っ
た
。
書
家
達
は
当
初
、東
京
芸
術
大
学
と
東
京
教
育
大
学
（
芸
術
学

科
）
へ
の
書
道
科
設
置
を
求
め
て
お
り
、
こ
の
根
底
に
は
書
を
芸
術
、
東
洋
芸
術
と
捉
え
る
戦
前
か
ら
の
理

念
が
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
教
育
系
大
学
や
教
育
学
部
の
教
員
養
成
課
程
（
国
語
科
・
芸
能
科
・
芸
術
科
・

東
洋
学
科
等
）
に
書
道
講
座
が
設
立
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
書
道
の
体
系
的
で
学
問
的
、
教
育
的

な
研
究
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
小
学
校
の
毛
筆
習
字
復
活
や
必
修
化
、
教
科
と
し
て

の
独
立
化
は
、
当
時
の
書
道
界
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
こ
の
課
題
解
決
に
は
書
道
教
育
の
「
理
論
的
根
拠
」

確
立
が
必
要
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
二
方
面
か
ら
の
必
要
性
に
呼
応
す
る
形
で
、
書
家
達
は

研
究
機
関
を
整
備
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
機
関
に
お
い
て
書
道
教
育
の
「
理
論

的
根
拠
」
が
協
議
さ
れ
、
そ
の
協
議
内
容
が
国
会
へ
の
請
願
内
容
へ
と
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
戦
後
の
研
究
機
関
に
お
い
て
、
毎
年
定
例
の
「
研
究
発
表
」
や
「
研
究
会
」、「
学
会
」
を
催
す
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
、新
た
な
展
開
で
あ
っ
た
。
戦
前
に
教
員
が
書
道
教
育
を
「
協
議
」
す
る
場
を
設
立
し
、

そ
の
後
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
・
日
本
書
道
連
盟
が
単
発
的
に
「
教
育
大
会
」
を
催
し
て
い
た
点
は
、
戦

後
の
研
究
機
関
整
備
へ
と
接
続
す
る
前
段
階
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
書
道
団
体
同
士
の
連
携
、
共
働
の
様
相
が
新
た
に
窺
え
た
が
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
人
員
を
辿
る

【
図
1
】
書
道
教
育
振
興
運
動
の
連
続
と
深
化
（
大
正
期
〜
昭
和
30
年
代
）
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〈
注
〉

（
1
）
奥
山
錦
洞
『
日
本
書
道
教
育
史
』
清
教
社
、
一
九
五
三
年
、
一
七
三
頁
。

（
2
）
前
掲
注
（
1
）
に
同
じ
。

（
3
）
平
山
観
月
『
新
日
本
書
教
育
史
』
有
朋
堂
、
一
九
八
〇
年
。

（
4
）
近
藤
高
史
「
戦
後
書
道
教
育
事
件
控
」『
墨　

現
代
の
書
』
芸
術
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
一
月
、
一
七
六—

一
七
九
頁
。

（
5
）
信
廣
友
江
『
国
民
学
校
「
芸
能
科
習
字
」』
出
版
芸
術
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
6
）
奥
山
錦
洞
『
日
本
書
道
教
育
史
』（
清
教
社
、
一
九
五
三
年
）
で
は
、
戦
後
の
教
育
史
と
し
て
、
大
学
の
書
道
講
座
設
立
と
そ
の
講
座
内
容
が
一

部
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
書
写
・
書
道
教
育
史
資
料
』
第
一
巻
（
東
京
法
令
出
版
、
一
九
八
四
年
）
で
は
、「
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
」
に

よ
る
大
学
の
書
道
教
員
養
成
課
程
設
立
に
触
れ
て
い
る
。

（
7
）『
全
日
本
書
写
書
道
教
育
研
究
会 

創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
全
日
本
書
写
書
道
教
育
研
究
会
、二
〇
〇
九
年
。「「
初
期
の
学
会
活
動
」
第
一
回
座

談
会
」「「
初
期
の
学
会
活
動
」
公
開
座
談
会
」「
全
国
大
学
書
道
学
会
開
催
地
等
一
覧
」『
大
学
書
道
研
究
』
第
九
号
、
全
国
大
学
書
道
学
会
、
二
〇

一
六
年
三
月
。

（
8
） 

拙
稿
「
日
展
第
五
科
（
書
）
の
誕
生
と
そ
の
背
景
」『
大
学
書
道
研
究
』
第
一
二
号
、
全
国
大
学
書
道
学
会
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
五
三—

六
三

頁
。

（
9
）
昭
和
八
年
に
は
文
部
省
主
催
で
東
京
高
等
師
範
学
校
に
て
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
講
師
は
比
田
井
天
来
や
尾
上
柴
舟
、
黒
板
勝
美
、
田
代
秋
鶴
、

鈴
木
翠
軒
等
が
務
め
た
。

（
10
）「
第
一
回
全
国
中
等
学
校
習
字
教
育
協
議
大
会
」
は
、
昭
和
二
年
に
東
京
高
等
師
範
学
校
と
、
大
阪
府
の
「
中
等
学
校
習
字
教
育
研
究
会
」
と
で

共
同
開
催
し
た
（『
学
書
』
第
二
巻
一
号
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
、
一
九
四
九
年
一
月
、
付
録
）。

（
11
）「
全
国
中
等
学
校
習
字
教
育
協
会
生
る
」『
書
道
』
第
一
巻
七
号
、
泰
東
書
道
院
出
版
部
、
一
九
三
二
年
七
月
、
一
一
五
―
一
一
七
頁
。

（
12
）『
不
二
』
第
五
巻
二
号
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
、
一
九
五
四
年
二
月
、
二
六
頁
。

（
13
）
奥
山
錦
洞
「
発
刊
を
祝
す
」『
学
書
』
第
一
巻
一
号
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
、
一
九
四
八
年
一
一
月
、
二
二
頁
。

（
14
）『
不
二
』
第
一
巻
三
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
〇
年
六
月
、
奥
付
。

（
15
）『
学
書
』
第
二
巻
四
号
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
、
一
九
四
九
年
四
月
、
一
六
頁
。

（
16
）
豊
道
春
海
「
小
学
校
習
字
正
科
復
興
に
対
す
る
意
見
」『
学
書
』
第
二
巻
三
号
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
、
一
九
四
九
年
三
月
、
一
三
―
一
四
頁
。

（
17
）「
書
道
教
育
振
興
協
議
会
最
近
の
活
動
状
況
並
に
会
員
各
位
へ
依
頼
の
件
」『
学
書
』
第
二
巻
四
号
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
、
一
九
四
九
年
四

と
、
大
正
期
か
ら
「
文
検
」
な
ど
教
育
制
度
の
改
革
を
図
っ
た
比
田
井
天
来
、
丹
羽
海
鶴
等
の
世
代
か
ら
、
請
願
提
出
運
動

を
展
開
し
た
尾
上
柴
舟
、
豊
道
春
海
等
の
世
代
へ
、
そ
し
て
大
学
教
員
と
な
る
石
橋
犀
水
や
井
上
桂
園
、
浅
見
喜
舟
、
田
辺

古
邨
、
上
条
信
山
等
の
世
代
へ
と
、
書
道
教
育
振
興
運
動
の
担
い
手
が
徐
々
に
変
化
し
て
い
っ
た
様
相
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
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月
、一
三
頁
。
同
号
で
は
、豊
道
春
海
が
書
道
教
育
振
興
協
議
会
委
員
長
と
し
て
「
小
学
校
に
於
て
毛
筆
習
字
の
必
要
な
事
項
」
も
掲
載
し
て
い
る
。

（
18
）
全
書
作
家
連
盟
は
「
全
書
壇
、
全
習
字
教
育
界
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
書
芸
同
憂
愛
好
の
人
士
」
が
団
結
し
、「
斯
道
の
発
展
振
興
に
寄
与
し
、
常

に
会
員
の
融
和
親
睦
を
旨
と
し
、
国
家
の
文
化
に
貢
献
す
る
た
め
明
朗
公
正
な
対
内
外
交
渉
の
見
地
に
立
ち
、
全
書
壇
の
総
意
を
反
映
し
て
、
強
力

な
推
進
体
と
な
る
こ
と
」
を
方
針
と
し
た
。
書
道
教
育
振
興
協
議
会
（
Ｃ
）
と
の
協
力
に
よ
り
、
小
学
校
毛
筆
習
字
復
活
を
目
指
し
て
文
部
省
に
陳

情
書
を
提
出
し
た
。
初
期
の
小
委
員
会
は
豊
道
春
海
、
鈴
木
翠
軒
、
金
子
鷗
亭
、
上
田
桑
鳩
、
柳
田
泰
雲
、
辻
本
史
邑
、
田
中
海
庵
、
田
辺
古
邨
、

高
塚
竹
堂
、
手
島
右
卿
、
松
田
武
夫
で
組
織
し
た
。
外
界
か
ら
の
幹
事
と
し
て
、
前
文
部
次
官
・
有
光
次
郎
、
衆
議
院
議
員
・
水
谷
昇
、
東
京
都
教

育
委
員
副
委
員
長
・
成
田
千
里
等
を
迎
え
入
れ
て
い
る
（『
学
書
』
第
二
巻
一
〇
号
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
、
二
八
―
二

九
・
五
七
―
五
八
頁
）。

（
19
）「
書
品
ニ
ュ
ー
ス
」『
書
品
』
第
一
号
、
東
洋
書
道
協
会
、
一
九
四
九
年
一
二
月
、
六
四
頁
。

（
20
）『
書
壇
』
第
二
四
巻
五
号
、
書
壇
院
、
一
九
五
一
年
五
月
、
一
五
頁
。「
書
品
ニ
ュ
ー
ス
」『
書
品
』
第
一
二
号
、
東
洋
書
道
協
会
、
一
九
五
一
年

一
月
、
六
六
頁
。「
書
品
ニ
ュ
ー
ス
」『
書
品
』
第
一
六
号
、
東
洋
書
道
協
会
、
一
九
五
一
年
五
月
、
六
八
頁
。

（
21
）「
ニ
ュ
ー
ス
」『
不
二
』
第
二
巻
一
号
、
一
九
五
一
年
一
月
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
五
頁
。

（
22
）
帝
国
議
会
・
国
会
の
会
議
録
は
、国
立
国
会
図
書
館
の
「
帝
国
議
会
会
議
録
」（http://teikokugikai-i.ndl.go.jp/

）、「
国
会
会
議
録
」(http://

kokkai.ndl.go.jp/

）。
水
谷
昇
の
他
に
、
文
部
事
務
官
・
日
高
第
四
郎
、
文
教
委
員
会
理
事
・
松
原
一
彦
、
議
員
・
早
稻
田
柳
右
エ
門
が
請
願
を

援
護
す
る
形
で
発
言
し
て
い
る
。

（
23
）『
日
本
書
道
連
盟
会
報
』
第
三
号
、
日
本
書
道
連
盟
、
一
九
五
一
年
八
月
、
一
面
。

（
24
）『
日
本
書
道
連
盟
会
報
』
第
四
号
、
日
本
書
道
連
盟
、
一
九
五
一
年
一
〇
月
、
一
面
。「
ニ
ュ
ー
ス
」『
不
二
』
第
二
巻
一
一
号
、
日
本
書
道
教
育

学
会
、
一
九
五
一
年
一
一
月
、
一
五
頁
。

（
25
）『
日
本
書
道
連
盟
会
報
』
第
一
三
号
、
日
本
書
道
連
盟
、
一
九
五
五
年
三
月
、
一
面
。『
日
本
書
道
連
盟
会
報
』
第
一
四
号
、
日
本
書
道
連
盟
、
一

九
五
五
年
六
月
、
一
面
。

（
26
）『
日
本
書
道
連
盟
会
報
』
第
一
七
号
、
日
本
書
道
連
盟
、
一
九
五
六
年
六
月
、
一
面
。『
日
本
書
道
連
盟
会
報
』
第
一
八
号
、
日
本
書
道
連
盟
、
一

九
五
六
年
一
〇
月
、
一
面
。

（
27
）『
日
本
書
道
連
盟
会
報
』
第
二
三
号
、
日
本
書
道
連
盟
、
一
九
五
七
年
一
一
月
、
一
面
。

（
28
）『
日
本
書
道
連
盟
会
報
』
第
二
九
号
（
日
本
書
道
連
盟
、
一
九
五
九
年
五
月
、
三
面
）
で
は
、
全
書
研
の
発
会
式
を
報
道
し
て
い
る
が
、
日
本
書

道
連
盟
に
は
呼
び
掛
け
が
な
か
っ
た
こ
と
に
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
後
に
、
連
盟
は
全
書
研
を
後
援
す
る
立
場
と
な
る
（『
日
本
書
道
連
盟

会
報
』
第
四
〇
号
、
日
本
書
道
連
盟
、
一
九
六
一
年
七
月
、
四
面
）。

（
29
）『
日
本
書
道
連
盟
会
報
』
第
五
号
、
日
本
書
道
連
盟
、
一
九
五
二
年
一
月
、
一
面
。

（
30
）『
不
二
』
第
五
巻
五
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
四
年
五
月
、
奥
付
。

（
31
）
そ
の
他
、
同
時
期
の
書
道
教
育
協
議
会
と
し
て
、
昭
和
二
五
年
の
「
小
・
中
・
高
校
書
道
教
育
連
盟
協
議
会
」（「
ニ
ュ
ー
ス
」『
不
二
』
第
二
巻

一
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
一
年
一
月
、
一
五
頁
）、
昭
和
二
六
年
の
「
全
国
大
学
書
道
教
官
協
議
会
」（「
ニ
ュ
ー
ス
」『
不
二
』
第
二
巻

九
号
、
一
九
五
一
年
九
月
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
五
頁
）
等
が
知
ら
れ
る
。

（
32
）『
書
写
・
書
道
教
育
史
資
料
』
第
一
巻
、
東
京
法
令
出
版
、
一
九
八
四
年
、
一
九
七
頁
。
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（
33
）
例
え
ば
、
伊
東
参
州
『
わ
か
り
や
す
い
新
日
本
書
道
史
』
日
本
習
字
学
会
、
一
九
五
〇
年
。
服
部
北
蓮
『
日
本
書
道
文
化
史
』
日
本
習
字
普
及

協
会
、
一
九
六
五
年
。
他
に
、
大
学
の
通
信
教
育
部
設
立
に
伴
っ
て
刊
行
さ
れ
た
単
著
も
あ
る
。

（
34
）「
座
談
会 

近
代
学
校
教
育
に
お
け
る
習
字
（
書
写
）
書
道
教
育
の
歩
み
」『
書
写
・
書
道
教
育
史
資
料
』
第
二
巻
、
東
京
法
令
出
版
、
一
九
八
四

年
、
一
―
三
五
頁
。

（
35
）『
大
阪
学
芸
大
学
一
五
年
史
』
大
阪
学
芸
大
学
、
一
九
六
四
年
、
二
六
七
頁
。

（
36
）『
新
潟
大
学
二
十
五
年
史 

部
局
編
』
新
潟
大
学
二
十
五
年
史
刊
行
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
、
三
三
六
頁
。

（
37
）
竹
内
忠
雄
「
石
橋
先
生
を
送
る
」『
石
橋
教
授
退
官
記
念
作
品
論
文
集 

新
潟
大
学
書
道
科
十
年
の
あ
ゆ
み
』
岩
崎
書
店
、
一
九
六
一
年
、
二
七
七

―
二
七
九
頁
。

（
38
）『
奈
良
教
育
大
学
史
―
百
年
の
歩
み
―
』
奈
良
教
育
大
学
創
立
百
周
年
記
念
会
、
一
九
九
〇
年
、
六
二
八
―
六
二
九
頁
。

（
39
）
田
辺
古
邨
「
高
教
書
道
科
免
許
状
に
つ
い
て
―
東
京
学
芸
大
学
の
場
合
―
」『
学
書
』
第
二
巻
六
号
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
、
一
九
四
九

年
六
月
、
三
二
頁
。

（
40
）
上
野
芳
太
郎
「
書
道
教
育
の
発
展
と
教
員
養
成
」『
不
二
』
第
二
巻
九
号
、
一
九
五
一
年
九
月
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
四
―
一
五
頁
。

（
41
）
前
掲
注
（
8
）
に
同
じ
。

（
42
）
例
え
ば
、「
書
道
教
育
誌
上
座
談
会
」『
不
二
』
第
一
巻
七
号
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
、
三
四
頁
。

（
43
）
拙
稿
「
東
京
美
術
学
校
図
画
師
範
科
に
お
け
る
「
習
字
」
講
義
の
変
遷
」『
東
ア
ジ
ア
書
教
育
論
叢
』
第
二
号
、
東
京
学
芸
大
学
書
道
教
育
研
究

会
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
九
八
―
九
九
頁
。

（
44
）
石
橋
犀
水
「
新
学
年
と
習
字
教
育
の
現
状
」『
学
書
』
第
二
巻
四
号
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
、
一
九
四
九
年
四
月
、
二
〇
頁
。

（
45
）『
日
本
書
道
連
盟
会
報
』
第
一
六
号
、
日
本
書
道
連
盟
、
一
九
五
六
年
一
月
、
三
面
。

（
46
）
詳
し
く
は
、『
日
本
教
育
大
学
協
会 

50
年
の
あ
ゆ
み
―
活
動
の
記
録
―
』
日
本
教
育
大
学
協
会
、
二
〇
〇
二
年
。

（
47
）『
日
本
教
育
大
学
協
会 

50
年
の
あ
ゆ
み
―
活
動
の
記
録
―
』
日
本
教
育
大
学
協
会
、
二
〇
〇
二
年
、
一
六
八
頁
。

（
48
）
日
本
書
道
教
育
学
会
は
、
昭
和
二
五
年
に
石
橋
犀
水
が
書
道
教
育
の
復
興
を
目
指
し
、
尾
上
柴
舟
を
招
い
て
設
立
し
た
。
会
則
に
「
本
会
は
書

道
教
育
の
確
立
を
期
し
、
純
正
書
道
の
振
興
と
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
も
つ
て
目
的
と
す
る
」
と
あ
る
。
役
員
は
大
学
教
員
が
多
く
、

第
三
章
で
言
及
す
る
研
究
機
関
へ
の
所
属
と
重
複
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

（
49
）「「
初
期
の
学
会
活
動
」
第
一
回
座
談
会
」『
大
学
書
道
研
究
』
第
九
号
、
全
国
大
学
書
道
学
会
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
六
五
―
七
九
頁
。
伊
東
参

州
は
『
書
学
』
に
つ
い
て
、「
全
国
の
大
学
の
書
道
教
官
や
書
道
専
攻
生
の
質
的
向
上
の
た
め
に
、作
品
や
論
文
を
積
極
的
に
掲
載
さ
れ
た
配
慮
を
高

く
評
価
し
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
日
本
書
道
教
育
学
会
の
発
展
と
書
写
・
書
道
教
育
の
充
実
と
は
歴
史
的
に
も
密
接
不
離
の
関
係
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
伊
東
参
州
「
創
立
三
十
周
年
を
祝
す
」『
創
立
三
十
周
年
記
念
』
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
八
〇
年
）。

（
50
）
服
部
北
蓮
「
―
奈
良
学
芸
大
学
に
お
け
る
―
教
育
大
学
協
会
総
会
」『
不
二
』
第
四
巻
九
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
三
年
九
月
、

二
〇
頁
。

（
51
）『
不
二
』
第
六
巻
一
二
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
五
年
六
月
、
三
五
頁
。

（
52
）
石
橋
犀
水
「
書
道
（
習
字
）
科
独
立
の
根
拠
」『
不
二
』
第
四
巻
九
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
三
年
九
月
、
一
〇
―
一
一
頁
。

（
53
）
詳
し
く
は
、『
全
日
本
書
写
書
道
教
育
研
究
会 

創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
全
日
本
書
写
書
道
教
育
研
究
会
、
二
〇
〇
九
年
。
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（
54
）『
書
学
』
第
一
〇
八
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
九
年
三
月
、
奥
付
。

（
55
）
上
条
信
山
「
戦
後
毛
筆
習
字
復
活
運
動
」『
書
学
』
第
一
九
三
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
六
六
年
四
月
、
三
八
頁
。
な
お
、
上
条
は
昭
和

二
四
年
に
「
全
国
高
校
・
大
学
書
道
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
大
会
」
を
成
蹊
大
学
で
開
催
し
て
お
り
、
上
条
の
初
期
の
教
育
活
動
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（
56
）
首
藤
春
草
「
第
五
回
全
書
研
大
分
大
会
記
」『
書
道
』
第
一
〇
巻
一
〇
号
、
五
禾
書
房
、
一
九
六
四
年
一
〇
月
、
三
〇
―
三
四
頁
。

（
57
）「
日
本
教
育
大
学
協
会
第
二
部
会
書
道
部
門
総
会
」『
不
二
』
第
一
〇
一
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
八
年
八
月
、
一
六
―
一
七
頁
。

（
58
）「「
初
期
の
学
会
活
動
」
第
一
回
座
談
会
」『
大
学
書
道
研
究
』
第
九
号
、
全
国
大
学
書
道
学
会
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
七
五
頁
。

（
59
）
石
橋
犀
水
「
今
回
の
大
学
書
道
学
会
の
成
果
」『
不
二
』
第
一
〇
一
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
八
年
八
月
、
一
八
頁
。

（
60
）「「
初
期
の
学
会
活
動
」
第
一
回
座
談
会
」『
大
学
書
道
研
究
』
第
九
号
、
全
国
大
学
書
道
学
会
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
六
六
・
七
一
頁
。

（
61
）「
日
本
教
育
大
学
協
会
第
二
部
会 

書
道
部
門
総
会
の
記
」『
書
学
』
第
一
一
三
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
九
年
八
月
、
二
九
頁
。

（
62
）「
日
本
教
育
大
学
協
会
第
二
部
会
書
道
部
門
総
会
経
過
報
告
」『
書
学
』
第
一
七
四
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
六
四
年
九
月
、
三
五
―
三

八
頁
。

（
63
）「
日
本
教
育
大
学
協
会
第
二
部
会
書
道
部
門
総
会 

全
国
大
学
書
道
学
会
総
会
の
概
況
」『
書
学
』
第
一
三
八
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
六

一
年
九
月
、
三
七
頁
。

（
64
）「
日
本
教
育
大
学
協
会
第
二
部
会
書
道
部
門
総
会
並
に
全
国
大
学
書
道
学
会
総
会
の
概
況
」『
書
学
』
第
一
四
九
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一

九
六
二
年
八
月
、
三
七
頁
。

（
65
）
太
田
智
己
「
日
本
の
美
術
史
学
の
展
開
過
程
と
そ
の
特
徴
―
一
九
一
〇
〜
五
〇
年
代
の
学
術
研
究
化
―
」『
近
代
学
問
の
起
源
と
編
成
』
勉

誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
三
六
四
―
三
八
七
頁
。

（
66
）『
不
二
』
第
五
巻
二
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
四
年
二
月
、
二
七
頁
。

（
67
）
上
原
欣
堂
「
書
道
教
育
振
興
運
動
へ
の
反
省
」『
不
二
』
第
一
巻
一
号
、
一
九
五
〇
年
三
月
、
九
頁
。

（
68
）『
学
書
』
第
二
巻
一
〇
号
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
、
一
九
頁
。

（
69
）  

石
橋
犀
水
「
書
に
学
問
体
系
の
必
要
」『
不
二
』
第
六
巻
四
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
五
年
四
月
、
一
三
頁
。

（
70
）「
国
語
科
習
字
の
独
立
問
題
に
つ
い
て
」『
不
二
』
第
五
巻
四
号
、
一
九
五
四
年
四
月
、
二
一
頁
。

（
71
）
石
橋
犀
水
「
書
道
（
習
字
）
科
独
立
の
根
拠
」『
不
二
』
第
四
巻
九
号
、
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
五
三
年
九
月
、
一
〇
―
一
一
頁
。

※
本
稿
に
お
け
る
引
用
原
文
は
新
字
体
・
旧
仮
名
遣
い
で
表
記
し
た
。
引
用
原
文
中
の
引
用
者
に
よ
る
補
足
は
［　

］
で
表
記
し
、
中
略
は
…
…
で
表

記
し
た
。

【
謝
辞
】
本
研
究
の
資
料
閲
覧
に
あ
た
り
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
の
根
本
伸
也
氏
、
全
日
本
書
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